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年報第2号の発行にあたって

年報第 2号をお届けします。神奈川県立博物館の再編整備計画により、自然系

が独立して小田原市入生田の地に「神奈川県立生命の星 ・地球博物館」の名称の

もとに出発開館したのは1995年3月20日のことでしたo 全国的な経済不況の嵐の

中、決して余裕のあるスタートではありませんでしたが、県民全般からの強い後

押しをいただき、おかげでいわゆる 2年目のジンクスとされるじり貧現象を最小

限に抑え、翌年4月17日には入館者50万人を達成しました。

地球環境問題が、 21世紀で全世界最大の重要な政治課題となるのは火を見るよ

り明らかです。しかし、 具体的な対応策が功を奏するまでにはかなりの時聞がか

かることでしょう 。それは、対策の前にその基本となるべき地球環境それ自体の

解明を進めることが不可欠だからです。正しい地球理解なくして地球環境問題の

解決は望めません。

21世紀はまた、日本にとって真の生涯学習時代となることが予測されます。情

報化社会における画一的な制度教育に限界が見えはじめ、非制度の自由な学習の

場であり、メディアである博物館が、生涯学習に大きな役目を果たすべき時代の

到来が必至でしょう O

博物館の責務は、科学、科学技術や文化の遺産・蓄積を、 一般に判り易く伝え、

多くの学習メニューを提供するパブリックサービス機能を発揮することによって、

個人のニーズに合った真の生涯学習を進めて行くメディアに徹することでしょう 。

全ての条件の人々に対応できるユニバーサルな考え方が基本となるべきでしょう。

そのような大きな目的に向かつて、少しずつ前進している当館の平成8年度にお

ける努力の足跡をここに記しましたD

199 8年3月

神奈川県立生命の星 -地球博物館

館長演 田隆士
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I沿革

昭和61年12月 第二次新神奈川計画において、博物館の再編整備が決定

昭和63年7J.1 神奈川県立自然系博物館(仮称)を小田原市入生聞に建設することが決定

12月 神奈川県立博物館整備構想懇談会(座長 波法格慶応大学名誉教授)から提言

平成元年3月 神奈川県立自然系博物館(仮称)整備計画策定

神奈川県立自然系博物館(仮称)展示計画策定

4月 教育庁社会教育部社会教育諜に博物館建設準備班を設置

11月 神奈川県立自然、系博物館(仮称)資料収集委員会(委員長上田誠也東京大学名誉教授)発足

12月 展示設計プロポーザル実施

展示基本設計着手

平成2年2月 建築設計プロポーザル実施

建築調査設計着手

3月 自然系博物館の建設事業が、 小田原市との協調事業となる

神奈川県立自然、系博物館(仮称)資料収集計画策定

博物館情報システム整備計画策定

9月 博物館情報システム実施計画策定

10月 建築基本設計若手

平成3年3月 自然、系博物館 (仮称)建設用地(小田原市入生田)取得

4月 組織改正により教育庁社会教育部社会教育課が、生涯学習部生涯学習謀となる

10月 第一期造成工事着手

建築実施設計若手

展示実施設計着手

平成4年4月 組織改正により生涯学習部|専物館開設準備室となり 、企画調整班、自然系整備班、人文系整備班、

展示 ・資料整備班の4班体制となる

6月 第二期造成工事着手

8月 博物館情報システム開発プロポーザル実施

博物館情報システム開発調査設計着手

10月 自然、系博物館(仮称)建築工事着工

自然系博物館(仮称)展示工事着工

平成5年4月 博物館情報システム開発着手

6月 第三期造成工事着手

平成6年6月 第四期造成工事着手

12月 自然、系博物館(仮称)建築工事竣工

神奈川県立博物館条例一部改正

平成7年1月 神奈川県立生命の星 ・地球博物館が機関設置され、管理部に管理謀、経理謀、企画情報部に企画普

及課、情報資料課及び学芸部の3部4課を置く

3月 博物館法第11条の規定に基づく登録博物館となる

自然系博物館 (仮称)展示工事竣工

20日に開館記念式典笑施、21日から一般公開開始
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E機能

1 運営管理機能

(1) 事業体系

運営管理機能一一「一管 理 運 営一一一「一 ・人事、庶務、経理事務等の管理運営

L-ー ・施設維持管理等の財産管理

」一博物館協議会ーーー一一 ・協議会の開催

情報発信機能一一「一展 示 事 業一一一「一 ・常設展の維持運営及び展示替え等

i 卜ー ・シアタ一、ライブラリーでの映像上映等

L一・展示解説書等作成

Lー特 別 展事業一一一「一 ・特別展の計画、準備、開催

」一 ・特別展図録作成

シンクタンク機能 調査 研 究

学術交流

-総合研究

・基礎研究(グループ研究、個別研究)

・共同研究

-文部省科学研究費助成金等による研究

.委託調査等

・各種委員、役員

・学会、研究会、シンポジウム等

生
命
の
星

地
球
博
物
館

研究成 果一一一下一 ・学会での発表

トー ・委員会等での提案、提言、報告

卜一 ・各種会合での講演

」ー ・研究成果の記録、出版

データパンク機能 博物館資料の整備一一一「一 ・資料収集、整理、保管

卜ー ・収蔵資料加工整備

トー ・資料目録作成

」ー ・収蔵資料データ整備

博物館資料の利用一一一T一 -資料館外貸し出し

しー ・資料特別利用

学習支援機能 教 育 普 及一一一「一 ・講演会、各種講座等の開催

トー ・ボランテイア育成

トー ・博物館実習生受入れ

」ー ・友の会支援

ミュ ー ジアム一一一一「一 ・レファ レンス業務

ライブラリー トー ・自然科学関係図書等の整備 ・利用

」一 ・博物館情報システムの利用

広 報 普 及一一一「一 ・広報事業計画の作成、実施

トー ・取材等の対応

」ー ・定期的刊行物等の発行

博物館情報システム一一一博物館事業の支援一一一丁一 ・システムの開発

トー・情報のデータベース化

」ー ・外部機関とのネッ トワークの構築

連 携 機 能一一「一地域 交 流ー一一一一 ・地域交流会等の実施

サロンド小田原、トークコンサー卜等)

」一館 内 施 設一一一一一 ・施設の充実と利用者サービス

(レストラ ン、ミュージアムショップ等)
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(2)組織

① 組織及び分掌

管理

管 理 部 "" 司:土 理
三111___:予算、決算経理、 物品調達、寄贈及びi
ホ ;寄託、借用物品の受領ならびに返納

点一一一;電気、冷j昆7](器、機械装置その他}
コ !諸機械設備の整備保全

技 術担

「一企 画 普 及 課一一一-'学習支援活動、広報、団体対応等;
I!::!I t::':I JA r.J/f¥.の博物館活動の企画、 普及

企画情報部一斗

」 情 報 資 料 諜一一一:博物館情報の運営維持管理

砂主 立Rー「 動 物・ 植 物 担当一Li博物館食料。九時問、融 if究J
J- ..L.... ロド L古生物 ・ 地球環境担当~ 展示 ; 

館 長一一一副館長

トー清

外部委託一十一電
ドーー弊

A)(. 

案

庁

交

bn
保

ξ
mn

M

M
 

合

話

術

業

業

業

J

業

'Z
業
戸

叶

γ

村仙
U

ぺ
寸

務一「

務一寸

務一十一:施設の維持運営業務
務-----i
務←」

館 内施 設fj寸土子三白血…-均一一一三:
② 職員構成

〔平成9年3月31日現在〕

区 分 .l:j:i:務職 学芸員 技術職 司書:非常勤 ぷc込コ舌fr'j

長官 長 1 l 

副館長 1 

管理部

音日 長 1 

管 理諜 4 l 5 

経理課 4 4 

ーーー---------一. ‘争・ ー守・ー晶-..-・』晶一・
9 l 10 

技術担当部長 1 

企画情報部

音日 長 l 

企画普及諜 1 5 7 13 

情報資料謀 2 3 1 1 7 
晶晶晶 '・.匂 合唱 晶..合唱ドー晶目晶 圃圃 晶晶晶 --_.一.守.. 晶晶 一・・・・・ー
音「 4 8 l 8 21 

学芸部

部 長 1 

動物植物担当 8 2 10 

古生物地球職担当 4 1 3 
・... ーーー ー"--"晶晶

計 13 3 16 

ぷc!込 14 21 1 l 13 50 

〔平成9年5月l日現在〕

区 分 事務職 学芸員 技術l俄 司書 非常勤 合計

館 長 l 

副館長 l 

管理部

音R 長 1 

管理課 4 2 6 

経理課 4 4 
'・・ ートー.....-ー&晶晶 a晶・ 一・ー&晶晶a晶晶ー晶'晶晶晶

言十 9 2 11 

技術担当部長 l 

企画情報部

音日 長

企画普及課 l 5 8 14 

情報資料諜 2 3 1 7 
晶晶晶一・ー・F晶

言↑ 4 8 1 9 22 

学芸部

部 長 I 

動物植物担当 7 2 9 

古生物級車産担当 5 2 7 

言十 13 4 17 

ぷ口込 言十 14 21 1 l 16 53 
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(3) 歳入歳出決算

〔平成8年度歳入〕

科 目 金額

教育財産使用料 3，826 

博物館使用料 82，769 

受講料収入 124 

立替収入 1，939 

幸(f 入 4，553 

tE3 h 計 93，211 

(千円)

内 訳

レストラン他建物等使用料

観覧料収入

(常設展79，031特別展3，738)

かながわ県民アカデミー受講料

レス トラン他電気 ーガ ス 水道

立替収入

展示解説書等販売収入

ライブラリー複写代

〔平成8年度歳出(人件費は含まず)) 千円)

事業名 金額 内 訳

維持運営費 413，472 自自の維持管理及び事業運営

常設展示維持運営

総合案内業務
展示事業費 55，240 

展示解説書等の作成

特別展の開催

総合研究、基礎研究
調査研究事業費 9，081 

調査研究報告書の作成

博物館資料収集

資料整備費 22，564 収蔵展示資料修繕・加工

11又蔵資料目録作成

各種講座、講演会等の開催

学習支援事業費 9，025 図書等資料整備

広報用資料作成

かながわ県民
323 「里山の自然を考える J~I催

アカデミ一事業費

生涯学習指導者 「生涯学習ボランティア受け入れ

養 成 費
180 
モデル事業」開催

情報システム システム開発
5，216 

整 イ蒲 費 データ入力等

合 言十 515，101 

(4) 神奈川県博物館協議会

神奈川県立のi専物館条例に基づき、本協議会が付属

機関として設置されており、県立生命の星 ・地球博物

館並びに県立歴史博物館の運営に関する事項につき、

館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述

ベる。

6-

平成8年度における本協議会の開催状況は次のとお

りである。

〔開催状況〕

開催日 場 所 議 題

平成8年 県立生命の星 -
10月24日 地球博物館

.8年度事業実施状況について

平成9年
県立歴史博物館

8年度事業実施状況について
3月12日 .9年度予算について

神奈川県博物館協議会委員名簿(任期7.10.29~9.10 . 28 )

氏 名 役 l俄

会長 賞 達人 神奈川県文化財協会会長

副会長 青木淳一 横浜国立大学教授
L会 員口 内田幸雄 神奈川県公立小学校長会副会長
4ン 越 憲人 神奈川県公立中学校長会書記
。 日野 一郎 神奈川県私立中学高等学校学校協会副理事長
イシ 吉田弘治 神奈川県立高等学校長会総務
ク 熊i* 淑 神奈川県社会教育委員
ク 篠崎浩子 神奈川県青年団体連絡協議会事務局長
。 |羽根喜子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会副会長
。 堀由紅子 神奈川県博物館協会理事
。 水野次郎 神奈川の教育を推進する県民会議副代表
ク 太田 昇ー 横浜市教育委員会教育長
。 太田陽子 専修大学教授
イン 加藤 si弘t 神奈川新聞社編集局文化部長
。 鎌田久子 元成城大学教授
。 座間茂俊 大和市教育委員会教育長
。 清水虞澄 成域大学短期大学部部長
。 圭室文雄 明治大学教授
。 長谷川善和 横浜国立大学名誉教授
。LE空 瑞子 東京農業大学教授

神奈川県博物館協議会委員名簿(任期9.10.29~11.10.28) 

氏 宅1 f支 ]織

会長 増井光子 麻布大学教授

副会長 清水員澄 成城大学短期大学部教授

委員 内田幸雄 神奈川県公立小学校長会副会長
。 越 憲人 神奈川県公立中学校長会副会長
イジ 門倉正二 神奈川県立高等学校長会副会長
。 小林 宏 問県山学問校協会理事 l。 唐山奇 句代 神奈川県青年団体連絡協議会顧問
ク 山中博子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会副会長
。 中島久雄 干111奈川県文化財協会常任理事
。 堀由紀子 神奈川県博物館協会理事
。 水野次郎 神奈川の教育を推進する県民会議副代表
。 熊1翠 淑 神奈川県社会教育委員
イシ 宮崎 1量 ジャーナリス ト
イシ 金子徹也 川崎市教育委員会生涯学習部長. 。 中村ひろ子 東京家政学院大学講師
ろ， 圭室文雄 明治大学教授
。 長谷川善明l 横浜国立大学名誉教授
ペシ 加藤 隆 神奈川新聞社編集局次長文化部長
ク 吉行 瑞子 東京農業大学教授
イン 座間茂俊 大手口市教育委員会教育長



2.情報発信機能

当博物館は「生命の星 ・地球」を基本テーマとして、

46億年にわたる地球の壮大な歴史と生命の営みの祈唱、

性、そして神奈川の自然について、実物資料を中心に

ストーリーをもって、 分かりやすく展示している。

具体的には、4つのサブテーマ及びジャンボブックで

構成する常設展と特定テーマにより年 2 ~ 3 回開催す

る特別展及びオープンスペースのライブラリ ーやシア

ターなどで来館者の方々に情報を発信している。

(1) 常設展

① 常設展示室

基本テーマ「生命の星 ・地球」に沿ったストーリー

展開を見せるため、常設展示を次の4つのサブテーマ

に分けて展示を行っている。

展示室 1 r:地球を考える」 では、地球誕生の過程と

地球の仕組み、生命が誕生してその働きによって地球

が変わってきた様子などを、岩石や化石資料、映像な

どによって展示。

展示室2 i'生命を考える」 では、地球が生んだ‘多様

な生物種、生命の進化の過程について、実物を中心に

展示。

〔展示替え〕

・恐竜の大腿骨化石(平成8年10月)

・パキクラダ -マオウ写真(平成8年10月)

・オランウータン剥製 (平成9年3月)

展示室3 内申奈川の自然を考える」 では、神奈川の

大地のおいたち、神奈川の生物相や自然の現状につい

て、実物や模型などで展示。

展示室4r自然との共生を考える」 では、地球は生
命を育み、進化を続けることができた奇跡的な自然環

境を備えているが、現在、その自然環境に人間の社会

活動による影響が様々な形で現れはじめている。そう

した状況を衛星画像や映像で展示。

② ジャンホ‘ブック展示室

ジャンボブック展示室では、系統的分類体系で整理

された各種標本、コレクションなどの実物資料を本の

ページを聞いた形の大きな展示ケースに収め「実物百

科事典Jとして展示。

なお、ジャンボブ。ツクは年度中下記のとおり展示替

えを行った。
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『海底の化石ーオフィオライトー (トヒ。ツクス第4回H

〔展示期間〕

平成8年4月21日~平成8年7月15日

〔内容〕

オフイオライ トは、海の底で形成された岩石が長い

地球の営みの中で陸上に押し上げられたものである。

色々な地質時代に形成されたものがあり 、海底の化石

と呼ばれている。オフィオライトが海底の歴史をどの

ように記録しているかを解説、展示した。

〔主な資料〕

房総 ・三浦 8 個、世界の宥石 :4 ~ 5 個 、 しま状

和岩、枕状溶岩、はんれい岩、かんらん岩

『マントルの石たち (ト ピックス第 5 回 )~

〔展示期間〕

平成8年7月16日~平成8年12月2日

〔内容〕

マン トルは、地球の休積の8害IJを占めており 、地球

の歴史を語る上で重要なものである。マントルがどの

ような物質で出来ているか知るための調査研究方法や

マントルに由来すると考えられている岩石、鉱物類を

用いて、マントルについて解説、展示した。

〔主な資料〕

-大地を造る岩石

ホットスポットの火山 :玄武岩溶岩、列島の火山:

安山岩溶岩、マントル:ダナイト、海嶺の火山 :玄

武岩溶岩、マントル:カンラン岩ゼノリス、ハルツ

ノTージャイト 、レJレゾライト、コールドフ。Jレーム:

エクロジャイト

・マントルを造る岩石 ・鉱物

カーボナタイト 、台地玄武岩、エクロジャイト、ダ

イヤモンドX2、パイロープ、コーサイト、スピネ

jレ、金雲母、カンラン石、ザクロ石

『j毎の石が圧力で変わる一高圧変成岩一(トピックス

第 6 回 )~

〔展示期間〕

平成8年12月3日~平成9年4月21日

〔内容〕

火成岩や堆積岩が、後の地殻変動に伴うjRL度や圧力

の影響をうけてできた変成岩のうち、高い圧力の影響

を受けてできたものを高圧変成岩と呼ぶ。高圧変成岩

を調べることから、大地の歴史がどのように解きあか

されるかを解説、展示した。

〔主な資料〕

-高遠の三波川変成岩



緑色片岩、藍閃石片岩、泥質片岩、黒色片岩

.天竜川の三波川変成岩

緑色片岩、藍閃石片岩、黒色片岩、白雲母片岩、砂

質片岩

-長瀞の三波川変成岩

緑色片岩、藍閃石片岩、紅れん石片岩、黒色片岩、

石英片岩、 l陀弱雲母片岩

・阿武隈の御斎所変成岩

緑色片岩、珪質片岩、泥質片岩

・世界の変成岩

片麻岩、紅れん石緑れん石片岩、ひすい輝石藍閃石

変玄武岩、エクロジャイト、チャーノッカイト

-詳しく見る

緑色片岩、藍閃石片岩、紅れん石片岩、黒色片岩、

石英片岩

『四季の彩り一夏の植物一 (神奈川の植物 )~

〔展示期間〕

平成 8 年 6 月 2 1 日 ~9 月 1 日

〔内容〕

-夏の植物への展示替え

夏の海岸の植物、林縁に繁るつる植物、111の植物な

どを原色植物標本と模型で紹介

〔主な資料〕

スカシヤスリ、ヤブガラシ、クズ、ヤマユリなど

『四季の彩り一秋の植物ー (神奈川の植物)~

〔展示期間〕

平成 8 年 9 月 3 日 ~ 12 月 27 日

〔内容〕

-秋の植物への展示替え

秋の野111を彩るキク科植物、シソ科植物、タデ科植

物を原色植物標本と模型で紹介

〔主な資料〕

ノコンギク 、ヒヨドリパナ、ヤマハッカ、イヌタデ

など

『四季の彩り一春の植物一 (神奈川の植物)~

〔展示期間〕

平成9年 1月5日更新

〔内容〕

-春の植物への展示替え

春の野山を彩る草本、春に咲く樹木の花を原色植物

標本と模型で紹介

〔主な資料〕

ミミガタテンナンショウ、アマナコ ゴメウツギ、エ

8 

ゴノキなど

(2) 特別展

〔名称〕

特別展 『日本最古の霊長類・中津層出土のサル化石』

〔開催期間〕

平成 8 年 3 月 1 日 ~ 5 月 1 2 日

〔会場〕

特別展示室

〔主催〕

生命の星 ・地球博物館

〔展示担当〕

松島義章、広谷浩子、樽創、大島光春

〔内容〕

1987年に愛甲郡愛川町でステゴドンゾウが発見され

て以来、神奈川県立博物館を中心に進められてきた上

部鮮新統中津層発掘調査において、1991年にサjレ頭骨

化石が発見されたことは日本の化石研究史に残る快挙

であった。発見者の小泉明裕氏と地主の八木世高氏の

ご好意により 、その化石資料は当官官が寄贈を受け、こ

れを機に一般公開した。

今から200~300 万年前の神奈川の大地に住んでい

たサルを中心にゾウ、サイ、シカなどの陸上動物をは

じめ、近くの海にいたアシカやクジラ、ウミガメ、サ

メや多くの員類などの化石を用いて250万年前の神奈

川の自然を復元した。

〔主な資料〕

・県指定天然記念物 サル、ゾウ、サイ、ウミガメ、

ホオジロザメ 、ネズミザメの 6種 7点

-霊長類の頭骨17点

・陸性H南乳類ゾウ、サイ・シカの歯、頭骨、脊椎、肋

骨など21，点

-海性l浦乳類クジラアシカの歯、頭骨など15点

・カメま負の E~I ~ft、指骨など33点

-サメ類の歯、脊椎など65点

-硬骨魚類の脊椎、歯、鱗、耳石など49点

.ウニ・カニ類の甲羅、殻など7点

-員類109点

-植物の葉、種子など28点

-発掘作業の様子を 3-D (立体視)とビデオで紹介

〔入場料〕

無料

〔関連事業〕

特別展展示解説 (毎週日曜日午後1時30分から)

〔入場者数〕

42，468人(4 月 1 日 ~5 月 12 日 まで)



68，517人 (3 月 1 日 ~ 5 月 1 2 日まで)

〔印刷関係〕

特別展図録 1，000部

〔名称〕

特別展 『追われる生きものたち』

〔開催期間〕

平成 8 年 7 月 20 日 ~ 9 月 23 日

〔会場〕

特別展示室

〔主催〕

生命の星 ・地球博物館

〔後援〕

日本自然保護協会、神奈川県自然保護協会、神奈川

県植物誌調査会、日本野鳥の会神奈川支部、 神奈川

昆虫談話会

〔協力〕

-秋山秀雄、秋山信彦、新井裕、地真史、藤田裕、 浜

口哲一、j京聖樹、平野幸彦、平田寛重、稲垣毅、石

原龍雄、石渡裕之、岸一弘、松木和雄、 美ノ谷憲久、

中村進一、大森武昭、新堀豊彦、田尾美野留、手束

喜洋、露木繁雄、上田康之、山口喜盛

・愛川町教育委員会、平塚市博物館、市川市自然博物

館、神奈川県立宮ケ瀬ビジターセンタ 一、神奈川県

立歴史博物館、神奈川県自然保護センタ一、神奈川

県水産総合研究所内水面試験場、 川崎市青少年科学

館、国立科学博物館、相模原市立博物館、横須賀市

自然博物館

〔展示担当〕

新井一政、広谷浩子、勝山輝男、苅部治紀、木場英

久、中村一恵、高桑正敏、高橋秀男、 田中徳久、 111

口佳秀

〔内容〕

平成 4 ~ 6 年度にかけて実施した「神奈川県レ ッ ド

データ生物調査」を基に、神奈川県から姿を消したり、

生存が危うくなりつつある生きものたち (レッドデー

タ生物)を紹介し、その衰退の理由を探る。

〔展示項目と主な資料〕

-シンボ、jレートキ剥製

・レッドテゃータ干重とは{可カ、

レッドデータ関連図書30fffJ

-人の営みと自然の移り変わり ー植生の選移写真パネ

jレ、失われた自然環境とそこにすむ生きものたちの

写真パネル、薪 ・炭 ・火鉢 ・洗濯桶と洗濯板など20

占

-神奈川のレッドデータ動物
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日前乳類(危倶種) モモンガ、ヤマネ、ツキノワグ

マの剥製

晴乳類(減少種) ・カモシカ、シカ、カワネズミ、

ヤマコウモリ、ユビナガコウモリ、カヤネズミ、ニ

ホンリス、ムササピ、テン、アナグマ、キツネの剥

製

11雨乳類(希少種) ヒメヒミズ、ウサギコウモリ、

コテングコウモリ 、オヒキコ ウモリの剥製

鳥頬 サギ類6種、猛禽類5種、シギ ・チドリ類11

極、その他13極の剥製

両生類 ・は虫類、魚類 危慎種や減少種の写真パネ

ル26点

-神奈川のレッドデータ植物

絶滅種8種、絶滅危慎種24種、減少種20種のさく葉

標本

フジチドリ、ク ゲヌマラン、ハコネラン、ムラサキ

ツリガネツツジ、カワラノギクの植物模型、レッド

データ植物の写真パネル

-神奈川のレッ ドデータ昆虫

チョウ類標本37種74点、水棲半姐類 -直麹類 -ト ン

ボ類標本55種122点、甲虫類標本140種228点、 7Jく

槙昆虫標本11種目点、河原や草地の昆虫標本12種22

点、薪とともに姿を消したカミキリムシ26種52点、

横浜のチョウ今昔14種23点

. Sav巴 theRed Data Species 

ヨコハマナ方、ゴミムシを救え:生態や調査などの写

真パネル、いまギフチョウは :生態や調査などの写

真パネル、カワラノギクの増殖:生態写真パネル

〔入J島料〕

20才以上(学生を除く 200円

20才未満・ 学生 100円

〔関連事業〕

講演会「神奈川の自然の危機を告げるレッドデータ

生物J8月17日、講義室、浜口哲一氏 (平塚市博物館

学芸員)

〔入場者数〕

52，486名

〔印刷物〕

特別展図録「追われる生きものたち」神奈川県レッ

ドデータ調査が語るもの 1750部

〔名称〕

特別展 『樫井コレクションの魅力一偉大なアマチュ

ア自然科学者の軌跡一』

〔開催期間〕

平成 9 年 3 月 1 日 ~5 月 11 日



〔会場〕

特別展示室

〔主催〕

生命の星 ・地球博物館

〔協力〕

概井一雄、桜井都美子、吉野三枝子、木島勇、岡田

嘉男、 田口公則、神奈川県温泉地学研究所

〔展示指導〕

加藤昭、 演田隆士

〔展示担当〕

松島義章、今永勇、平田大二、山口佳秀、新井一政、

樽宮IJ、大島光春、 山下浩之

〔内容〕

新鉱物「湯河原羽1;石Jを発見、記載をした世界的に

著名な樫井欽一博士(1912~ 1993)は、日本最大の鉱

物コレクションを作り上げた。そのコレクションの一

部が化石コレクショジおよび図書文献類と共に、ご遺

族より当館に寄贈された。特別展ではそのlゃから、コ

レクションを特徴づける鉱物および化石標本385点を

用いて、概井コレクションの魅力の一端を紹介した。

〔主な展示資料〕

-桜井欽一博士の紹介 :湯河原i?l;石4点、研究器具類 ・

鉱物 ・化石の基礎知識 :岩石標本、鉱物標本、化石

標本17点

-造岩鉱物:珪酸鉱物、長石族鉱物、準長石など12点、

カンラン石族鉱物、輝石族鉱物、角閃石族鉱物など

24点、 雲母族鉱物など18点

・ペグマタイト鉱物 :鱗雲母、緑柱石、鉄電気石、正

長石、石英、鉄ばんザクロ石、黄鉄鉱、ジルコン、

黒雲母、錫石など41点

・スカルン鉱物 閃マンガン鉱、蛍石、ヤコブス鉱、

灰重石、ブラウン鉱、ゲーレン石、異極鉱、マンガ

ン斧石、緑簾石、ベスブ石、トベルモリ一石、大江

石、ばら輝石、木下石、金雲母など72点

. NI;石族鉱物など葡萄石、魚、限石、方沸石、ソーダ

NI;石、中 i~l;石、 トムソン沸石、モルデン百11石、輝羽1;

石 、 斜プチロル砂1;石、束i9~石 、 湯河原沸石、 菱沸石

など39点

-日本鉱物誌:第一版、第二版、第三版、第四編、鉱

物誌原稿、結品図など10点

葉一虫の時代の生きものたち .三葉虫類、腕足動物

類、サンゴ類、アンモナイト類、シダ植物、有孔虫

など31点

-恐竜の時代の生きものたち:ウニ類、アンモナイト

類、二枚員類、魚、竜、魚類、シダ植物、裸子植物な

と"35点
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. n雨乳類の時代の生きものたち 巻員類、 二枚貝類、

カニ類、サメ類、シカ類、ゾウ類、裸子植物、被子

他物など35点

-神奈川から消えた異類 巻貝類、二枚貝類、ツノ貝

類など311点

-南関東から消えた異類 巻貝類、二枚貝類など27点

〔入場料〕

無料

〔関連事業〕

-記念講演「楼井コレクションの魅力J3月2日、講

義室、 j賓田隆士館長

・自然科学学習講座「鉱物観察の方法」入門編、 3月

16日、講義室、加藤昭氏

・自然科学学習講座「鉱物観察の方法」 中級編、 3月

29日、講義室、加藤昭氏

・自然科学学習講座「鉱物観察の方法J上級編、 3月

30日、講義室、加藤昭氏

・鼎談 r1!!f;名会、神奈川県博、そして横浜国大一桜井

欽一先生の足跡をたどって-J、4月6日、講義室、

梅野信一氏、細野義純氏、演田|壷士館長 (無名会と

の共催)

〔入場者数)

14.897人(平成9年3月31日まで)

〔印刷物〕

-特別展図録 4.000部

-資料目録「樫井欽一コレクシヨン標本目録第 1集化

石J 1，000部

『新収資料展』

〔開催期間〕

平成 8 年 6 月 8 日 ~6 月 23 日

〔会場〕

特別展示室

〔主催〕

生命の星 ・地球博物館

〔内容〕

平成7年度に収集した資料.75点を紹介した。

〔入場料〕

無料

〔入場者数〕

10.501人

『文化財保護ポスター展』

〔開催期間〕

平成 8 年12月 5 日 ~ 12月 1 5 日

〔会場〕



特別展示室

〔主催〕

神奈川県教育委員会文化財保誕謀

〔内容〕

文化財への関心を高め、文化財を守る心を育むため、

県内の中学生を対象にして行なわれた文化財愛護ポス

ターコンクール入賞作品を展示した。

〔入場料〕

~![T:ヰヰ

〔入場者数〕

1.471人

『ゆ〈年〈る年展』

〔開催期間〕

平成8年12月20日~平成9年1月31日

〔会場〕

特別展示室

〔主催〕

生命の星 ・地球博物館

〔内容〕

年の変わり自にあたり 、平成8年の干支ネズミと平

成9年の干支ウシを素材にして、生命の星・地球博物

館の 1年の出来事を紹介した。

〔入場料〕

無料

〔入場者数〕

10，194人

(3) ライブラリーコーナー

ライブラリ ーコーナーには、科学の最新情報を入館

者にいち早く提供することを目的とした情報展示パネ

ルとウオールケースが設けてある。

本年度は、ウオーjレケースを用いて次の展示を行っ

た。

〔名称〕

『地球外生物 (E. T ) の発見? ~

〔期間〕

平成 8 年 8 月 10 日 ~ 12 月 22 日

〔主な資料〕

-火星起源のザガミ|損石

.NASAホームページ写真ーなど

〔名称〕

『箱根のニホンザルー私達に最も身近かな晴乳類』

〔期間〕
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平成8年12月23日~平成9年3月31日

〔主な資料〕

館周辺に生息するニホンザルの生態写真など

(4) ミュージアムシアター

ミユージアムシアターは、通常、ハイピジョン番組

とインタラクテイブクイズを上映しているが、ステー

ジを用意するなど学会・講演会用の設備も準備してい

る。

座席は308席。全座席には、メモなどを取るために

折り畳みテーブルを設けている。また、車椅子用のス

ペースとして、5台分を確保しである。中央部にある

115席(車椅子用 5席を含む)については、インタラ

クティブクイズ回答用の 5選択がjIしボタンスイッチを

設置しである。

照明設備は、場内の明るさを簡単にコントロールで

きるようにしてあり 、演者などを照らし出すためのス

ポッ ト照明を用意している。

上映設備は、 200インチ ・リ アプロジ、エクション方

式を採用したハイビジョンシステムを中心に、 35mm

スライ ド映写機、16mmフィルム映写機を備えている。

ハイビジョン映像の送出は、フル規格やMUSE規格

レーザーディスクプレーヤーから行う 。また、テレビ

やビデオ、レーザーディスクなどはハイピジョンに変

換してから上映する仕組みとなっている。学会 ・講淡

ム用に、実物投影機やフラットスキャナ一、 電子白板

も備え、これらもハイピジョンに上映できるようになっ

ている。これらの操作は、ステージ上や映写室の操作

車にある簡単なパネルで行えるようになっている。

同時通訳用に 3つのブースを用意してあり 、国際的

な催し物にも対応できる。同時通訳された内容は、ワ

イヤレス方式のレシーパーによって来館者に伝えられ

る。通常上映しているハイビジョン番組は2本ともこ

の仕組みを使って、英語訳とハングル語訳のナレーショ

ンを行っている。

学会 ・講演会などを記録するためのカメラが、固定

式2台、移動式 l台用意され、カット編集ができるよ

うに編集機が設置されている。

① シアターの上映番組

ミュージアムシアターでは、ハイビジョンを 2本

(各15分)と 、インタラクテイブクイズを 1本 (20分)

の計 3本を上映している。

ハイビジョン番組は、「生命の星 ・地球」という博

物館の基本テーマと同じタ イト ルで、サブタイ トルと

して「奇跡の旅立ちjと「生命の輪舞Jという 2本と



なっている。「奇跡の旅立ちjでは、地球の誕生から、

初期の生命の発生、そして、その生命との相互作用に

よって生命の星としての条件を整えてきた過程を説明

している。「生命の輪舞」では、生物の上陸以降をフォ

ローし、進化とともに動物と植物の聞の密接な関係を

説明することによ って、私たち人類のあり方を問うて

いる。

インタラクテイブクイズは、「怪:人ネイチャーラン

ドの挑戦jと称している。これは、怪人ネイチャーラ

ンドが盗み出した水晶玉を、来館者がクイズに正解す

るごとに取り返していくといったス トーリーで、来館

者の答えがス トーリーの展開を変えていくといった、

インタラクティ ブ(相互作用)型の博物館オリジナル

作品となっている。クイズのテーマは、「地球は生き

ているj、「植物は変身の天才だリ、「魚のサパイパJレj、

「動物の足跡捜査隊J、「どうぶつ親子全員集合 リ、

「ヒトの謎を科学するリの6種類ある。

② シアターの上映回数

通常、午前 ・午後それぞれ各番組l回づっ、計6巨l

上I決している 。 ま た、 4 月 27 日 ~ 5 月 6 日、 7 月 20 日

~ 8 月 31 日 、 3 月 2 日 ~ 4 月 6 日の各期間 (多客期 )

はインタラクティ ブクイスを午後に 1回増やし、計7

回の上映を行った。(右上表参照)

③ シアターの入場者数

シアターの全入場者数と、上映している番組別の鑑

賞者数を集計したものを表 1に示す。この表には、

〔表1) 

1 9 : 30~ 9・45 奇跡、の旅立ち

i亘 2 10 ・ 30~ 10:45 生命の輪舞

常
3 11:30~ 1 l: 50 インタラクティフψ

4 13 :00~13 ・ 20 インタラクテイブ

期 5 14:00 ~ 14 :1 5 奇跡の旅立ち

6 1 5:00~ 1 5: 1 5 生命の輪舞

1 9:30 ~ 9:45 奇跡の旅立ち

2 10: 30 ~ 10:45 生命の輪舞
~ 3 11: 30~ 11・50 インタラクティブ

客 4 1 2:30~ 12:50 インタラクテイブ

期
5 1 3 ・ 30 ~ 13 :45 奇跡の旅立ち

6 14 : 30~ 14:50 インタラクティブ

7 15: 30~ 15:45 生命の輪舞

博物館に来館した人がどのくらいシアターに入場して

いるかを計算したものを加えである。これを見ると全

来館者の内、およそ半分がシアターを利用し、ハイピ

ジョン番組は 3割、インタラクテイ ブクイズは 2制の

人が参加していることがわかる。また、上映l回当た

りの入場者数は、お昼をはさんで上映しているイ ンタ

ラクティブクイズの方が、ハイビジョン芯ヒ組よ り上回つ

ている。

表 2には、イ ンタラ クティブクイズの利用状況を

まとめである。ク イズ回答用のスイ ッチの付いている

席が115席しかないのにもかかわらず、 1回平均143

人もの参加がある。実際にクイズに回答しているのは、

1 Iffl平均80人となっているo

ミュージアムシアタ一利用状況 (95年3月から97年3月まで)

利用月 シア者タ数ーω H鑑D賞T者V数(b)上映回数 1田平鈎 イ移ン加タ者ラ数(クc)テ上ィブ映回数 1固平坦
来館者数(d)a/d(也)b/d(首)c/d(略)昨来年観者度比

入場 上映臼敏 1日平鈎 入増者 HDTV {，9ラ

94年度計 12，763 10 1，276 7，564 40 189 5，199 20 260 24，374 52.4% 31.0首 21.3百

95年度計 228，811 295 766 137，303 1，170 116 91，318 590 152 453，210 51.3覧 30.8首 20.1%

開館累計 241，574 305 792 144，867 1，210 120 96，517 610 158 477，584 50.6% 30.3目20.2唱

1996年4月 19，012 25 760 11，616 101 115 7，396 53 140 40，906 46.5% 28.4% 18.1% 74.5弛 81.3拓 78.6%87.8首
1996年5月 20，621 27 764 11，385 106 107 9，236 58 159 47，498 43.4田 24.0時 19.4% 91.9見 84.3百74.3覧101.3覧

1996年6月 14，428 25 577 8，557 100 86 5，871 50 117 30，142 47.9略 28.4百 19.5拓 80.4田 79.2唱76.9首 82.9%

1996年7月 18，022 26 693 10，450 104 100 7，572 62 122 34，562 52.1略 30.2覧 21.9% 87.1唱 91.0弛86.5目 98.1百

1996年8月 38，555 27 1，428 18，928 108 175 19，627 80 245 61，330 62.9唱¥30.9%32.0略 92.8百 98.1百84日首117.0%

1996年目月 14，337 27 531 9，509 106 90 4，828 53 91 29，514 48.6% 32.2% 16.4覧 97.6百 91.6%95.4弛 85.0話

1996年10月 15目647 25 626 9，383 100 94 6，264 50 125 33β28 46.3首 27.7略 18.5覧 90.3百 90.1%91.8% 87.7覧
1996年11月 13，139 27 487 8，121 102 80 5，018 51 98 33，824 38.8% 24.0% 14.8% 96.2% 83.8% 84.9% 82ωb 
1996年12月 8，082 23 351 4，908 92 53 3，174 46 69 15，373 52.6弘 31.9首 20.6覧 106.1% 98.7% 99.7% 97.2覧
1997年1月 7，871 22 358 4ι789 88 54 3，082 44 70 13，434 58.6首 35.6弛 22.9覧 70.3略 67.7唱68.5首 66.6弛

1997年2月 11，570 22 526 6，773 88 77 4，797 44 109 21，934 52.7唱 30.9百 21.9帖 94.8目 86.0%86.9再 84.8首
1997年3月 12，624 23 549 7，139 89 80 5，485 49 112 31，587 40.0首 22.6覧 17.4% 72.3弘 58.2覧59.5%56.5% 
96年度計 193，908 299 637 111 ，558 1 ，184 93 82，350 640 122 393，932 49.2覧 28.9%20.9% 86.9% 84.7% 81.2% 90.2百

開館累計 435，482 604 721 256.425 2，394 107 178，867 1，250 143 871，516 50.0首 29.4%20.5% 

-12-



〔表2) 

インタラクティブクイズ[怪人ネイチャーランドの挑戦]利用状況 (95年3月から97年3月まで〉

利用月 インタフクナイフ 上映回数
参加者数 回答者数 地球lま 値物は変身 魚の 動物の足跡どうぶつ積子ヒトの謎を

よ映回数 1回平問 1回平問 生きているの天才だ!サハ'イハ'1. 俊査隊 全員集合 科学する l
94年度計

95年度計
開館累計

1996年4月
1996年5月
1996年6月
1996年7月
1996年8月
1996年9月
1996年10月
1996年11月
1996年12月
1997年1月

1997年2月
1997年3月
96年度計

開館累計

(5) 刊行物

〔名称〕

5，199 

91，318 
96，517 

7，396 
9，236 
5，871 
7，572 
19，627 
4，828 
6，264 
5，018 
3，174 
3，082 
4，797 
5，485 
82，350 

178，867 

20 

590 
610 

53 
58 
50 
62 
80 
53 
50 
51 
46 
44 
44 
49 
640 

1，250 

260 1.830 92 
152 48.340 81 
158 50，170 82 
140 4，543 86 
159 5，030 87 
117 3，853 77 
122 4，872 79 
245 9，059 113 
91 3，274 62 
125 4.169 83 
98 3，622 71 
69 2，564 56 
70 2，473 56 
109 2，939 67 
112 3，717 76 
122 50，115 76 

143 100，285 80 

『神奈川県立生命の星・地球博物館展示解説書第3版』

〔発行日〕

平成8年10月31日

〔内容〕

-展示場の概要

・エントランスホール

.生命の星の条件

・地球を考える一国体地球の営み一

地球誕生、地球の仕組み、生命が変えていく地球

.生命を考える一地球生命の営み一

地球が生んだ多様な生物種、多様性のもたらしたも

の

-神奈川の自然を考える一神奈川の大地と生物一

神奈川の大地の生い立ち、相模湾に生きる、神奈川

の大地に生きる、人と自然のかかわり

・自然との共生を考える一人類の現在と未来一

.ジャン7ドフマック

コレクション、自然界のバラエティー、色と形の不

思議、 トピックス

〔名称〕

ミュージアムブックレット

『絶滅した生物一パレオ"ラドキシアとデスモスチル

スー』

〔発行日〕

平成9年2月28日

〔執筆者〕

樽創

〔内容〕

・化石が語ること

2 

84 
86 

2 
2 

2 。
6 

4 
9 

4 
8 
2 
41 

127 

2 。
35 100 93 
37 101 93 

7 11 13 
2 23 10 
4 12 8 
7 11 9 
3 19 。 6 
5 
5 

3 6 

2 4 
2 2 

自

33 112 40 

70 213 133 

-変った歯を持った謎の動物

.化石ホ乳類の分類

・歯のはなし

13 

82 
95 

19 
47 
29 
31 
27 
19 
26 
22 
26 
246 

341 

-日本で、見つかった束柱類の化石

.東柱類の進化

・ノfレオノTラドキシア

.デスモスチルス

・いつ、どこに棲んで、いたのか

.どんな環境に棲んでいたのか

.何を食べていたのか

-どんな姿をしていたのか

-パレオパラ ドキシアの雄と雌

.↑専物館にいる束柱類

〔名称〕

ミュージアムブックレット

『地球sos一地球環境を考えるー』
〔発行日〕

平成8年12月25日

〔執筆者〕

新井田秀一 ・山下浩之

〔内容〕

-人類がたどった道

2 
196 
198 

20 
21 
25 
14 
11 
12 
12 
14 
9 
8 
10 
12 
168 

366 

4 6億年を 1年聞にたとえると、人類の誕生、狩猟

から農耕へ、 農耕の問題点、牧畜の問題点、産業革

命そして現在

.地球環境問題

地球環境はいま、人間と地球環境、汚れる大気、地

球の温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨、汚れる水、

汚れる海、都市化、減少する熱帯林、乾燥する大地、

生物の絶滅

-環境を調べる
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雨を調べる、 川の水を調べる、 大気を調べる、リモー

トセンシング

〔名称〕

ミュージアムブックレッ卜

『貝からの伝言一貝殻に残された情報から貝類の進化・

環境の変化を探る一』

〔発行日〕

平成9年2月28日

〔執筆者〕

佐藤武宏 ・松烏義章

〔内容〕

-員殺について

軟体動物の系統的な位置、軟体動物とはどのような

生き物か、肋ととげの働き、さまざまなかたちの殻口、

生き残るための競争、ひっそりと隠れて暮らす、海へ

出かけてみよ う、 海流に流されて

・化石を研究する

なぜ化石を研究するのだろう、古生代一生きている

化石の時代 、中生代ーアンモナイトの時代一、「異

常巻きアンモナイトJと呼ばれる仲間、アンモナイト

やイノセラムスの絶滅、貝類の多様化のシナリオ

-新生代の貝化石からわかること

新生代の貝化石からわかること 貝はいろいろな情

報をもっている一、丹沢山地をつくる地層の員、絶滅

した員、プレート境界にすむシロウ リガイ、浅い海の

員、j来い海の員、長沼の名前がイ寸く貝、世界最大となっ

たマガ、キ、暖流の貝、寒流の員、最近失われた員、は

るばる熱帯の海からやって来た貝、縄文人の食料となっ

たノ、イガイ

-貝が示す環境変遷
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3. シンクタンク機能

研究機関としての博物館、それを支える専門職としての学芸員は、県内はもとより、国内外のシンクタンクとし

て様々な活動を行っている。ここではそれらの活動を各項目ごとに取りまとめた。ただし、ここに収録したもの以

外にも、記録の困難性から取り上げなかった活動も多い。特に各種資料の同定依頼や学術論文のレフェリ ーのよう

なレファレンス業務に関しては、相当な時聞が費やされている。開館2年目の種々の活動が活性化し、また問題が

発生する中で、積極的な活動が展開されたが、予算や他業務との時間配分などに関しては、昨年同様、今後解決し

なければならない問題も残されている。

(1) 調査研究事業

調査研究活動に関する要綱に基づき、総合研究3テーマ、グループ研究9テーマ、個別研究21テーマを行った。以

下、研究テーマと研究者-を列挙する。研究内容については、平成8年度研究発表会講演要旨集を参照のこと。

[総合研究]

1)地球熱史プロジェクト (1生命の星 ・地球」歴史と謎の研究調査) 小出良幸(研究代表者) ・平田大二 ・山下浩之 ・

丸山茂徳 ・磯IIJ奇行雄・深尾良夫 ・有馬真・阿部豊 ・田近英一

2)伊豆 ・小笠原弧の研究今ブk勇(研究代表者) ・平田大二 ・山下浩之・平田由紀子・袴田和夫・蟹江康光・藤岡換

太郎 ・有馬真

3)野生動物との共存の可有旨生を探る総合研究広谷浩子(研究代表者) .岡野美佐夫・羽山伸一 ・渡辺邦夫 ・金森正臣

[グjレ一フ羽i究]

1)神奈川県における大型晴乳動物の分布の史的変選および:形態変化に関する研究中村一恵(研究代表者) ・山口佳秀・

広谷浩子・大島光春

2)相模湾産海洋生物の分類および生物地理学的研究瀬能宏(研究代表者) ・佐藤武宏・中村一恵

3)神奈川県の水屡昆虫相調査高桑正敏(研究代表者) ・j1J部治紀

4)神奈川県とその周辺地域の植物相，植物群落の構造と起源に関する研究勝山輝男(研究代表者) ・生出智哉・木場

英久・田中徳久・高橋秀男 ・神奈川県植物5器用査会 ・神奈川県きのこの会・神奈川県植物ときのこの会コケ班

5)丹沢山地のスズタケ枯れ新井田秀一 (研究代表者) ・勝山輝男・田中徳久

6)神奈川の大地の生い立ちを探る(神奈川の地球史編纂 Part-1) 平田大二 (研究代表者) ・松島義章・今永 勇 ・

小出良幸 ・新井田秀一 ・樽吉Ij.大島光春 ・111下浩之

7)神奈川県内におけるエアロゾルの観測と分析山下浩之(研究代表者) ・新井田秀一

8)化石を使用した博物館による学校教育の支援システム開発とローンキットの製作樽 創(研究代表者) ・大島光春

9)五感を通した自然認識の方法論とその博物館の普及活動における効果的な展開に関する研究新井一政(研究代表者)

-奥野花代子・勝山輝男 .i頼能宏 ・田中徳久 ・苅部治紀-山下浩之

[個別研究]

1)日本の近 ・現代におけるアシカ科助吻の分布復元に関する研究中村一恵

2)モグラ類の分布調査」特に箱根を中心とした楼み分けについて一 山口佳秀

3)神奈川県およびその周辺地域における両生 ・鵬虫類の分布状況調査新井一政

4)オビ、ハナノミ属甲虫の系統(第1次) 高桑正敏

5)社会的ネットワークに基づく霊長組社会の変異のjfJ1tj斤広谷浩子

6)ボラ科魚類の系統分類学的研究瀬能宏

7)ミナミヤンマ科の分類学的研究苅部治紀

8)巻貝の殻の機能形態に関する研究佐藤武宏

9)日本産辞苔類の分布と生態的研究生出智哉

10)カヤツリグサ科植物の分類学的研究勝山輝男

11)日本、およびその周辺地域 (日華区系)のイネ科植物の分類学白切買究木場英久
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12)Ji]:微な植物種の種生態学的比較研究 (植物社会学的な手法による月間庁) 田中徳久

13)相模湾を中心とする南関東域の第三系 ・第四系の員化石調査松島義章

14)11甫乳類化石の分子生物学的手法による同定大島光漆

15)束柱類の口蓋部の形態的特徴、機能について樽創

16)箱根火山付近の研究(南部フォッサマク。ナ地域の構造発達史) 今永勇

17)伊豆 ・三浦 ・房総地域の火成活動の変遷平田大二

18)地球誕生の条件 小出良幸

19)地球環境の変遷に関する研究新井田秀一

20)地球内部の揮発成分について 山下浩之

21)生涯学習施設としての当館の学習支援活動のありかた奥lliV{~1-ë子
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平成8年度

神奈川県立生命の星・地球博物館研究発表会

講演要旨集

開催日:平成 9年3月13日・ 14日

ム一
A 場 神奈川県立生命の星・地球博物館

i昔 義
........... 
主

総合研究 l 

総 合研究

総合研究 2 

総合研究

「地球熱史プロジェクト」
Phase 1 r熱の起源について」の収束ー

小出良司会

l 全体的目的

総合研究「地疎熱史プロジェクトJは地味を熱の歴史としてみたときに、どのような進
化をしたのかを解明していくことを目的とする。そのために、何回かの総合研究を組織し

ておこ立う。各 phaseごとにその成架をまとめ、一般市民に還元する。

11 Phase 1の目的:

phase 1として、 f熱の起源についてJ(平成6-8年度)の調査研究をおとなった。
地礁の熱の獲得と放出の過程をl目らかにし、熱源の地球における分布を精度よく般定する

ことを目的とする。巌終的には、 i由琢熱史に関するデータベースを構努し、 一般研究者に
関欣する。

phaselの終了後、市民への普及のための総演会と特別展を開催し、報告書などで広く公
開していく。

川 なにを調べたのか

1 マダマオーシャンを作る (合成実験)

マグマオーシャンを笑花的科学的に調べるために、再現してみる。データベースを活用

して、地球誕生の物思化学条件を限定する。データベースから推定した各極の初期物質と

初期条件で笑験をおとなう。実験結架から、地球誕生の条刊を限定し、地球形成のそデル
を形成する。

経過笑験装世の製作と予備実験をおとなっている(小出個人研究)。

2 ダイヤモンドを調べる (合成実験)

ダイヤモンドは、地球の一番深いところからきた物質で串る。ダイヤモンドから、 !JU:E
の地主主の深部の熱源元素の居場所を推定する。

経過 笑験と分析をおこなっている(山下個人研究)ρ

3. 今までわかっていることをまとめる (デーヲベースの稿築)

地球熱史をl切らかにするととは、地球の進化の全貌を解明することである。そのために

膨大に得在すると考えられる各稲データをまとめて整担する必要がある。

経過 各組のデータベ スの構築し、総論的報告をまとめる。

IV Phase 1の成果

地震波トモク ラフ ィーのCGの作成(平成8年度)
論文学会発表{進行中)

調査研究報告替の出版 (平成9年度)
特別展の開催(平成9年度)
シンポy;;1.ウム・普及諸演会の開催(平成9年度)

研究テーマ
伊豆 ・小笠原弧の研究(その 1)伊豆・小笠原弧北端部の研究(堆積盆の変遷)

良阻
神奈川県は、ユーラシアプレート‘ フィリピン海プレートの接点に位置し、狭い県土であ

りながら、その地質的な成り立ちは、地域によって大吉くことなり、変化に布んだ自然環
境を生んだ原因になっている。

そうした大地の成り立ちの過程を通して、神奈川の自然に対する正しい認識を深め、自
然と人間の今後の係わりあいを考える素材とする。

研究白盗
資料収集分析

前年度に引曹続宮、 丹沢足柄地域、大磯三浦地域の地層岩石の比較分析を行うために.

足柄地域と大E聖地域および相模情の岩石サンプルの収集を行い、ナノ化石とカリウムアル
コン法による年代の棚定を行った.

丹沢地I読と伊豆半島地雛の地質の総合検討をおこない、本州弧 (ユーラシアプレート)と

伊豆・小笠原弧(フィリピン海プレート)の衝突による地殺変動の過程を分析した.
文献資料を調査し、また野外において、箱根 ・伊豆地峻の地層、三浦・足柄地域の地層を

関査し.プレートの衝突に関連して生じた培積運動・火山活動が.神奈川の大地の形成に

果たした役割とその過程を解析した.
今後の計画
平成9年度
房総から丹沢までの範囲において伊豆弧の衝突による広い地域の彫響を総合的に調査し変

遷史をまとめる。 県内各地の地層岩石、火山岩層の比較検討をおこなう.

プレート衝突と火山活動による彪響が複雑に操り返されながら大地が形成されてきた歴史
と今後の方向についてまとめる.
平成10年度
結果反映調査報告書の出版
平成11年度

次の段階の研究へ進展。特別展 「伊豆・小笠原弧J開催

N.fE盆盤l
氏名

今永勇(代表)
平田大二

研山下浩之

究平田由紀子
組袴田和夫
織蟹江田t光
腹岡按太郎

有馬真

所属 ・職 役割分担

県立博物館 専門学芸員 j由貿構造の研究
県立博物館 主任学芸員地質層序の研究
県立博物闘 技師 第三紀深成岩の研究

県立温泉地学研究所 主任研究員火山地質の研究

大湧谷自然科学館 館長 第四紀周の研究
横須賀市立情物館 主任学芸民地質膚序の研究
海洋科学技術センヲー主幹 海洋地質の研究

積浜国立大学地質教室教授 深成岩火砕岩の研究
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総合研究

総合研究-3

総合研究

野生動物との共存の可能性を探る総合研究
広谷治子 山口佳秀

目的
野生動物と人附が共存するための方策を多方面から総合的に傑る.
情報の発信地 教育普及開11明としての博物館の特性を生かし 西湘地区での取り組みを
中心とした研究成果を公!日Iし 活用方法を検討する.

今年度の計画
研究組織づくり、i.Cl査体制づくりを中心におこなう.
I 基礎情報の収集・整理および情報発信のためのシステムづくりをおこなれ
2 教育プログラム作成の基礎資料として、来館者・関係大学学生へむけたアンケート
調査を実施する

今年度の戚果
l 情報収集をおこない、その成果の一部は、ガイドブックやミニ展示で公表した.

情報発信のためのシステムづくりの一環として、テレメトリー受信システムをつく
り稼動を開始させた.

地織での取り組みを強化するため、地主現でサJレ問題を考える勉強会を組絡し、活動
を開始した。

2 教育プログラムのための基礎情報を収集した.

3.当初の計画の一部見直しをしながら.野猿の郷整備事業との退院をはかる研究体制
を組織した.今後は 県を中心とした保寝管理事業実路のための土台っくりと研究
者サイドからの円ックアップをおこなう.
具体的には整備事業にともなう、調査項目の決定 調査の実行をおこない、 研
究者サイドからの保積管理プランを作成し 提案する.

4.全国ネッ トワークとの連続をはかるために、各地のニホンザルステイタスレポー ト
や調査研究体制をDB化して、ホームページ等で公開するための準備をおこなった.
南関東.東北が完成し、次は中部地方が作られる予定である.

グループ研究

グループ研究- 1 

グループ研究

大型哨乳類の保全に関する資料および情報の収集

神奈川県における大型哨乳類の分布の史的変遷および
形慾変化に関する研究その2

中村一恵.山口i圭秀司広谷浩子、大鳥光春

0平成8年度の研究計画は以下の通りであった.
l 近 現代および縄文 弥生期の分布に閲するデーナを収集するとともに.弥生。縄
文期の標本I収集をするめる.

2. で待られた資料のDBfヒをおこなう.

0今年度は以下のような作業が進行中で、成果が得られている.
l 縄文 弥生期の分布等の資料については.神祭川県内の貝滋の調査報告書リス |を
入手し この中でシカ等大型獣を扱った報告脊(主に、直良や金子のもの)をすべ
て子ェック した.文献を入手し次第、分布についてのデーすをまとめる.

2. l見生のものの僚沫収集と DBftをすすめた.

lE肉の干--9についず

自然保設センターおよび、県内の各行政センターや狩猟家の協力により、救護f聞や
有害鳥獣駆除個体 T刊用{団体の各部の計測と標本化が進められるようになった.
特に、救護i団体については、 1 99 1年から 96年までに収集された頭骨標本 (シ
カ86.!i..カモシカ6削也)が基礎デ-7 (生，~地.性・年齢 体重.体裕司零査定
の結果など)とともに。 博物館にうけいれられた.今後も 自然保護センターや日本
大学・日本獣医畜産大学 東京農工大学との連鋭により‘資料の収集と自 B化をおこ
なっていくことになった.
1理物館に受け入れられた頭骨標本は、いくつかの基本的項目について計測をして、
上記の基礎デーヲとの格闘を調べている.これにより、分析の鍵となるような計測項
目を決定したい.
これらに加え.t専物館に以前からある標本 {約20点)についても 基本的計測をお
こなってデーヲベーユにまとめつつある.

以上の一連の作業により、丹沢地域を中心とした県内の自然環境の変化がシカなど
の大型獣の形態 生態にどのような影響を与えたのかを明らかにして、 今後の保援管
理のための有効な示峻を得たい.

県-¥'(の干ータじっし，-<

県内産のイノシシと比較するために.園内では地理的に最も速い八重山諸島に生息
するリュウキユウイノシシを用いることにした.この地方からは約Z丘000年前のイノ
シシの化石が発見されており‘ しかも他の地域との交涜が少ないと考えたからである.
今年度は 西表島産リュウキユウイノシシを Z頭購入し 頭骨3、頭部.全身骨格
lを収集した.頭骨については計測を終えている.

グノレープ研究ー 2

相模湾産海洋生物の分類および生物地理学的研究

瀬能宏・佐藤武宏・中村 恵

【魚 類】ー魚類写真資料データベース(KPM-NR)に登録された

水中写真に基づく伊豆半島大瀬崎産魚類目録

大瀬崎は急深な駿河湾の湾奥部の東端に位置する小さな岬であり，世界屈指

のスキューパダイビングのメッカとして知られている。地理的にみて，ここの

魚類相を犯握することは1 相模湾の魚類相の特性を明らかにするうえで重要で

ある。本研究では1995年3月から1996年11月までの聞に， 博物館情報システム

(神奈川県立生命の星・地理1専物館)の魚類写真資料デー告ベース (KPM-NR)に
登録された大瀬崎の魚の水中写真2598件を用いて，生物地理学的研究の基礎資

料となる出現穫の目録化を銭みた。その結果，25自118科615種および若干の未

同定種が准認された。科別に出現種数をみると，ハゼ科の69種+α を愚高に，
ベラ科51種，ハ空科31穏，フサカサゴ科27穫，スズメヲイ科22種，ニザダイ科

18種，チョウチョウウオ科目種，ヨウジウオ科16種，テンジウダイ科16種，ウ

ツボ科14種，アジ科14穫. ヒメジ科14種，カワハギ科13種，イソギンポ料12種，

エソ科10短 j フグ科10穫と続く。また，以下の種類は，生物地理学的あるいは

分類学的に特に興味深いものである。

Gymnothorax bacalladoi Bohlke et Brito， 1987 (ウツボ科〉 大西洋

に分布の中心があり，インド洋および太平洋からは伊豆半島城ヶ

崎から記録されているにすぎない。

Apterichtus klazingai (Weber， 1913) (ウミへピ科) 日本から禾記録。

Sebastapistes galactacma Jenkins， 1903 (フサカサゴ科);日本から

来旨己録。

Apolemichthys xanthurus (Bennett， 1832) (キンチャクダイ科〉 日

本から未記録。ただし 1 人為的に放流されたか，船舶のパラス ト

告ンクにより運槌されたものと思われる。

チビヌメリ(ネズッポ科〉 伊豆諸島固有種と考えられていた。

キラキラ J、ゼ(ハゼ科ト原記載以来の再発見。

Gunnelfichthys curiosus Dawson， 196日〈オオメワラスポ科);日本

から未記録。

なお，今回の成果については「神奈川自然誌資料 No. IBJに投稿した。来

年度は同様な手法を用いて「熱海産魚類目録Jの完成を目指すとともに，r伊
豆大島産魚類目録」および「串本産魚類目録」の作成をスヲートさせる。

【軟体動物】

相模湾およひ(Sagami Bayをキ ワ ドとする文献翻査を行い，220件をリス

トアップした。そのろち47件については博物館情報システムのサブシステム中

の「文献検索Jに登録 ー公開した。
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[グループ研究]神奈川県の水棲昆虫相調査

高5是正敏苅部治紀

「科奈川県レッドデータ生物調査報告自」で明らかなように、県内の水位}昆虫類の衰退は著しい

ものがある。 ただL、この調査においては他に頬を見ないほど子算に恵まれす、その高い評価のウ
ラで、パックデータの乏しさに冷や汗をかいているのが正直なところである.それゆえ、高い関心

を寄せてくださっている県内外の要求に応えるためにも、現状のデータをできるだけ詳しく犯lii.し
ておくことが、当博物館の責任であると考える.当館の昆虫担当がj韮うことなく、神奈川県の水棲
昆虫相調査をグループ百汗究に位置づけたのは、こうした理由からである。

本年度0)目立った成果

1.キポシケシゲンゴロウが県央部でも発見された。

本種は、県内では三浦半島でのみ記録されていたが、相模川中琉域でも発見された問屋.1991)1 < 

来年度以降の研究計画

I アメンポ科半酒類

県内での調査を進めるとともに、平成9年度には県内での分布相をまとめ、神奈川自然誌資料に

投稿する子定である。

2 その他の水倭毘虫矧

県内での水棲半鐙類のうち、とく にミズムシ科相はほとんど未知の状態であり、各地でのサンプ

リングに務めたい。

7)(接甲虫頬はゲンゴロウ科をはじめとしてかなり分布相も明らかになってきたが、津久1悼4!!方や
相模川流域など調査不十分な地峨も見受けられるので、そうした地践を重点的に調査する干定であ

る。

グノレープ 研究 4 

神奈川県とその周辺地域の植物相，布直物群落の構造と起源、
に関する研究
研究代表者勝山珂1兇

研究組描

細管京他物 勝山間f見，木場英仏. 田中1:m!-\，日約秀9~> 県植物詑胸査会

ヨケ純物 :生出皆吉主，県担I物と きのこの会 3 ケ'1!I キノコ忠 生出智13!，県きのこの会

1 研究目的

神奈川県の純物相と植物11字塔を常にJ官新のデータで把促し絞吋 るーまた， 1刻@地域の植

物相，植物静誌を関べることによって，神京)11県の組物相Jや他物群結の特wや起源を明か
にする 雄官官点帖物，コケ術物，キノコ類，およびそれらの昨結合対象と し.当面1xの三

つの視点で研究を行なう

①「判『奈川 !!1i~.f直物誌 1988J の改訂，判s奈川県摘生誌の改訂，判a奈川県コケ版物誌の完
成， や1<高川県キノ ロ誌の完成

②フォ ッサマグナ地域の植物相と値物群落の把控

③プナ棺， とくに太平仲イJlIJ山地フeナ帯の他物相，姐物開法の4巴躍

2 今年度の成挑

"主管束組物については 昨年度までは「神奈川県樺物tt1988J発刊後の揃充調査を行な

ってきたが， 今年度より神高川県知物~2000 にむけて本格的な制査を抽め.来年度からは

抱合研究として行うこと とした。 別査は前回と同栴に市区町村を基本とし，分区したもの

を加えた I II メ ツ ンユ単位で行い， 各メッ シュに野生するみ;U~'i!束艇物の種類をすべて調べ
る。各メッシュ恥低1デ』タを宮E僻する.ただし，分布図は国土基本メッユ/ユの 3次メツ

シ斗白精度で表示寸ることにした.そのために謀本の採集拠出データには 3次メッシュコー

lどをつIjる必裏があるω 前回の刷物誌で集めら札たも千本とその後の補充制査で集められた

も宗本 1点 i点のデータとその採集地の 3/1:メ ッ;ンュコー lごは，す でにコンピュータのデー

タベースに盟主婦されている。各メ ッシュ担当者にはこれまでの採集掠本リストが配布した.

新Lc、産地につい Cは日拠となる燃本を作成 l..，前田町制査で探木が保持δれている産地

については，再臨認メモを作成することになった。地域のセンターには県立生命白星 ー地

時間物館，平塚市博物館椴m'賀市自然博物館の他に，蛸浜市こども植物園，川崎市青少、
年科学館、相模原市博物館，厚木市博物館申{桁室が容加し班物誌側査会の会員も約 250

4自にi自えた.センターとなるIW物館の関本受入やデータ入力の体制も整いつつある。

コウ 植物やキノ コ額については昨年に引き続き ， 基r~'tit~本資料の収業を行なっ た，

3 今後の1m望

当研究の維管東他物の部分は来年度からは神奈川県植物誌 2000計画として総合研究と

して行九平成9年から平成 II年までの3年間にデータ収集を行し¥ 平成 12年度買に神

奈川l阿佐物t~ 2000として刊行する予定。最大のRm.凶は印刷費の捻出と考えられる。他は今
年度で応終了させたし、。

グループ研究
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丹沢山地のスズタケ枯れ

新井田 秀一勝山 観男・田中徳久

[起旨]

ここ 10年ぐらい前から、丹沢山地、特に 棺洞丸 から丹沢山にかけての山頂

付近のエリアでは、 プナが枯れている のが目立ってきている。さらに、近年、

林床に生育するスズヲケについても 枯れる のが目立つようになってきた. この

スズタケは土援が乾燥するのを防き¥ さらに冬 期の ンカの 餌にもな っている.

神奈川県立生命の阜 地球博物館 では地 球観測衛星 LANDSAT/MSS

TMのデ ータを 用いて、その林床の 状態を調べ る ことが できる か検 証を始めた。

[内容 ]

本年度は、衛星画像 を使用 Lて土地利用分類 を行 った.土地利用は、 雲、海、

湖水、溶岩、砂、市街地、 農地 (畑 田)、ゴル フ場、スギ ・ヒノキなどの常

緑針葉樹、ブナなどの落葉広諜 樹、 クスなどの 常緑広葉樹、混交林、ス Zキな

どの草地、 とい った 13項 目に分野1す る.今 回は 11月司句 のデータを用いた。

この時期は、組生の分類に 適 Lているといわ れ る.

[現状&将来構想 ]

スギ ヒノキなどの常緑針葉樹時と判別されたエリアには、おそら くモミ、

ツガなども古まれていると思われる。つまり、天然林と植林との区別が、今回

はできていない。 また、混交林とされたエリアについても、罫 1措j聞な どが古ま

れていると忠われる.分額町制度を向上させていきたいと思う。今年の研究に

よ って、 森林と 草 地の分 離が できることが分か った。 今後は林床の変化を追跡

L ていく予定である. なお今年の成果については、~史博物館が中止となって

準 備 Lている ホームペー ジにて公 開子定である。
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神奈川の大地の生い立ちを探る
(神奈川 の地球誌編纂.pa仕 1)

平田大ニ松島第章・今永 勇・小出良幸

新井田秀一・ 樽 創・大島光春・山下浩之

1.何をやろう としているのか

グル ープ研究-6

神奈川県やその周辺地域(例えば南関東、伊豆半島、伊豆諸島など)を対象にして、

地球科学分野 (地形 地質岩石古生物 ，毎i羊・気象等)に関司る項目を網緒的に選定
し，それぞれの項目についての文字情報および画像情報を取り込んだ、アップ ・7ー ・デ

トな地球誌デ 空ベースを構築する。

さらに、その地球詑データベースが、インヲ ネットなと最新の情報伝達手段を用いて

広〈一般に公開され、研究のみならず学校教育平生涯学習などの場面においても活用でき

るシステムの構築を目指す。

2. なぜ、 この研究が必要か

博物館が研究活動や学習支援の拠点としての機能を十二分に果たすためには、博物館の

所有する様々な資料平、学芸員が博物館活動の中で習得した貴重な知識を、体系だった情

報として迅速に提供、提示することが不可欠である。そこで本研究では、博物館や学芸員

がもっ情報や資料を体系的に整理して、多様なニーズに対応可能なデ一台ベースの構築を

目的としたところが特色である。しかも、博物館利用者だけでなく学校教育や 般の生涯

学習の市民が、パソコン通信やインヲ ネ y トを利用して外部から直接アクセスでき、か

っデータベース製作者側と利用者側の相方向の情報交挽や、利用者同士の交流により、ア

ップツーデートのデータベ スを構築することができる。

3. さて、その内容は

1 )文献デ一世ベースの構築

対象地域の地球科学分野 (例え1;(地形、地質、古生物、地震、大気、気象、海洋、

河川、地下水など)に関する文献情報を収集し、キーワー ドを設けて犠々な角度ヵ、ら

検索できる文献資料デ タベ スを摘築する。可能な限り文献資料の収集に努める。

既存データベースの活用 (例えば 地質調査所GEOLlSなど)

・文献、図響、地図類の収集

2 )用語デ一世ベースの構築

各分野の固有名称や専問用語なとの項目インデウスを作成し、それぞれの解説が文

字情報や画像情報により提供できる用語データベースを4荷築する。百T苗Eな'Hり岳用語
に対応する写真、画像の収集に努め、画像データベースの構築も図る。

-地形名、地層名、 岩石名、鉱物名、化石名、地質現象名なと。

・各用語に対応する写真類の収集→写真デーヲベース

3 )資料所者Eデータベースの柄築

各分野に関連した資料類 (実物、写真、画像、文献など)の所在に関するデーヲベ

スを構築する。県立博物館の資料デ タベースとのリンウ平、他博物館や関係機関

の資料デ一世ベースとのリン?を積健的に図り 、情報の一元化を進める。
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神奈川県内におけるエアロソルの観測と分析

エアロゾルの収集方法と問題点

新井田秀一山下浩之ー

95年度に引き続主、 1事物館3F実習笑験室外側テラスにて、ハイボリュームエアサンプ
ラー(大容量大気浮遊物質収集装置)を用いた大気浮遊物質 (エアロゾル)の収集を行っ
た。しかし、ハイボリュームヱアサンプラーの故障とその修理のため.実際にサンプリン
グが行えたのは、 1-7月までの4ヶ月間だけであった.本プロジェク lの開始が一昨年
のB月のため、現段階ではl年分のデータしか取ることができず、当初のE的で畠るJ地
域差Jおよび、 「年変化jを観測することはできなかった。
本年は、当初の目的を達成することができなかった。しかし、今年度新規導入の走資型

旬子顕微鏡 (SEM) に よるエアロゾルのI~察を行うことができた。 本発表では、その観察
結果と、結身さから考えられるエアロゾルの収集の問題点、につH て述べる。

走査型電子顕微鏡(SEM)によって観察されたエアロソJレ
。花粉 (積類は様々 現在同定不可) プラ yクカーボン
・海晦粒子 (NaCJ) 硫般カルシウム (Ca501)

宇宙 雌.e.t.c. 

走査型電子顕微鏡(SEM)観察でわかったハイボリューム工アサンプラーの問題点
11M!泊連統でエアロゾルを収集すると、最後の方はあまりに多訟のエアロゾル別収集さ
れ、空気の吸い込みの能率が悪くなること。

1週間分のエアロゾルがプイ Jレターに{寸沼すると、層状もしくは沈状になり.後で分析
しにくくなるとと.

・さらに、居状に付着した何在Itmかのエアロゾルが、 化学反応を起こし、別の粒子に変化
する可能性があること.

化石を利用した博物館による

学校教育の支援システム開発とローンキッ トの製作

古生物グループ 樽創大島光春

本グJレープ研究は，昨年，学校教育の支媛システム開発の観点から，教科

書で扱われている古生物について検討を行った。その中で，学名の不統一，

進化の学説の不統一，復元図の談り，など多くの問題点があることに気づい

た。しかし本研究のテーマは，学校教育の支援システム開発にあり，教科書

の問題点指摘するためのものではない。本年度は，具体的なローンキットの

原集の検討，および，学校現場でのニーズを考え，アンケー トを行った。

ローンキット :人類の進化

-多くの教科書で扱われている。また，地学分野だけでなく生物分野の中で

も扱われている。

人間に闘する話題のため，関心を引きやすい。また，進化だけにとらわれ

ず，いろいろな方面に話を広げられる。

-学説に左右されにくい(大きな変化がない) 0 

.既存館蔵資料が活用でき る。

教科書の調査

白人類の進化を取り扱っている数羽告は，地学3社，生物2f.土である。
・人類の進化の中でふれている話題は，最古の人数の年代 発見地.1Jì~の容

積，歩行姿勢，道具・火の利用，など

い
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今後の言|直]

来年度の計画は，人類の進化のローンキットを製作した場合の活用性の調

査。ローンキット，マニュ7)レの作成である。
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研究課題: r五感を通した自然認識の方法論と

その博物館の普及活動における効果的な展開に関する研究J

研野村.新作致、奥野1E代子、勝山輝夫、締官宏、田中徳次、 苅部治紀

山下浩之

研措十函人々の自慌璃の瑚犬とそのニーズを把援するとともに、野外講座に

おけるより効果的なマニュアルを開発する。

研究方法.博物館が主催する『身近な自然発見識座Jを中心に、観察会参加者の

行動を観察してその動機について面接調査を実施する。さらに、同ー

の対象物について複数の解説法を試み、講師の説明に事1する参加者の

反応を分析し、理解度の違いを探る。

経 過講師か一方的に説明言るだけの方法より対話形式が、ただ見るだけよ

りは参加者自らに採集(希少植物や鳥類は除く〉させたほうが、理解

度か深い。さらに、 実物を用いた分類チャートや細部の拡大図等を用

意しておくと、 より理解が進む傾向カ湿E著に認められた。これらの事

を踏まえて、野外観察会用マニュアルを整備していく。なお、この研

究は本年度で終了する。
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91.03.13-14 

日本の近・現代における7シカ科動物の5}楠元I~関する研究
~ニホンアシカの生息状況その過去と現在~

中村庖

ニホンアシカ祉回並!!!旦日並旦生盟主 主並恒旦里 (Peters，1866)はおそら〈は絶滋
しτいるとされ‘ {刷，11.1980、また環境尿T扇面1)によって絶滅積と判定されてい
る.環境庁の f絶滅の基申」は『過去50年以上信頼できる生息情報が得られていない
ものJとしている.ニホンアシカはこの20年1聞の信頼できる生品情報がある{伊薩・
中村.1994;伊藤 島崎， 1995)ことからー上記の環境庁の暴車には合致しない.そこで
、日本とその照辺漉域における二ホンアシカの最近10 0年IIlJおよび50年間の分布記
録を聾理した.その結果について発表する.

本研究の成果の一部については、 『ニホンアシカの分布ーその過去と現状 」と題し
て、 96部酎類に倒する困臨シンポジユウム一節時代における研究開現拭 鴨川シーワ
ルド/国際海洋生物研究所(千葉・鴨川.96.2.)においτ発表し、同liIf究所発行の研
究報告No.7に掲鞍される(印刷中).今回の発表会においては、それらの結果に基づ
き、ニホンアシカ政退を3期に分けて考察した結果を報告する.

結果

ニホンアシカの生息状況の推移は以下町3却lに分けられる.

ステージ 生息状況 推移0)聾因
第 I期 :11叶8世紀 記揖は全国的に分布 繁殖地における捕護泊停

甑業における人との競合
第sJVl:1ト19世紀 太平洋側沿岸峻から消滅 繁殖地における捕頚・害猷

としての駆除
第111期 20世紀(1950'，-)分布記録は日本海に限定 生息妨由・海洋汚決・生態

(図1) 長Q)破趨

... ・3

図l.B主近ニホンアンカ 100年間および50年間{矢印)の分布記録

個別研究ー 2

個人 研究謀題 1 モグラ類(アズマモグラとコウベモグラ)の分布調査

一特に箱恨を中心とした接み分けについてー

山口佳秀

研究目的.小型略乳類、特にモグラ鎖のように地下生活する動物にとって火山田噴火でで

きた溶岩流や、岩石地~;}は、新しく漉来した種白前進を阻止 L、また、古く夜来した種目

絶滅を防ぐなど、 分布に重大な影響を及ぼす。

アズマモグラとコウヘモグラは箱恨山を境界に西側には、コウベモグうが広〈分布L、

四国・中国・九州にまで広がっている。反対に東側はアズマモグラが分布する地域で関東

地方一帯より青森県にまで及んでいる。

箱桜山北踏の駿河小山、山北聞と南鹿田真箇岬の岩石地~';f は、原始的なアズマモグラを

駆逐しながら西から東へ分布鉱大してきたコウベモグラとの髄合地域として有名である。

近年、 箱根山地のゴルフ場等の開発にともなうコウベモグラ、アズマモグラ白分布白諸

相について解明する。

8年度調査結果

・コモダラ 2個体 19961 31久野 広谷取得

1996 8 30金時神社新井取得

-箱根東側を中心に、Jjiで行動できる範聞を中心にモグラの坑道を調査し、石膏を使い卜

ンネJレの型を探取した。

これまで白調査では、東側からコウベモグラ白生息は確認していない。

9年度は、箱綬西側白沢地川、境川、入田川、泉川、 i保良川など沢ぞいを踏査Lながら、

モグラ白坑道調査を笑施したい。

調査終了時には、自然総資料に報告すると共に、 トンネルの石膏、標本などを用いて、科

学の最新コーナ にて展示を考えている。

個 別研究

個別研究 3 

研究探題・神奈川県およひ'その周辺地岐における両生 ・陀虫類の分布tki!t調査
新労〉ー政

研究ai画・神奈川県授における両生 ・腿虫類の分布と生副知兄を調査し、その成
果を基に環境評価指針の基礎データを求める。

事院方法文献ならびに標本の所在調峰を実施し、過去の分布データを集積する

ととともに、繁磁朝、カエ11績 の鳴き声によって分布の現況を明らか

にする。3ヵ年計画の2年目。

途中筋畠 7年度は県東部封搬、 8年度は県央部地岐を中心に調査を実施した。

岡地域とも平地部での両生類の減少か著しく、アマガエル以外の無尾

両生類の生息は1談主的な状況にある。

この調査結果を基にしたジャンポプッデ展示の展示替えを、平成10 

年度に予定している。

個別研究-4

[個別研究]オピハナノミ属甲虫の系統一アジアにおけるハリオオピハナノ ミとその近縁

種群の分額学的研究ー

高桑正敏

ハリオオピハナノミ(ハナノミ科オピハナノ ミ属甲虫)のグループは、オピハナノミ属

にあって、弱い鋸歯状の長い触角、非常に幅広い二等辺三角形状の小あごひげ末端節、長

くて先端が多少とも尖る尾節板、細長〈しかも単純な形をした古交尾器側業片などの際だ

った特徴を備えていることで、アジアの同属の他のグループからは容易に区別され、単系

統の種群であることをうかがわせる。 インドから日本、ニューギニアにかけての熱帯と亜

熱帯に広〈分布し、現在までに次の7種 1亜種の分類単位が認められている。

GlipamalaccanaPic. J9JI (伊豆諸島、沖縄島以北の琉球、中国、台湾、インドンナ、

マレ一半島)

Glipa malaccana gracilis (Chujo). 196~ (タイ)

GI ipa ishigakiana Kono. 1932 (八重山諸島、紅頭瞬、フィリピン、タイ)

GI ipa griseopubens (Franciscolo. 1952) (ニューギニア)

Glipa australis (Franciscolo. 1952) (ニューギニア)

GI i pa azumai Nakane. 1950 (大隅諸島)

G I i pa kurosawai Takaku.a. 1985 (小笠原)

GI ipa nipponica Nornu問。 1957(沖縄島以北の琉球、五島列島)

しかし、各地のこのグループの標本を多数検してみると、なお20種以上の未記載種が認

められる。また、このグループは田laccanaや ishigakianaなどの系統群、 azumaIや

kurosa四 iの系統群、 ntpponlcaの系統群に大きく 3分割されること、最初の系統群は広
域に分布して各種を含むこと、後2者の系統群はこのグループの分布域の辺縁部などに少

数が遺存的に分布しているらしいことが分かつた。
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個別研究

社会的ネットワークをもとにした
霊長類社会の変異の解析2

広谷浩子

目的
原獄から類人猿 ヒトまでの36種を対象にして‘社会性を定量的にあらわすため
の指散の倹討をおこなう.そしてこのような指数と、形態的 。生管的変数との相関

を調べることにより、社会進化の要因を解明する.

研究のプロセスは以下の通りである.
指数の決定について
鍵となる行動をグルーミングに決める

指数の算出
特によくグルーミングする相手を抽出する

4 
比較する指数の決定 (Av官事No.of Partners. Network. 盟国.GτoupSize) 

↓ 

種を代表する1直の決定

種間比較 vS. 形態的特徴(脳の大きさ.大脳新皮質の発達程度.
性的二型など}

今年度の計画
これまで.問題の多かった指数の算出プロセスについて、重点的に検討、再分析する.

今年艇の成巣
指数算出のプロセスについて、新しい分析をいくつかおこなって.ある程度の解決をみ

た.現在.論文を投稿準備中である.
社会関係に関わる性差についても検討した結果、クリアな結果を得た.

今後の課題
ANPやNe同 or1<田e以外の僧数の検討を始めたので、これを解決させる.

個別研究-6

ボラ科魚類の系統分類学的研究

ーボラ科メナダ属ヒルギメナダ(新称)の再記載一

瀬能宏

Chelon melinopterus (Valenciennes， 1836)を再記載する。本穏は以下の特徴

によりメナダ属の他穫から区別される。主上顎骨後方部が鈎状に屈曲し，後端

lま閉口時に露出する。第2脊椎骨後方の神経関節突起は非常に組長<，先端の

少し手前でやや下方へ湾幽し，先端は鈍<，第3神経締の後縁をはるかに超え

る。第3前背信骨と線状背鰭の第1担銭骨は第6. 7，第7・8脊縫骨間にそ

れぞれ挿入される。体は弱い締鋭に被われ。背館前方鱗の溝は不分妓である。

問の幽門部の筋肉はよく発達しs 幽門霊は不分校で，その数l立5である。上唇

は肥厚せずl 角質の突起や隆起はなく，前下線に単尖頭の 1次歯を備える。III
院は痕跡的である。背中線上に隆起縁を欠〈。縦列鱗数iま26-29(大部分が27

-28).偲幸司E数は36-40+45-59=81---990 胸錯の基底部は一棟に銀色で特徴

的な斑紋や黒色素胞の集合がない。Ellochelonluciae Penrilh el Penrith， 1967 

1ま本経の新参同物異名である。本種はインド一太平洋縫に分布するが，紅海か

らアラビア海を経てシャム湾に至る大陸沿岸からの記録はない。なお，日本l立

分布の北限となり，主な生息塙所がマングロ ブの発達する河川汽水綬である

ことにちなみ!新和名ヒJレギメナゲを提唱する。

本研究は神奈川県立1専物館研究報告(自然)， NO. 26に投稿した。来年度は

メナザ属のアンピンポラ Chelon5ubvindis (Valenciennes， 1836)の分頚学的諮

問題について倹討を行いたい。

ヒルギメナ'fChefon melinopterus， URM-P 15日32，145.2 mm  SL.西表島産

個別研究

ミナミ ヤ ン7科の分類学的研究

ーフィリピン群島での磁分化についてー

個別研究ー 7

苅自1l治紀
はじめに

巻貝の殻の機能形態に関する研究

(動物クループ・佐藤武宏)

個別研究 8 

フィリピン群ぬからのミ ナミヤンマの記録I立、これまで Chlorogomphusdyakがミ ン 11 巻貝の般に見られる縦肋 (vari田 s)平林 (spine司、外唇の肥厚といった装飾は、と
ダナオ島から、 ChJorogomphusspJendidusがJレソン鴎から記録されているだけで品った。11れまでにも多くの研究者によって、殻を磁波する (duropbagous)タイプのtl1i食に対
演者は近年、フィリ ジピン群島でのミナミヤンマの笑態に興味を持ち.研究を進めτぃ11する防衛!の縄能を持つと考えられてきた. しかし、その仮説はこれまで、殻の形態
たが、幸い国内外の研究者からフィリ ッピン各地の島の多数の標本の提供を受けることが 11の相対的な「強さJr弱さ」を比較することによっていた。本研究では、その殺の
できた。研究の結果以下のような事実が明らかに立ったので、中間報告として報告する. 1 1 r強度」を定銭的に比較し、装飾の持つ機飽的な主主昧を解析することを目的として

1. 7ィリッピンに生息するミナミヤンマは、全てボルネオ品をタイプロカリティーと
する Chtorogomphusdyakと同ーの種群に属しており、過去に北ポルネオからパラワン

を通り.陸伝いに分布を広げていったものと考えられるe

2 今回検討できたのは、パラワン，ミンドロ パナイ・ミンダナオ ルソンなどの烏々
であったが、すでに Chlorogomphussplendidusとして記載されているんソンのものをの
ぞいて、それぞれの島のものが独立租かつ新砲であった。

3 過去にミンダナオ島から記録されているChlorogomphusdyakは、おそらくボルネ
オ島の Chlorogomphusdyakの犠本を見たととがなかったためにおかした誤りと考えら
オ1る。

4 長らく正休不明の扱いを受けていた ChJorogomphussplendidusは、タイ プを見るこ
とはできなかったが、ライデン博物館所蔵の同組と考えられるんソン均産のメスの様本を

検討することが出来た。その結果本額も明らかに Chlorogo皿phusdyakと同ーの種群に
属する独立極で晶ることが明らかになった。

今後、ルソン島からの Chlorogomphussplendidusのオス原本の入手を待って足終的な
まとめを行い‘論文として発表する予定て'品る.
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いる。

これまでの経蹄

これまで.巻貝の般の強度を定温的にJ;t較する手法を開発するために、キサコーを

試料として、ロードセルを悶いて予察的な笑験を行ってきた。その結果、キサゴの

殻強度(P)と般の直径 (d)との悶に p0:; d ̂  a (1<a<3)なる関係を得たa これは‘キ

サゴにとって大きく成長するととが dUTopl、ago¥.lSな捕食に対して有利であると同時

に、 duropbagousな嫡食形式を持つ捕食者にとって、被食者が大きく成長すればす

るほど、捕食効率が上がるという(ある意味で共利共生的な共進化系の)現象の可

能性を示唆する。

本年度の研究の進捗状況

本年度は特に肋の持つ機能とその統計学的な処埋に注目をした。これまで、殻の

直径とw;主計五Eの関係については、それぞれを RMA法によって回帰し.統制的な処
理を行う ことによって比較を してきたが、 E力の形態、オリエンテーシヲンと、その

部位における奴強甘立の変異を考察す るときにはこれまでの手法を単純に適応するこ

とができなL、。なぜならば、RMA 法をはじめとするバイオ〆トリカルな回帰の幸

〈は成長を連続的な現議と仮定しているが、肋を形成するような成長椋式は、必ず

しも連続的な成長とはかぎらないからである。

この研究の発展と展望

この不連続成長システムと先生の機能形態との関係を分析守るためには 2つの呉な

るアプロ チが考えられる。一つは成長椋式を力Jレシウムの洗若抵でノーマライズ

するととであり、もう一つは、回仰の方法の検討で晶る。

カルシウムの沈着品、すなわち生理学的なアクティピティ ーは成長の過程におい

て、一定品るいは述統的に変化するであろうから、ある時間における般の生成量を

測定するごとによって、 殻強度の時間的変異を見積もることができる。 これは、殻

は生物の活動による生成物であるという考え方に立つものである。

もう一つの方法は、これまでの回帰法に代わる統計的処理法の導入である。これ

は、殺は生物のからだを守るヨロイであるという考え方に立つものである。

今回の報告では、それぞれの考え方とそれらの持つ問題 占について報告するとと

もに、今後どのような方針で研究を進めていくかについてコメン lしたいa
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研究テーマ

日本産訴苗矧の分布と生態的研究(J南関東地方)

一 束丹沢町朽木上のコケ

生出 智哉(専門学芸員)

l 研究目的

太平伴側に生育する醇苔煩の分布と群蕗及び生態的特質を明らかにする。

当面，朽木上群落を対象とし下記の項目で研究を行う。

(1)平地 低山地 山地と際高別に，朽木上に着生する蘇苔類の秘劃l成を明らかにする.

(2)倒木の状態(腐れの程度，木材を腐朽する商類の種類との凶係)に着目L..蕗苔類の程

組成のi企いを継続調査を行うことで把控する.

(3)倒木上・朽木上に生育する種には，近畿地方から南関東地方を分布の南限とするもの数

種が知られている。これらの種の当県における分布を把握する。

2 今年度の成果

昨年度までは，丹沢山地の東側 (堂平)と西側 (檎洞丸山健)に生育する地上生辞苔(!iの

子術調査を行ってきたが，今年度より，朽木上群落を対事とLて本格的に継続制査を始的た。

調査地戚は白夜丹沢堂平(標高800-1， 100m)で主にして行った。

朽木種は，コケのなかでも比較的小形で，しかも胞子体を形成する種がうレな<.大部分は

標本を採取し，室内作業として検鏡し極の決定を行った。

その結果，堂平(プナ林下と一部スギ摘栽林下)の倒木上，朽木上で.if類12種 I苔新

6極!ツノゴケ類 確認されず;合計18揺の標本を得た(樹幹着生極は除去) 0 

111幹若生穂は 着生基物(プナやミズナラなど)が倒れた後であっても.2-3年(推定)
は，倒れた状態の樹皮而で生育(プナ。胸高直後90co)することが明らかになった.

ブナの倒木上で.カワラタケ，スエヒロタケ壱確認し，材は白腐れであった。

3 今後の研究課題

l 倒木後の年数を決定Lて別査をはじめる (或いは推定) 0 
控t幹着生種の消滋を明らかにし，新たに発生した倒1・行木穫を継続調査し，種組成と

生態的な骨析を行う。

2 倒林帯(海抜高度)別に調査を行いI 倒木・朽木績の特質を把樫する.

3 近畿地方から南関東地方を分布の南践とする キイウリゴケ平イポマツバゴケなどが知

られているが，これらの発見に努め，関連地域との分布を明らかにする.
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カヤツリグサ科スゲ府zのうちホンモンジスゲ類は地方種が多く記載されてお

り， しかもどれもよく似ているために分類の難しし、グループとされている。今

年度はホンモンジスゲ類のうち来日本に分布の中心のあるゴンゲンスゲの仲間

について分類学的な検討を行なった。ゴングンスゲ CarexsachaJinensis 

Fr.Schmt.はストロンを出し.果胞がほとんど無毛で，小穂の柄が長く砲の1長

身が短いことにより，他のホンモンジスグ類から区別される。また，*胞の鳴

が短いものをゴングンスグ val'.sachalinensisとし資が長いものがミヤ7 ア

オスゲ var.longiusculaとされている。

これまでゴンゲンスゲは本州産のものと北海道やサハリン産のものとが混同

され， 両者をあわせて C.sachaJinen剖sFr.Schmt.とされてきた COhwi，1936;

Akiya田氏 1955;Koyama， 1961)。しかし，最近，北海道やサハリンのものと，

本州中部や関東のものとは形態的にかなり異なることが指摘され，北海道やサ

ハリンのものが本来の C.sachalinensisで，本州のものは後にゴングンスゲの

変種として記載されたコイトスゲ C.sachaJinensis var. iwaki阻 aOhwiとす

る説が有力になっている。しかし，最近，パリ 自然史時物館にある C

pseudoconica Franch. et Sav の TYPE標 本を見る機会があり ， C 

pseudoconicaが本州産のゴンゲンスゲすなわちコイトスゲと閉じものと判明

した， したがって本州産の ゴングンスゲの学名は早く発表された C

pseudoconicaとなる。

C. pseudoconicaを独立種とするかC.sachaliJl回目sの変穏とするかはまだ

結論が出ていない。今後，果胞1 来実，~などの表面の電子顕微鏡観察などを
行い，結論を出したいと考えている。

個別研究
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日本およびその周辺地減(日華区おのイネ科植物の分類学的研究

オ場邦人

染色体例悲劇ヒi調萱分化同飯野J重要なできごとである。植物で問票高が上が

るに-:m.て、倍数レ列l-1.J~上7)まるという報告がある。 ネパールを含むヒマラヤ地

域指峻捌彬ため、拠由聞に標高I倒)m未満州島、靭王からoC削皿を越すー

高山帯までザð~海部首され寸駒田一るので、この慌見を検証するにl誠事長干のフィー/レ

ドである。 しかし、この地域では染色体わ諒箇:か不足してドるの料献である。

ヒマラヤ地勢のイ糊植物の染色{枇 Mebraand Stmder(I969)や地hl'a

and Shanna(l97めなどにより 1960-70年代にインド産の植物を掛端こして調べ

られて以来、広施には静〈られホハなしLまた、 彼 らの報告はそれぞれの頓につ

いて、 lまたは少数制固体め虫主色付激しカ教えておらず、種内音書士性を調べるこ

とを意図したものとf;j:，1曹、えな:"'0

そこで、本研究では 1995年と 1996年』こ科学方形讃祁勘金lこよるネーノ〈パ値

槻程i3lまじ参加した劇場築した柑斗をもとに、イ特斗の各種につして、倍聖女性

と種5J'fヒを検官すj一るための基礎資料となる染色体数のデータを蓄積することを意

図して、できる限り多数の個体の染色体を観察した

その結果12属の 31種 103イ留物染色体が制汝できた。そのうち、αヰ柏山刀

凶目白C四 1Bor，島yeu血 m'vjcoJaH∞kf.， D pulcheUa (Gri担b.)H∞kf.， R閣

d四 10raeBor， P himaJaym国 N略目Steud，1宅戸ヨophagol71mBor， SI匂沼

mong企oli田町工=ex Trin.， S roylei肘ees)Mez， S si.bilica CL.) Lamの9秘主

染色体数の初託虫歪である。
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近縁な植物種の種生態学的研究(植物社会学的手法による解析) 1 

ムクノキーエノキ群集とコクサギーケヤキ群集について

回中徳久

はじめに
木テーマによる個別研究について、平成B年度は、平成7年度とほぼ同級、①現

地野外関査(神奈川県内・ 県外)、②文献資料翻査、③資料整理プログラムの作成

の 3つの部分について実施予定であった。そのうち、③については実際上の成果は
得られなかったが、①およひ・②についての状況を報告する。

平liJt8年度の野外における植生制査の実施状況
平成8年度は以下のような制査地で植生翻査を実施した。これらについて、その

すべてが木研究のための資料とは言い難いのは前年度同線であるが、神奈川県内お
よびその周辺域の継物社会学的な調査資料として集積していくべきものではある。

)11崎市川崎区幸区
厚木市相棋川河川政およびその周辺
綾瀬市

小田j尻市弓恨の俺周辺
小田原市入生悶j司辺
箱松町温湯

箱恨町浅間山

118 !也点
23 I也，托
9地点
5 J也点

22地点
2地』点、
2地点

ムクノキーエノキ群集とコクザギ ケヤキ群集について
以前得た.flll生制査資料および文献資料の籾査により、ムクノキーエノキ群集とコ

ず!I'ギーケヤキ1拝集について、f，宇w，の位置づけについての問題点と県内での分布を

調査する必要性が重要であることが明らかになったので報告する。
宮脇らは、ムクノキ エノキ群集はエノキ、ムクノキを標徴種とし、キチジョウ
ソウ、カテンソウを区分布Eとするヤプツパキクラユ域の夏緑広葉樹河畔林で、コク
サギーケヤキ群集はセントウ Y ウ、エリン Y ウ、イチリンソウなどの種i洋を t~徴

稀 ・区分極とするヤプツパキpラス域上部からプナクラス波の湿生林であるとして
いる。 しかし、大和市で記録したムクノキ エノキ群集としてまとめた植牛羽衣資
料は、プナクラス峨を分布の中心とする種併を多く含んでおり、阿f，宇集と もプづク

ラスの植生単位としている大場の見解を支持するものであった。また、両群集は県
内の1可)11に沿って比較的低梅抜のヤプツバキテラス械からも記録されており、プナ
クラスJlIlを分布の中心とする稲i洋とともに、プナクラスi戒の続物群落および摘物積
の降下現象として興味深い。
今後、さらに資料を収集し、県内および周辺地域における分布別査を実施し、詳

細な検討を行う予定である。

来年度の計画
本テーマによる個人研究は、中途ではあるが本年度において終了し、来年度より、
神奈川県およびその周辺地主主の純物群絡について植物社会学的資料の収集と、その

成り立ち、起源を明らかにする研究に拍手する予定である。



個別研究

個別研究ー 13 

相模湾を中心とする南関東絃由主席三系・第四系の貝化石調査

一特に1500年前の沿岸環績に注目して

松島義~

1万年前から始まった完新世は、地Eま温峻化にともなう画面上昇で特徴づけられる.特

に9000年前から60叩年前にかけて田急融江栂面上昇は、縄文梅進と呼ばれている.さらに

6500-5500年前田高梅田聞は温哩な国墳にあ勺た.こ申時期由三甜半島西岸や民組問姐で

は、タ イワ ンシラ トリガイ、ヵモノアシガキ、チ リメンユキガイなど白剤帯唖が卦布し、

温唖化を表現している.これら田留は裂在白間関東よ り水温が明らかに高い、仲蝿あるい

は台間以南町抽帯岨で生息している.このように貝化石の産地より、高水量申場所に生息

Lている種を、化石室出地にお17る温睡種と呼ぷ.

陶閏班恒温i極圏は、輔自出現と消極時期目遣いから 2つ四グループに分かれる.1グル

ープはハイガイ、 シオヤガイ、コゲツノプエなどで、柏9500-8700年前に出現L、的5000

年前から包に聾を聞すか、 分布が限られてしまう彊抽結置である.2グル プはタイワ ン

シラ トリガイ、カモノアシガキ、チリメンユキガイなどで、拍6500年前から駒4200年前申

短則聞に見られた融祐唖である.熱帯磁群が南九州に出現Lた申は釣7500年前であり、南

関東では約1000年遅れて拍6500年間より分布し、約5500年前にかけ繁探する。本酒群は晶

子以北にまで分布埴を証げるこ とはむ〈、 約4000年前には南関車から消える.1グループ

白1IE酷帯植畔は、西南8本以聞に分布の申心がある粗から摘凪される。 ハイガイ に蛇点を

銭る と、 本稲は南関東では約9500-8700年前に、仙台南では約790U-7600年前に出現して

いる.こ目的76凹年前にはヒナガイやオオモモノハナガイ申豆熱帯種も、三陸南部まで進

出している.こ白拍7500年前はかはり也唖化が温んだことを示す。ハイガイが三睦南部ま

で到連Lたのは、量れて約4500年前で、 縄文中期由民ほから卦った.北梅道へ進出Lた温

唖砲は、本州拍岸に分布白中心をもっハマグリ宇ウネナシ トマヤガイ江どで、拍75凹年前

には函館と石狩低地に出現Lた.さらに北上した泊措置群は.宗谷梅棋を適勺てオホーツ

ク栴から占首班へと進入した.そ由時期は東へ行〈ほど連れてをIH邑では的7200年前.刷路で

は6900年前となる.司諸種は釧聞では約5300年&1まで分布したが、それ以降は見られず五い.

拙筆では約54凹年前まで生息していたが、約52四年前には南極するー道東に右廿る温唖橿

は 晦進最盛期iHに進入Lてきて繁栄したが、最盛期末には早〈も消極Lた。

以上回暗証系薗の分布から、 a本列島抽出国同文福地に伴う酒埴変量を控る と、 拍7500
年前に同格稲が南九州へ、盟舶帯種が三臨海岸南部へ、 温帯種が函館から石持低地におい

て一斉に出現する.この7500年前から臼本列島を北上する潟掴と、対凪暖誕白掛いが強〈

は勺た.こ申時期目指中5在住白匝化が畠酷であっただけでなく、好適な拍車眉墳とえEり、

栂梓生物昨の分布目拡大が急迫に起令たこと令示す.以期目勢いが最大とな・2た的6500-

5500年前には、 同格種は南関東まで、車酷帯植は本州北部まで、温帯種は北福道車市伴ま

での道内全域に分布を拡げた。 こ由時期目~Ui唖抗は、 ー閣が埠睦梅棋を掠れ帥旺唖揖 と

なり 、太平洋倒へ出て、本州岸に拍勺て下北半島から三陸梅岸へと南下、あるいは道岡田

明大河から男払平野へと北上する.道西岸を北ょする封凪睡曲目一部は、 宗谷市棋を描け

宗谷暖抗とな勺てオホーソク海を東概L、知陪からIIllii崎、主らに援護半島、あるいは国

桂木遣を通令て式平洋岸へ出て、 道京市岸に沿勺て間百下Lていた Lたがって、当時申
日本初j品抽出は曜時が誌も入完斬位白中で最 も泊唖化Lた.
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「阿南乳類化石の分子生物学的同定ー骨タンパクの電気泳導を中心にーJ

大島光春

1. 研究計画の全体

lIiIi乳刻化石のうち特に偶蹄頬をターゲ ットに，タンパク質を使った免疫学的な手

法を用いて同定し.解剖学的見I白からなされた同定と比較することで 新しく. よ

り客観的な同定方法の開発を試みる.

1.2 研究目的

11由説Jfi!I物化石からその動物のタンパクをとりだし そのタンパクの交差性を劉べ

ることが本研究の目的で晶る。そ してこれ を古生物学の研究者が使え る方法として

確立して申くことも本研究の目的の一つである。 この免疫学的な手法による結論と，

.!JI在適当と吉れている分類とをてら して これまでに行った分類ゃ系統関係の生畳程

を行う.

1.3 意義

従来 。 古脊椎動物の同定や分鎖に凶して は，経験や比較棟木の多さが重~悦され

てきた.そこで分子生物学的な古生物研究の手始めとして。またこれからの古生物

学の一つの方向性として，こうした研究に取り組み，可能性を探り a 方訟を構築し

ていくことに意識が晶る。

2 今年度の内容

当初，今年度は現生輔乳類についての免疫学的交差性の検討を主な目標にしてい

たが ι 到達できなかった。

今年度の試料には現生のニホンジカ. ニホンカモシカーニホンイノシシ，リュウ

キュウイノシシ，沖縄島度化石イノシシの骨を用いた.4MGuHCIでタ ンパク質を

supに州出 しI 次にpptを4NAEDTA+4MGuHCIで脱灰しながらタンノミク質を抽出し

た。乙の作業で骨に説者して いたタンパク質とそうでないタンパク質を別々に取り

出した。化石には骨にt記者したタンパク質が多く残っているだろうという予怨が正

しL、かどうかを確かめたいからである。どちら もPD.10を用いたゲルi曜過で11日庖1.-.

Bio.RadのProteinAssay KitでタンJ宅ク髭を測定し .5ngずつに分けたものを凍結陀燥

させ試料とした。

この試料を分子量マ カ と共にm気詠導にかけ 含まれるタンパク質の分子量
の構成を比較した。

個 別研究
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来柱類の口蓋部の形態的特徴，機能について

京市 創

来柱類は現在6属知られている。この中でPaleoparadoxiaとDesmostyJuslこ

ついては、その標本数が多いことから、比較的研究が進んでいる。

PaJeoparadoxjaの頭蓋標本はこれまでに6例知られている。 これらのうち，

すでに記載されている標本は，岐阜県で発見されたPaJeoparadoxiatabatai(泉

標本)とカリフォルニア州で発見されたPaJeoparado.λiawe!tonIである。東京

都あきる野市 の秋川河床から発見されたPaJeoparadoxia(五日市標本)は，

これまでに記載された標本では保存状態の悪かった口叢部の形態がよくわか

以来柱類の不明点の一つである食性を知る手がかりになる標本である。

記載されたPaleoparadoxia2標本(井尻 ・亀井:1961， Clark: 1991)と

比較 し，さらにDesmostylusの中でも詳 しく記載 された歌登標本 (犬塚 .

1984) との比較を行った。これ らの比較により いくつかの新見知が得られた。

特にPaJeoparad即日については、泉様本も PaJeoparadoxiaweJtoniも口遊部の

保存状況が慈〈、形態が不明な点が多かったが、五日市標本によ り多くの点

が明らかになった。

頭登底の形態については，その動物の生態によって形態が異なる。必ずし

も頭遊底の形態が食性を判断， 路定するものではないが，大きな手がかりに

なる。束柱類の頭蓋底に形態については， Yお。s叫油hiw叩ar悶aand Iwa前sa北k引i(α19ω02幻)，

Hay (1915)， Abel (1922)， VanderHoof (1937)， Reinhart (1959)，井尻・

亀井 (1961)などで行われ，犬塚 (1988)にまとめられている。五日市標本の

検討により，井尻 亀井 (1961)では発達していないとある，咽頭結節，筋

結節が発達していること，また.犬塚 (1988)では，保存状態の良い歌登標

本から頭釜の筋付若点，神経孔 ，血管孔などが議論されたが，外耳道などに

おいて異なった見解が得られた。

今後の酎I図

記載の進行

海篠崎乳類との形態の比較
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箱恨火山付近の研究(南部7*、yサマグナ地域の構造発達史)

今永勇

目的，箱綬火山地域の基盤とそれを覆う火山性堆積物の研究をおこなう.本研究

では.箱根火山付近の第四紀の衝突付加担訓寸i丘の火成活動の変遷史の解明を目的
とする.

研究内容

箱根火山は、伊豆半島に分布する火山群の一番北京の端にあり、箱根火山の

裾野の筒図は、南北27畑、東西22kmと問北方向に長い楠円形をしている.間

関lは湯河原火山の斜面にかかり .北側は足柄山地をおおい、 東田IJは酒匂川の平野

の地下まで裾野が広がっている.

箱担火山は.二重のカルデラからなる三重式の火山である。 箱根火山は、始め富

士山型の円銭形の火山であったが‘大慣火を起こして山頂部が崩壊し、カルデラ

が形成され.次いでデイサイト質マグマがカルデラ内に噴出し、 楯状火山を形成

した.デイサイト質であるにも関わらず非常に高温の噴出であったために‘なだ

らかな浴宮地形である楯状の火山となったとされている.楯状火山を作った洛岩

涜は、古早川の谷沿いに涜下し、現在の小田原市入生田の付近にまで遣した.一

方.箱根火山の北東部では、狩川が古期外輪山山腹斜面をえぐって旋下している.

これら早川と狩川の谷地形‘荷量岩涜の分布、河川町運搬した磁暦の分布調査を

おこなった.採集 した溶岩、磁府なとーの一部の薄片を製作し検鏡を行った.また

地図上での地形分析をおこなった.

本年度の研究成果

箱根火山の斜面の早川、狩川などによる侵食の歴史の一部を明らかにした.

今後の方針

箱根火山の侵食地形、治岩涜、岩屑B臣、軽石古在、段丘礁層の調査を更に行うこと
により 、箱恨火山の構造の形成史の解明に賞献する。成果を普及活動に活用して

行 〈予定である.

-24-
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伊豆・三浦・房総地域の火成活動の変遷
~八丈島深層ポーリンデコア資料から探る海洋性品弧火山の成長史~

平回大ニ

1 研究の目的

伊豆半島から大磯丘稜、三浦半島および房総半島にかけて分布する新生代第三紀の地層

には、当時の火山活動によってもたらされた物質が大量に吉まれている。これらの火山砕

屑物の岩石学的な性格を、岳地層毎に明らかにする乙とにより、研究対象地域におtする火

成活動の時間的、空間的な変還を解明する。この研究の成果は、伊豆 小笠原彊の地般構

造と地質発達史の解明に重要なデ一世を鍵供することができる。

2.今年度の研究内容

新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)が、八丈島地峨の地勲開発促進調査のた

めに八丈島東山山頂のN2-HJ-4地点で掘削した漂j膏ポーリンヴコア(掘削全長1500m)は、

地上調査では確認できない海洋性島弧火山の火山体内部や火山島下部の地琢科学的情報を

包吉しており、島姐火山の成長発遺史を解明する上で貸重な資料である。このコア資料を

堆積学的、岩石学的、地疎化学的観点世ら詳細に検討することにより、 八丈島火山の成長

発達史.ならびに伊豆・ 三浦・房総地域を含む伊豆一小笠原弧北部の火成活動の変遷と地

殻成長発達史の解明に有益なデ一世を器供すベ〈、 研究作業を進めている。

今年度はこのコア資料の詳細な岩栂記稜をおこなうと共に、火成岩部分の全岩化学分析

をはじめた。この研究作業は菅香世子、谷口英嗣、青池寛、 西川正、有馬氏、山

下浩之諸氏らと共同で進めている。
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個人研究

「地球誕生の条件」
一地琢の府構造形成のための制約一

小出血さf-

1. 研究目的
1. マグマオーシャンと層構造を調べる

i也原や惑星は肌石と同じようなものからできたと考えられτいる.地王手初期にあったと
されるマグマオーシャンでは、限石の成分の中でも融点が低い硫化鉄 (FeS)が真っ先に

溶け、沈んでいく.この沈んでいく硫化鉄が池王手の核のもととなる.硫化鉄の液から、マ

グ7;;lーシャンと地球の廊崎造形成のプロセスを調べる.

2. 熱源元素の地琢への配分を謂ベる
放射性元紫のI~í様エネルギーは.地E車内部の需品源となる。 放射性元素i立地球の熱源元素
といえる。熱源元素が地療の核 マン トjレ 地般にいつどの程度配分されたかは、重要な

問題となる。

3. 地球熱史のモデルを作る

硫化鉄の液への熱源元紫の配分から、庖l，'f，造形成のプロセスや全地球の熱源元素の分布
が決まり、 J白球熱史モデjしをつくることが可能で晶る.

11. 今年度の研究目標
1. デ一世ベースの構築

笑験の基礎となる、各商i関連の文献を絡め.データペースをつくる。

2 実験装置の完成

専用のお泡合成装置を.独自に開発する。

3. 実験の実施

-96年度の成果ー II 高混合成装置で、合成実験をおとなう.

TANIGUCHI， H. et al (1996): Evolution of a volcanic edifice on the lzu-Bonin Arc: I I 111. 研究の成果
Description of 1500m ail cored boring samples in Hachリ0・jima.IBM arc system I I 1 デーヲベースの構築
workshop program with abstra出， 163-164. I I 宇宙化学 OB、惑星物理10B 、感星化学D目、脱石DBなどが完成し、 FeSのOB.高泊

高圧実験DB、冥王代岩石DBなどが進行中である.総鈴的な報告も発表中である。

平田大二ほか(1996)八丈島東山火山の深層ポーリンずコア岩相記獄、伊豆一小笠原弧火

山島の成長発達史を探る. 自主火山学会議演予帯電集1996年度秋季大会， 154. I I 2. 合成実験

H旧ATA，D. et a1. (1997): Evolution of a volcanic edifice in the Izu-Ogasawa田 (Bonin)
arc: lithological characteristics 01 a 1500 meter core sample in Hachijojima 

8ull. Kanagawa prefect. Mus. (Nat. Sci.)， NO.26. 

装il'Iの試作を完了したが、合成笑験はまだできてい主い。

個 別研究
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地球環境変遷に関する研究

新井回 秀一

【題旨 】

本年度は、 衛星画像のゆがみを 補正する手法について 検討 した.ランドサッ

トにP.，載しているセン ザ 自体の盗みの大部分 は. 配布機関 であるリモートセン

シング技術センタ ーが補正してる.しか し、傾斜軌道をとって いるため に生じ

る画像の上部が其北 を指 さないと い う問題が渡 る. そ こで本年度は、 衛星デ ー

タを 地図 に投影変換す るこ とを 行 った.

【内容 ]

地球内部の揮発性成分について

地球内部の炭素の相平衡

山下浩之

1.マン トル内部の炭繁を調べる

個別研究一 20 

地疎の炭業は、大気、 陸 (岩石).海水およびマン トル中に存在する。地表に存在する

炭紫は、主に、炭酸忠岩として存在し、大気や海水に存在するものよりはるかに多l、さ

らに、マン 1・Jレ中に存在する.炭紫は大気 陸、海水のすべてをあわせたものより多いと

考えられている0 ，
マン トル中の炭繋がどのような状態で存在しているかについては、マントんからもたら

された物質を調べるか、実験室で‘マン トルと同じよう止条例を再尻するなどの方法によ

って調べられている。マン lんからもたら された物質を調べる方法は、主として、マント

ル起狐火成岩の岩石学的研究やダイヤモンドなどのマン トル起源の鉱物の研究がある.近

年、ダイヤモン ドの研犯は、 SIMS等の分析機器の開宛により成果を串げている。

実験室でのマントルの再現、すなわち炭紫を出発物質に用いた高圧笑験については、古

くは1960年代からなされている。出発物質に関しては、マントJレに存在する、C，CaO.{ご02，

MgO.C02などの単純な系から、 CaO-MgO-Si02.AI2QシHzOζ02などとL、った、 比較的複雑

な系まで椴々である。また、深さについては‘下部マン iんまで再現されるようになって
首i皐画像上で判別で きる明らかな特徴を持った 建物や地形を選び、純度経度 11いる.

を地形図から続みとる.この点 (GC P グラウン ド・コ ン トロ ーJレ ポイン

ト)と衛星画像上町座標を対比させて、地図投膨を行う.今 回は、 2万5子分

の l地形図で使用されている横メルカト ーJレ投影 を行った。 このデータを 情報

システム において権第さ れている「地図 情報 システム」へデータを受け渡す こ

とを考えたが、画像形式の違いにより果たす ことができなかった.

さらに、変換された 桁皇画 像を、国土地理院発行の数値地図を使用 Lて立体

化(鳥時図化)する ことを試みた.

[現状&将来構想]

情報システ ムに ある「地図情報システム」ヘデータ を畳 け渡すことができる

ようになれば、分布図などへの応用が期待さ れ る.

本研究によって作成し たCGは、地球鱗座「石 ・大地・地理 を見る」におい

て活用さ れた.この講座においては、地図役目S変 換が間に 合わなかったので、

地襲は標高に応じた 色を つけ てある.

2.単成分系と天然産岩石の実験結果の比較
本研究では地球内部の抑発性成分が、どのような状態で存在しているか、また、再i発性

成分を多j;1に含むメル トが、火成作用(マン 1.Jレ起源)にどのような影響をもたらすかを

淵べることを目的としている。とのうち.本年は、 J車発性成分の中の炭素について注目し
た.実際に.笑験を行うことはでき立かったが、炭業を出宛物質に用いた高圧実験の結県

を編集し、以前に行った実験結架とあわせて考察した.

天然産岩石(ここでは、キンバーライト)を問いた高温高圧尖験では句おおよそ以下の

ようなことがわかっいる(Yamashita&Arirna 1995より)。

.8GPaまでの液相線 (Liquidus) と、液相線から回相総の問 (Suprasolidus)での鉱物

組み合わせ。 (図相線は求められてない)

6GPa以よ(アセノスフェアー)でのおおよその液の組成。しかし、単成分系の笑験で

は、波の組成は求められてないので比政は不可.

同じ温度圧力下で、 単成分系の実験で回相線下に品った炭酸庖鉱物が、 キンパーライ トの

実験では鉱物として存在 しなかった。このことは、シ リケイ トと共存する炭般埴鉱物1;1:.

lil成分系のものより不安定なのか.もしくは 含水鉱物との反応によっT、よりI互い温度
でメルトを生成する可能性を示している.

。今年度は、HzOを含む系にはふれなかった。来年度以F輩、 H20を含む系.さらに‘
α)2，1-120の両方を合む系を見ていきた"0
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平成8年度研究発談会議議重要旨 19関 3.14--15
「生涯学習施設として目当館の学習支援活動のありかた」

平成7年度及UB年度に実躍した博物館来館者動向基礎調査結果からー 奥野花代子
1 はじめに

今回、 生涯学習時代と言われているなかで、当館をはじめとする博物館や図笹館、公民館などの祉企

教育施設では多種多植な学習活動が儲んに開催され、これらの施設は生雄学習の拠点として、地域住民
から大きな期待がょせられている.

2咋目を迎えた当舘も f聞かれた侍物館Jとして、積極的に学習支援活動を展開し、提供してきた.
今後b事〈田方々の学習ニ ズを的臨に把握し応えていく必要がある。それには、学校や他の生涯学習
関連施役等と密援に連携・也力しながら進めることも有効であり、また、当館の利用状況をしっかり飽

識しておくことが必要である。そのためには、 開館年である 7年度に実施した調査と閉じ 『来館者動向

話磁調査』を今年度も実施し、 博物館町利用状況を比較検討しながら、より参加しやすい博物館町学習
支媛活動の方向性を採ることにした。

2 研究調査の内容

①平成7年度6月より部月 f来館者動向基礎調査Jを実施し、 3.500件白基礎デ タを得たので、
その集計結果(7年度 f年報Jに18舷)の分析を実施した.
@ 平成8年庄は春夏秋冬由季節ごと 250件、総数l.000件の向調査を実砲し、モ白集計分析をしたe
@平成7年度と 8年度目集計結果を比枝分析し、他館園町ものも安一考資料としながら検討した。
〈資料 1)年度の集計結架(7年度「年報jに掲載貰料2)B年i立の集計結果
〈資料3)B年度目来館者動向基礎調査四方法 (資料4)アンケート調査用紙

3 分析結果のー倒 〈今後、別途報告 発表を考えたい。〕
手'1用状況
他館閑も同様の傾向であるが、中学生 ・高校生の刷用が少ない。

ー 他館聞に比べ、当館は高齢者白方町革'1mが多いe
時今後、学校への強力な働きかけと高齢者への配慮が必要と思われる。

一県内田利問者は、当館を見学または学習の場としての活用を目的としている。

一県外から町方は、観光のついでや見学コースに担まれて訪れている場合が多い。

時県内田方へは、博物館の様々な活用田仕方や活動をPRし、リ ピータ としての事j周を勧拍る.
県外の方へは観光会社や旅行会社、テレビや雑誌等を通じての働きかけが，e~と思われる。
一天候によって館内田滞留時間に追いがみられ晴れの日が全体平均とほぼ一致しているのに
おIL、雨の場合の滞留時間は晴れの日に比べ長〈担勺ているa

司今後、 食事や休憩協所等の対策カι，e.要と思われる。

4 まとめ

当館は、小半生、 20-30代白父母、そして祖父母という家族連れ司利用がとく に事〈、 当防由展示
基本構惣白 r，Qしみやすく、幅広い年齢層の方々も楽しめ ー.'Jということが畳廿入れられ、来館
者が83万人を也えている現象は、利用者町 "口こみ'による影響が多いと恩われる。小田原市を中心
とする地域の方には何度も利用され.県内 ・ 近県白方にはそれほど虚くな〈 、家族でレ ~1' ーを楽 L
むのに溜当な距離にあると言える。このことは当館が、演回殴士館長の訳語であるエヂュテイメント

「楽睦J (博物館には r学習Jと l慎輩jの両方の要認がある〉という言葉に拍応しい館といえる.
今後は、ミュージアムショッブやレス l ランといった博物館付併絞備の充実や友町会活動fJ~tllまれL
かつては、御物館は 『宵臭いJ rカピ〈さいJ r役にたたなくなったbのをしま勺ておくところJ
などと薄暗いイメージがらたれ、古見くな勺て要らなくなったもののことを f博物館いき1などと言

われたことがあ q たa そ白 「博物館いき』 がリピ ターと しての rj呼物館行きj となり、 良い意味で

の使われ方が8れて、何度も訪れてくれることを期待し、私たち博物館側も積極的なはたらきかけが
必要である。

本 なお、これらに関する調喧研究には、情報質料課の鈴木智明さん及び博物館学ドランティアの氷野

文干さんと佐校友鴎ーさんにご協力をいただきました.厚くお礼申しあげます。
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(2) 文部省等からの研究助成金による研究

文部省科学研究費補助金などの助成金や共同研究，共同施設利用などを、種別ごとに並べた。なお、研究組織にお

いて、当館職員の所属は省111告した。

助成金の種類 文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)

課題番号 06680193 
研究課題 地球環境を理解するため博物館学習プログラムの開発

研究期間.平成6~8年度

研究組織:平田大二 (捌究代表者) ・小出良幸・山下浩之

研究協力者新井田秀一 ・佐藤武宏

研究内容 本研究の最終的な研究目棋は、地球環境の成り立ちとその仕組みが理解できる学習プログラムの開発で

あるが、現段階ではその第一段階として地球科学分野のプログラムを開発し、その試行と実施を目指した。とく

に、博物館のもつ機能と特性を、充分に活用した新しい学習方法の開発が本研究の特色である。そこで、この研

究目的を達成するために 3つのステップを設定し、研究作業を開始した。第lステップ (平成6年度)は、 一般

市民のニーズの把握し目指す方向性を見定めることを目標とした。教育現場等での地球環境学習の実態や、市民

が考えている地球環境のイメージを把握するためにアンケー卜調査の実施と既存情報の収集を行い、その分析結

果を「神奈川県の環境学習実態調査報告書J(1995)としてまとめた。第2ステップ(平成7、8年度)は、モデ
ルケースを作り上げることとした。博物館における地球環境学習の利用ニーズを把握した上て、博物館特有の学

習プログラムを試験開発し、博物館活動のなかで試行した。1)身近な地球環境を、博物館だけでなく学校や家

庭等で、いつでも、どこでも、だれでもが活用できる学習手段としてひろく活用できるような各種ハンドブック

(酒匂川地学散歩シリーズ等)を作成した。2)博物館の機能と設備を活かした野外学習、室内学習、実験等を含

む学習プログラムの開発 (テキストとワーク シートを作成「大地の生い立ちを探る」、「石 ・大地・地球をみるJ)

し、 一般向け学習講座を実施した。第3ステップ (平成8年度)は、実践から得られた経験や情報を駆使して、

新しい学習プログラム作成のための方法論を確立することとした。博物館活動の中で試行した学習プログラムの

結果をふまえ、最近注目されているニューメディアを活用した学習プログラムを継続的に開発し、地球環境学習

を、いつでも、どこでも、だれにでも展開できることを目指す。

助成金の種類 文部省科学研究費補助金:基盤研究 (C)

課題番号:06804030 
研究課題-硫化鉄メルトへの放射性元素の分配一地球の核形成に伴う熱源元素の移動一

研究期間 ー 平成6~ 8年度

研究組織小出 良幸(研究代表者)・山下浩之

研究内容・

-硫化欽メルトの形成メカニズム・・・マグマオーシャンと核形成の実体解明

地球初期にあったとされるマグマオーシャンでは、融点が低い硫化鉄が真っ先に溶ける。本研究では、硫化

鉄が珪酸塩鉱物の中でどのような条件で溶け、メル卜がどのような条件で沈み始めるを実験的に決定する。硫

化鉄メルトの形成と沈降のメカニズムを明らかにすることは、マグマオーシャンと核形成の実体の解明につな

がり、地球初期の物理条件に大きな制約を与える。

-硫化鉄メルトへの熱源元素の分配・ ・・地球の熱史モデルの構築

放射性元素の崩壊エネルギーは、地球内部の熱源となる。放射性元素が、地球の核 ・マントルにいつどの程

度分配されたかは明らかでない。放射性元素の分配の決定を本研究の目的とする。硫化鉄メルトへの熱源元素

の分配から、核形成のプロセスや全地球の熱源元素の分布が決まり，地球熱史モデルができる。

助成金の種類ー文部省科学研究費補助金 基盤研究 (C)
課題番号 07680215 
研究課題:博物館ボランティア活性化に関する調査研究

研究期間:平成 7 ~9 年度

研究組織.新井一政(研究代表者) ・勝山輝男 ・田中徳久・奥野花代子

研究内容:博物館ボランテイアは、資料の収集・整理、保管、調査研究、 普及 ・解説等の分野で活動が可能である

とともに、自己の経験や学習成果を活かして自らの資質向上が図られ、参加すること 自体が生涯学習となりうる。

本研究では、参加する側からと受入れ側 (博物館)双方の立場から、博物館ボランティア養成プログラムのマニュ

アル化とその活用の指針を作成する。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金基盤研究 (C)
謀題番号 08680219 
研究課題写真を媒介とした博物館を中心とするネットワーク形成と魚類研究への応用
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研究期間平成8~ 10年度

研究組織瀬能宏

研究内容

1.背景

近年のスキューパ ・ダイピングを楽しむダイパ一人口の増加と性能のよい水中写真器材の急速な普及は、水中

での魚、の撮影を レジャーとして楽しむダイパーの数を急激に増加させた。現在、個人の趣味として保管されてい

る水中写真の数は、きわめて膨大なものと予想される。

魚類、の場合、水中写真から種の同定が可能であり、分布情報 (撮影地)や生息深度(1最影水深)、あるいは出

現時期 (撮影日)などの属性データがあれば、写真のもつ資料的な価値はきわめて高い。もし、このような写真

を博物館でデータベース (DB)化できれば、学術研究をはじめとする様々な活動に応用できる。一方、ダイパー

の視点に立つと、自身の撮影した写真が博物館の資料として永久保存され、博物館活動に貢献するという意識を

もつことができる。ここに博物館を中心と して、ダイパーと研究者の聞にネットワークが形成される可能性がで

てくるのである。この様なネットワークの中では、ダイパーと研究者の聞に密接な関係が生まれ、直接的な情報

交換を通じた高い科学教育効果が期待できる。

神奈川県立生命の星 -地球博物館では、ワークステーションを利用した収蔵資料管理システムが1995年3月から
運用されており、これを使って画像をDB化することが可能である。このシステムの中にダイパーの撮影した魚

の写真をDB化するための「魚類写真資料DBJを設置し、講演活動や執筆活動、あるいはパンフレットを通じ

たPR活動を一般のダイパーに対して行うとともに、実際の画像の受け入れも開始した。そして、写真資料の充

実した一部の地域では、魚類目録の作成も試みている。

2目的
a)ネットワークの形成

「魚額写真資料DBJへの潜在的画像提供者に対する広報活動の方法と画像資料の受け入れに伴う事務手続き

の効率化の方法を確立する。

b)魚類研究への応用

短期間で高い生産性のある生物地理学的基礎資料の作成。具体的には資料の充実が予想される伊豆半島沿岸、

伊豆 ・小笠原諸島のいくつかの地域の魚類目録の作成を行う。

3当該年度の成果

一般ダイパーから魚類の水中写真を収集するため、伊豆半島沿岸に点在するショップ、ダイ ビング関係の出版

社等の主催するイベント会場で、神奈川県立生命の星 ・地球博物館の「魚類写真資料データベース」を紹介した

パンフ レッ卜の配布を行った。また、データベースを紹介する講演を八丈島、宮古島、東京都内等で、行った。さ

らに、ダイパ一向けの雑誌でデータベースの仕組みを紹介する記事を毎月掲載した。昨年度から当該年度にかけ

て収集された写真資料は約11000点で、そのうち約2600点は駿河湾に臨む大瀬111奇(静岡県沼津市)で撮影された
ものである。当該年度はこれらの写真に基づき同地の魚類目録(魚類写真資料データベース(KPM-NR)に登録さ

れた水中写真に基づく伊豆半島大瀬崎産魚類目録)を神奈川県自然誌資料第18号に公表した。この目録作成のた
めに写真を提供したダイパーは35名であった。

一方、博物館における魚類の写真資料 (特に水中写真)の位置づけを明確にするため、 1996年10月に北海道大
学水産学部で開催された日本魚類学会年会において、展示発表u寅題:魚類の水中写真の博物館における資料的
価値と研究への応用例)を行った。

助成金の種類 文部省科学研究費補助金.奨励研究

課題番号 08740408 
研究謀題 :化石および現生イノシシ属の分子系統学的手法による同定と系統分類

研究期間:平成8年度

研究組織:大島光春

研究内容:用意した動物の骨は現生が、ニホンイノ シシ (Susscroj，αleucomystαx)、リュウキユウイノシシ (S
s. riukiuαnus)、ニホンカモシカ(cαpricomiscrispus)、ニホンジカ (Ceruusnippon nippon)。化石が沖縄島
産イノシシ (8.scrofa)、シカ (Cervusnippon)である。

これらの試料各2gをPBS+PI→GuHCl+PI→sup.sampleA、ppt.→GuHCl+ EDT A + PI→sup. sample Bで順

に処理し、各試料について脱灰前に溶出させたsampleAと、脱灰後に溶出させたsampleBを得た。さらにこれ

らをゲル櫨過カラムを用いて脱塩後、タ ンパク量を測定した。結果は全ての試料にタンパク質が含まれていたが、

化石試料には少なかった。試料を5ngす、つに分け凍結乾燥して以降の試料とした。

次に、化石試料に含まれるタンパク質がバクテリア由来のものでないことを確かめるためと、他の試料にどのよ

うなタンパク質が含まれているかを大まかに判断するために、 SDS-PAGEにかけて銀染色とCBB染色を行った。

その結果全ての資料のCBB染色で、collagena 1とcollagena 2と思われるバンドが見られた。銀染色ではcollage

na1とcollagena 2に相当する位置が抜けていた。collagen以外のタンパクは検出されるが特定はできなかった。

同じ動物の骨のsampleAとsampleBの違いは認められなかった。
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本年度予定していたELISAによる同定は、化石の沖縄島産シカ (Cervusnippon)だけについて行うことがで

きた。結果は、抗シカ抗体に交差してシカだと確認された。これで方法についてめどが立ったので、今後は今年

度作製した試キヰについていろいろなt克イ本をあてて、データを蓄積する。

助成金の種類 文部省科学研究費補助金:重点領域研究

課題番号 07238107 

研究課題.とけい 絶対年代と海底堆積物の縞からよむ時計の確立

研究期間平成7~ 9年度

研究組織:大江昌嗣 (研究代表者，国立天文台 ・地球回転1i)JJt系) ・木下宙(国立天文台 ・位置力学研究系) ・桜
井邦朋(神奈川大学 ・理学」部) ・薮下信(京都大学 ・工学部) .平田武史 (東京工業大学 ・理学部) ・池谷元伺

(大阪大学 ・理学部) ・高野雅夫(名古屋大学 ・理学部) ・小出良幸

研究内容.重点領域研究「全地球史解読」の目的は、地球史の記録媒体である海底堆積物から過去40億年の地球と
宇宙の歴史を rfl併読」することである。この目的のために、 岩石の年代を高精度にかつ効率よく測定する手法の
確立と堆積物の縞模様に刻まれている時計を読みとる技術の確立が重要である。このようなテーマに取り組む

「とけい班」は、地球の回転や湖Ji夕、ミランコピッチ周期などの天文力学 ・天文物理学的リズムを時計として活
用する手法の開発、堆積物I=IJの縞の周期やイベン 卜の同定、 U-Pb:年代測定による堆積物の絶対年代の決定に取り
組む。

助成金の種類 文部省科学研究費補助金 .重点領域研究

課題番号 :07238102 
研究課題ーとる・ 岩石試料の組織的確保と基礎的な記載

研究期間平成 7~9年度

研究組織 .丸山茂徳 (研究代表者，東京工業大学 ・理学部) ・磯崎行雄(東京工業大学・理学部) ・加藤泰浩 (山

口大学・理学部) 増田俊明 (静岡大学 ・理学部) ・1門座圭太郎(富山大学教育学部) ・海老原 充 (東京都立
大学・理学部)・寺林 優(香川大学教育学部) ・平田大二

研究内容 r全地球史解読・ ・・ 物理的地球環境の日常性とイベント」の計画研究の一つである。46億年前の
地球の生成から現在に至るまでの聞に生起した様々な変動やイベントは堆積物や玄武岩、花筒岩などの火成岩に

それらの痕跡をとどめて記録されているはずである。世界に先駆けて「とる班」は、全地球史を解読するために

世界各地の2~ 4 0 億年前の岩石を調査 ・採集することを目的としている。現在までの調査により、すでに採集
された主な試料は、グリーンランド、カナダ東部、アメリカ合衆国西部、イタリア、西オース トラリ ア、インド、

中国の各種堆積岩、玄武岩、コマチアイト、花商岩などである 。 その年代は40~ 19億年と 6 ~ 2億年の聞のもの
である。採集した試料の総重量は約36トンにおよぶ。採集された試料は、整形、接着、切断、研磨、 および基
礎的な性質の記載、例えば岩石の鏡下観察、微化石の同定、放射性年代の測定、主成分及び微量成分元素の分析

をおこなわれている。基礎的な記載作業は継続的に進行されており 、その結果は、全地球史計画の他の班構成で

あるよむ班、とけし、班、もでる班に還元され活用されている。

助成金の種類 文部省化学研究費補助金 国際学術研究

課題番号 :08041160 
研究課題 :ネパール高山帯における禾本科植物のバイオシステマティックス

研究期間 .平成8年度
研究組織:星野卓二 (初f究代表者;岡山理科大学) ・三好教夫 (1司111理科大学) ・町'崎 浩(岡山理科大学) ・高
槻成紀 (東京大学) ・荻原保成(横浜市立大学) ・天ill"} 誠(千葉県立中央博物館) ・木場英久 ・佐藤雅俊(帯

広畜産大学) • K. R. Rajbhandari (ネパール森林植物調査局)
研究内容.ヒマラヤ高山帯には、 家畜飼料として重要なイネ科、カヤツリグサ科植物が数多く分布している。本研

究ではネパール西部高山帝のイネ科とカヤツリグサ科の植物に焦点をあてて、次の 4項目に関する研究をおこな

う。 1)ネパール西部に佐占しているイネ科、 カヤツリグサ科植物のフロラを明らかにする。2)外部形態、染色

体、葉緑体のDNA多型、 化学成分を分析することにより分類群の系統関係の解明を目指す。3)それぞれの群落構

造の解析および花粉分析を行う ことにより 、高山帯に広く見られる草原がどのような遷移を経て成立したかを明

らかにする。4)初|究対象とした植物の一部は重要な資源植物で、あり 、資源活用と自然保護に関する基礎的データ

を収集する。

助成金の種類 東京地学協会国際研究集会開催援助金

集会名 ー伊豆ーボニンーマリ アナ弧の地球化学 ・地球物理学についての日米共同研究

開催期日:平成8年7月27 日 ~ 8 月 1 日

開催場所:神奈川県葉山町湘南国際村センター (討論会 ・ワークショップ)および三浦半島 ・丹沢山地 (地質巡検.

現地討論会)
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参加者:有馬 員(集会代表者 ，横浜国立大学 ・教育学部)・今永 勇 ・平田大二 ・LLl下浩之ほか日本67名、米
国13名、英国2名、オーストラリア l名、ドイツ l名 計87名

集会の内容 -

東京からグアムまで、総延長2，500kmに及ぶ伊豆一小笠原(ボニン)ーマリアナ弧 (IBM弧)は、代表的海洋性
島弧から構成されており、火LLJ・地震現象や鉱床の形成過程などプレートの収束帯における多くの地質学的過程

を解明する研究地域として最適と考えられている。とりわけ、 IBM弧は海洋プレートの収束帯に発達しており、
マントルと大陸地殻聞の物質の移動・循環過程、大陵地殻の形成過程などを明らかにするうえで、地球上でも最

も重要な研究地域の一つである。

今回の日米科学セミナーでは、伊豆一小笠原弧を主に研究してきた日本側研究者と 、マリアナ弧を主な研究対

象としてきた米国側研究者が、オーストラリア、英国、ドイツから参加した第一誠の研究者を交えて、 IBM弧に
ついての最新の研究成果を持ち寄り、IBM弧全体の総合的構造発達過程、特に(1)マントルと地殻間の物質の
移動 ・循環過程、(2 )島弧のテク卜ニクス、特に島弧形成初期過桂と鳥弧火成活動史、 (3 )海洋性鳥弧の構造
の解明と島弧地殻の生成過程、 (4 )島弧火成活動に伴う深海熱水鉱床の形成過程などの問題について討議した。

さらに、深海底掘削と深海探査艇による潜航調査等、 日米を中核とした国際共同研究の今後の計画について具体

的に意見を交わした。

助成金の種類.東京大学海洋研究所共同利用研究

研究課題大槌湾及び周辺海域に生息する動物の分類及び生態に関する研究

研究期間平成8年度

研究組織 中村光一 (研究代表者，日本女子体育大学)・村岡健作・駒井智幸 (千葉県立中央博物館)

研究内容 :

三陸海岸のほぼ中央に位置する大槌湾とその周辺を含めた海域で、底生動物と流れ藻に生息する動物の種類と

その生態について調査することを目的としている。調査は海洋研究所の生態部門と大学、博物館等の研究者との

分担によって行なっている。これまでにも継続して共同調査を行ない、かなりの成果を得ているが、本年度も同

様な調査方法により、比較研究を進め、大槌湾とその周辺海域の動物相のさらなる解明を試みた。さらに、これ

らの結果と相模湾や房総、伊豆半島周辺海域の動物相との比較をも行い、大槌湾を中心とした生物地理学上の位

置づけについても明らかにしてゆく予定である。なお、分担としては、底生性のカニ類の種類とその幼生の形態

や発生、成長についての調査を行なっている。

(3) 委託調査等

委託調査について、調査名、依頼先、当館担当]隊員の氏名を}II買不同で記載した。なお、 館外者の氏名は省略した。

丹沢大山自然環境総合調査見虫相一神奈川県環境部高桑正敏 ・;IJ部治紀

丹沢大山自然環境総合調査一植物相一神奈川県環境部勝山輝男・高橋秀男 ・田中徳久 ・木場英久

鶴見川希少生物生態検討会建設省京浜工事事務所高桑正敏 ・苅部治紀

「金沢自然公園森づくり」に係る生態系調査横浜市環境保全局高桑正敏 ・田中徳久

秦野ビジターセンター展示計画調査神奈川県環境部松島義章 -山口佳秀 ・高桑正敏・勝山輝男 ・田中徳久

小田原市史自然、編調査 小田原市生出智哉 ・村岡健作

小田原市緑の環境保全地区調査 小田原市勝山輝男・木場英久 ・田中徳久 -高橋秀男

環境庁自然環境保全基礎調査生物多様性調査種の多様性調査一神奈川県産植物標本調査一神奈川植生学会勝山輝

男-田中徳久 ・木場英久

環境庁絶滅危倶植物調査(環境庁版植物レッドデータブック調査)一神奈川県一 自然環境研究センター勝山輝男

高橋秀男 ・木場英久 ・田中徳久

山北町史自然編調査 山北町 高橋秀男 ・勝山輝男 ・田中徳久 ・木場英久

第4次川111奇市自然環境調査 )11崎市青少年科学館田中徳久

厚木市域の相模川沿いの植物調査丹沢植物調査団高橋秀男 ・田中倍、久

綾瀬市史自然、編調査綾瀬市高橋秀男 ・田中徳久 ・樽創 ・山下浩之

(4) 著作活動・学会発表等

学会誌やそれに準ずる出版物に公表された原著論文は、総説、本論文、 短報に区分した。それらに該当しない著

作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等は別項目に扱い、さらに、普及的著作物等についても別項目として区分した。な

お、各項目への区分は、原則的に各学芸員からの申告に基づいている。

中村一恵 (なかむらかずえ) 動物学(鳥類)

本論文

中村一恵， 1997 ニホンアシカの生息状況、その過去と現在国際海洋生物研究所報告， (7): 131-137 
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中村一恵・柿沢亮三， 1996.ニューカレドニアの陸生脊椎動物相、その過去と現在 カグー研究会報告1996，pp.4-19 

横浜市立野毛山動物匿1，横浜

普普-及的著作

l仁ヰこ干判F

ミズナギギ、 ドlリj類種名表@同雷書:， pp.2幻3-2μ4; トウゾクカモメ類 同書， pp.109-111.; トウ ゾクカモメ類種名表.同

書，p.109 平凡社，東京

中村一恵， 1996.追われる生きもの 地球博物館特別展から(22) ヒクイナ.8月21日付け神奈川新聞.

1:1コ村一恵， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(23):コアジサシ.8月22日付け神奈川新聞ー

中村一恵， 1997.新収資料紹介オオカ ミの頭骨自然科学のとびら，3(1): 8. 

中村一恵， 1997 かご、抜け鳥って何 ?• BlRDER， 11(3): 27-33. 

中村一恵， 1997 生物相の変化と生態系の撹乱かながわの|当然， (59): 35-38. 

中村一恵， 1997.都市と帰化生物.国立科学博物館附属自然教育園自然保護講座テキストブック， 3・1-3・4.国立科

学博物館附属自然教育園，東京

中村一恵， 1997.恐竜から鳥類へ神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年， pp. 

66-67 ;収倣進化から生まれたペンギンモドキ同書， pp.68-69;陸と海の二重生活をする動物 同書， pp.84-85; 

再び海をめざしたクジラたち.同書， pp.86-87;陸橋を渡ってきたへラジカ 同書， pp.138-139;氷河時代と生

物の移動向書， pp.140-141 外国からやってきた生きものたちー同書，pp.156-157;コアジサシが消える同書，

pp.172-173.有隣堂 3 横浜.

山口 佳秀 (やまぐちよしひで) 動物学(I時乳類)

普及的著作等

山口佳秀， 1997 都市に進出する生きものたち神奈川県立生命の星 ・地球博物館編地球と生きもの85話 誕生か

ら46億年， pp .154-155 有隣堂，横浜

山口佳秀， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(16)ーヤマネ 8月13日付け神奈川新聞

山口佳秀， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(19):カヤネズミ 8月16日付け神奈川新岡

山口佳秀， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(21):カモシカ 8月20日付け神奈川新聞.

新井一政 (あらいかずまさ) 動物学(両生 ・向虫類)

調査報告書 ・資料集等

新生|ニ一政， 1997.金時山山麓 (南足柄市)で発見されたモリ アオガエル.神奈川自然誌資料， (18): 27-29 

普及的著作等

新升二一政， 1997.カエルが消える 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち 神奈川県レッド

データ調査が語るもの， pp.72-73 神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原

新井一政， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(24):イシガメ 8月23日付け神奈川新聞.

新井一政， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(25):イモリ 8月24日付け神奈川新聞ー

新井一政， 1997 自然観察のすすめ感動は忘れない初等理科教育， 30(9): 56-57 

新井一政， 1997 恐竜から晴乳類へ神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp.70-71.有隣堂，横浜

高桑正敏(たかくわまさとし) 動物学(見虫類)

総説

高桑正敏， 1997.動物相とその特色II，.昆虫類 神奈川県公園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査因企画委員会編，丹

沢大山自然環境総合調査報告書， pp.592-611.神奈川県環境部，横浜.

本論文

Niisato，T. & M.Takakuwa， 1996. New record of Obrium semiformosαnum (Coleoptera， Cerambycidae) from 

northw巴sternKyushu， Southwest Japan. ELytlな ，Tokyo， 24(1): 141-146 

Takakuwa，M.， 1997. A new necydaline longicorn beetle from northern Thailand. Bull. Kanagawa prefect 

Mus. (Nat. Sci.)， (26): 37-39 

短報

Takakuwa，M.， 1996. GLipαsauteri Pic (Col巴optera，Mordellidae) newly recorded from northern Vietnam. 
ELytrα， Tokyo， 24(2)・298.

高桑正敏，1996.横浜市戸塚区でネキトンボを確認.神奈川虫報， (115): 34. 

高桑正敏，1997.クリイロヒゲハナノミの三浦半島からの追加記録.神奈川虫報， (117): 8 

著作 ・著書 ・調査報告書等

高桑正敏， 1996.美しいチョウには寿がある?一生存戦略からみたチョウの色彩や斑紋の意味ー.科学66(4):276 

281， 285. 
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高桑正敏 ・阿部洋一.1997.丹沢山地の昆虫類，①ハチ類 神奈川県公園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査団企画委

員会編，丹沢大111自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録.pp.18-25.神奈川県環境部，横浜.

高桑正敏 ・苅部幸世.1997.丹沢山地の昆虫類， ⑬ハナノミ科およびハナノミダマシ科.神奈川県公園協会 ・丹沢大

山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録.pp.224-226 神

奈川県環境部，横浜

露木繁雄 ・木下富夫 ・高桑正敏.1997 丹沢山地の昆虫類，⑬カミキリムシ類.神奈川県公園協会 ・丹沢大111自然環

境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録.pp.227-242.神奈川県環

境部，横浜

高桑正敏.1997 帰化見虫 その現状と人為がもたらす問題 かながわの自然.(59): 22-28. 

高桑正敏.1997 生物相とその特色 4昆虫から見た自然の変化.大和市編，大和市史8(上)別編自然.pp .176-187 

大和市，大和.

普及的著作等

高桑正敏.1996 序論.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編3 追われる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が

語るもの.pp.6-8;ホタルの ‘家畜化' 問書f.p.97;薪とともに姿を消したカミ キリムシ 同書.p.105;マツ

に依存した見虫たちの悲運同書.pp.106-107.神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原。

高桑正敏 ・苅部治紀.1996.神奈川県の昆虫相の特徴とレッドデータ種.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編 3 追わ

れる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が語るもの. pp.80; レッドデータ昆虫図鑑同書.pp.81-93; 

ヨコハマナガゴミムシの命運.同書.pp.114-115.神奈川県立生命の星 ・地球博物館3 小田原

高桑正敏.1996 生命の星 ・地球物語(8):夏の昆虫たんけん.32pp オーlレプランナー，小田原

高桑正敏.'1996 生命の星 ・地球物語(16)秋冬の見虫たんけん.32pp オールプランナー，小田原

高桑正敏.1997 見虫はなぜ美 しいか神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp.96-97;色模様で飾るチョ ウのはね.同書.pp.98-99;ギフチョウの盛衰同書.pp.148-149;都市に生き残っ

たチョウたち 同書.pp.152-153;野生からの警告.同書.pp.166-167;絶滅危倶種「ツマグロキチョウJ.同
書.pp.174-175.有隣堂， 横浜

高桑正敏.1996 表紙写真解説一城ケ島の岩礁地帯に見られたネキ トンボー.神奈川虫報.(115): ii. 

高桑正敏.1996 表紙写真解説雑木林にも進出したト ウキョ ウヒメハン ミョウ一神奈川虫報.(116): ii. 

高桑正敏.1997 表紙写真解説一神奈川県低地部で普通種と化したテングチョウ一 神奈川虫報.(117): ii 

高桑正敏.1997 表紙写真解説一般浜市南部で、発生したヨツボシトンボー.神奈川虫報.(117): ii. 

高桑正敏.1996 森の図鑑 ・見虫記(15)一危険なスズメパチたち一森の友.(17)・ 7.

相内幹j告・高桑正敏.1996 カラーアルバム ホタル 32pp 誠文堂新光社，東京

高桑正敏.1997.第5期環境モニタ ーの見虫調査結果第5期環境モニター調査結果について.pp.7-10.横浜市環境

保全局，横浜。

高桑正ioft..1996.地球と生命と神奈川の自然、(48) レッドデータ生物.4月1日付け神奈川新聞
高桑正敏.1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(28) ヒメシジミ .8月29日付け神奈川新聞

高桑正敏.1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(29) クロシジミ.8月30日付け神奈川新聞

高桑正敏.1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(30) ツマグロキチョウ 8月31日付け神奈川新聞.

高桑正敏.1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(34) カワラバッタ.9月6日付け神奈川新聞.

高桑正敏.1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(38) オオミズスマシ 9月12日付け神奈川新聞

高桑正敏.1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(39):アサカミキ リ.9月13日付け神奈川新聞

広谷浩子 (ひろたにひろこ) 動物学(生態)

本論文

Kudo-Hirotani. H.. 1997. 80cial interaction in male hamadryas baboons (Papio hamadryas) with sp巴cial

reference to social structure. B叫1.Kanagawa prefect. Mus. (Nat. 8ci.). (26): 41-46. 

普及的著作

広谷浩子 -山口佳秀.1996 神奈川県の11甫乳類相と レッドデータ種. 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われ

る生きものたち:神奈川県レッドデータ調査カf語るもの.pp.48-51 神奈川県立生命の星 ・地球博物館， 小田原

広谷浩子.1996 ニホンザルとの共存をめざして 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたちー

神奈川県レッドデータ調査が語るもの.pp.66-67 神奈川県立生命の星 -地球博物館，小田原

広谷浩子.1996 学芸員研究ノ ート:サルの群れの「父子関係J. 自然科学のとびら.2(2):10 
岡野美佐夫 ・広谷浩子.1996.生命の星 ・地球物語(15)ー神奈川のニホンザル 32pp オールプランナー，小田原

広谷浩子.1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(17): ツキノワグマ 8月14日付け神奈川新聞

広谷浩子.1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(18): ホンドモモンガ.8月15日付け神奈川新二聞

広谷浩子.1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(20):ニホンジカ 8月17日付け神奈川新聞.

宮藤浩子.1996 幻のヒヒ、マンドリルを追った日々 日高敏隆編，アエラムック22動物学がわかる.pp.81-85.朝

日新聞社，東京.
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広谷浩子， 1997サルは森の開拓者.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp.106-107;道具を使うチンパンジー.同書， pp.108-109 有隣堂， 横浜

学会発表等

宮藤浩子.マン トヒヒ(P.α:pw 加mαdryαs)のオス間交渉の特徴.日本動物行動学会第15回大会， 1 996年11 月 2~4 日，

東京大学

瀬能 宏 (せのうひろし) 動物学(魚類)

短報

鈴木寿之.it!Ij能 宏 ・細川正富， 1996.沖縄島で採集されたハゼ科魚類3稀種伊豆海洋公園通信， 7( 11): 6-7 

i瀬能宏 ・森田康弘 ・森下 修， 1997.小笠原諸島から得られた日本初記録の魚類6種.伊豆海洋公園通信， 8(2): 2 

6 
i願能 宏 ・鈴木寿之 ・岩本哲男， 1997.与那国島で採集されたイロブダイ(ブダイ科)の不完全な白化個体.伊豆海洋

公園通信， 8(4)・7

S巴nou，H.， 1997. Redescription of a mullet， Chelon melinopterus (Perciformes: Mugilida巴).Bull. Kanagawa 

prefect. Mus. (Nat. Sci.)， (26): 51-55. 

著作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等

i頼能 宏 ・今井圭介， 1996 ボウウミヘピ伊豆海洋公園通信， 7(5)ー1

鈴木寿之 ・瀬能 宏，1996.モエギハゼ(新称).伊豆海洋公園通信， 7(6): 1 

瀬能 宏 ・矢野維幾， 1996.クロホシゴンベー伊豆海洋公園通信，7(8)・l

鈴木寿之 ・瀬能 宏 ・矢野維幾， 1996.マイコハゼ.伊立海洋公園通信， 7(10):1. 

御宿昭彦.i頼!能 宏， 1996.キラキラハゼ伊豆海洋公園通信， 7(11): 1 

細谷誠一 ・岩田明久 ・鈴木寿之・灘!能 宏 ・矢野維幾 ・吉野哲夫 1996.日本から記録されたニュウドウダテハゼ.

伊豆海洋公園通信， 7(12):2-4. 

瀬能 宏， 1996 ウナギ科，ボラ科，タイワンドジョウ科，ゴクラクギョ科，ヨウジウオ科，アジ科，ヒイラギ科，ヒ

メツバメウオ科，シマイサキ科，フエダイ科，アカメ科，ユゴイ科環境庁自然保護局編，第4回自然環境保全

基礎調査動植物分布調査報告書(淡水魚類)， pp. 312， 350-357， 359環境庁自然保護局，東京

線i能 宏・ 加山一男 ・11日山祥子，1997 リュウグウノヒメ(若魚).伊豆海洋公園通信， 8(3): 1 

瀬能 宏 ・御宿昭彦・反田健児 ・野村智之 ・松沢防士， 1997 魚類写真資料データベース(KPM-NR)に登録された

水中写真に基づく伊豆半島大瀬|崎産魚頻目録.神奈川自然、誌資料， (18): 83-98 

i願能宏 ・川本剛志 ・脇坂裕， 1997 アカナマダ(稚魚)伊豆海洋公園通信， 8(4): 1 

普及的著作等

瀬能宏， 1996. SUPER FISH W ATCHING GUIDE， No. 37 わかりづらい魚を見分けよう (37) クロハギの仲

間(I) 月刊ダイパー4月号， 17(4): 188-190. 

瀬能宏，1996. SUPER FISH W ATCHING GUIDE， No. 38.わかりづらい魚を見分けよう (38) クロハギの仲

間(II).月刊ダイパー5月号，17(5): 159-161. 

機!能 宏， 1996. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 39.わかりづらい魚を見分けよう (39):フグの仲間(I).

月刊ダイパ-6月号， 17 ( 6): 166-168 

j頼能 宏， 1996 サンゴ礁の魚、たち・誰がこの楽園を守れるのか?Toba Super Aquarium， (18): 14-15 

i頼能 宏， 1996. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 40 わかりづらい魚を見分けよう (40)・フグの仲間(II).

月刊ダイパー7月号， 17(7): 151-153. 

瀬能 宏，1996.レッドデータ淡水魚の分類上の問題 神奈川県立生命の星 -地球博物館編，追われる生きものたち・

神奈川県レッドデータ調査が語るもの， pp. 76-77.神奈川県立生命の星 -地球博物館，小田原

i願能 宏， 1996. SUPER FISH W A TCHING GUIDE， No. 41.わかりづらい魚を見分けよう (41) アカマツカサ

の仲間.月刊ダイパー8月号， 17(8): 182・183.

瀬能宏， 1996 神奈川の自然シリーズ2・相模湾の魚類相研究の現状と今後.自然科学のとびら， 2(3):22. 

瀬能 宏， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(26):ギパチ 8月27日付け神奈川新聞

瀬能 宏， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(27):ホトケドジョウ.8月28日付け神奈川新聞.

i将i能宏， 1996. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 42 わかりづらい魚を見分けよ う(42):イ ットウダイ

の仲間月刊ダイパ-9月号， 17(9): 194-196 

i頼能 宏， 1996.SUPER FISH W ATCHING GUIDE， No. 43 わかりづらい魚を見分けよう (43) トラギスの仲

間(1).月刊ダイパー10月号， 17(10): 186-187. 

瀬能 宏， 1996. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 44 わかりづらい魚を見分けよう (44): トラギスの仲

間(II).月刊ダイパー11月号， 17(11): 60-61 

榔l能宏， 1996. SUPER FISH W ATCHING GUIDE， No. 45 わかりづらい魚を見分けよう (45):タカノハダイ

の仲間月刊ダイ J~'- 12 月 号， 17(12): 94 
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イの仲間(I).月刊ダイパー1月号， 18(1): 140-141 

I軌能 宏，1997. SUPER FISH WATChl.ING GUIDE， No. 47.わかりづらい魚を見分けよう (47) キンチャクダ
イの仲間(II).月刊ダイパー2月号， 18(2): 169-171. 

瀬能宏， 1997. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 48.わかりづらい魚を見分けよう (48) キンチャクダ

イの仲間(III)月刊ダイパ-3月号， 18(3): 148-150 

被i能 宏， 1997.あごつきの魚、の登場神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp. 76-77;もっとも繁栄している魚一硬骨魚類 同書，pp. 78-79;高度な知覚を持った魚一軟骨魚類ー同書，

pp. 80-81;謎の魚・シーラカンス 同書， pp. 82-83;相模湾の死滅回遊魚、同書，pp. 134-135 有隣堂，横浜

学会発表等

瀬能 宏ー魚類の水中写真の博物館における資料的価値と初l究への応用例.1996年度日本魚類学会年会， 1996年10月

2~ 3 日，北海道大学水産学部.

苅部治紀 (かるべはるき) 動物学(昆虫類)

本論文

Karube H.， 1996. A new cerambycid beetle of the genus Rosalia(Coleoptera， Cerambycidae) from Sumatra 

Elytra， Tokyo， 24(1): 159-162 

Karub巴 H.，1997. A new sp巴ciesof the genus Oligoaeschna( Odonata， Aeshnidae) from Sumatra. Bull. Ka 

nagawa prefect. Mus. (Nat. Sci.)， (26): 47-49 

短報

苅部治紀， 1996 屋久島におけるホソコパネカミキリ属の採集例.月刊むし (309):38 

苅部i台紀， 1996 アマミスジアオゴミムシの夜間における採集例.月刊むし (310):8 
苅部治紀， 1996.愛)11町でダイミョ ウアト キリゴミムシを採集神奈川虫報，(116): 14 
苅部治紀， 1996.キベリカタビロハナカミキリを西丹沢で採集ー神奈川虫報，(116): 31 

苅部治紀， 1996.神奈川県内からの甲虫数種の記録.神奈川虫報，(116): 32 

苅部治紀，1996 ツヤキベリくんの近況 プテロニュース， (16): 7-9 

苅部治紀， 1997. 59年目にして日の目を見た神奈川県未記録のアオへリアオゴミムシについて.神奈川虫報，(118)・

35-36. 

苅部治紀， 1997 愛川町にホソパミズヒキモ健在 FLORAKANAGAWA， (43): 475 

著作 ・著書 ・調査報告書 ・資料集等

苅部治紀， 1996 絶滅に瀕する小笠原のトンボたち石井実 ・大谷間IJ.常喜豊編，日本動物大百科 8，昆虫1，
p.76 平凡社，東京

笠原須磨生 ・苅部治紀， 1997.丹沢山地の昆虫類，⑤歩行虫類.神奈川県公園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査団企

画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書， 丹沢山地動植物目録， pp.184-195 神奈川県環境音1)，横浜

苅部治紀・ 岸一弘， 1997.丹沢山地の昆虫類，⑫ トンボ類神奈川県公園協会・丹沢大山自然環境総合調査団企画委

員会編， 丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録， pp.284-289 神奈川県環境部，横浜.

普及的著作等

高桑正敏 ・苅部治紀， 1996 神奈川県の昆虫相の特徴とレッドデータ種神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追わ

れる生きものたち-神奈川県レッドデータ調査が語るもの，pp.80;レッドデータ昆虫図鑑.同書， pp.81-93. 

神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原

苅部治紀，1996.トンボが消えてゆく.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち:神奈川県レ ッ

ドデータ調査が語る もの， pp.98-99;コオイムシ属の逆転現象. 同書， pp.102.神奈川県立生命の星・地球博物

館， 小田原.

苅部治紀，1997 巨大な昆虫.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話 誕生から46億年， pp.100-

1 01 ; 奇妙な 71:~の昆虫.同書， pp.102-103;クワガタの形いろいろ 同書， pp.104-105;雑木林の生きものたち

同書， pp.146-147;危機に追い込まれた水辺の昆虫たち.同書， pp.176-177 有隣堂，横浜

苅部治紀， 1996.学芸員研究ノート、照葉樹林を舞うミナミヤンマ 自然科学のとびら， 2(4):26 

jlJ部治紀，1997.神奈川の水辺はいまみどり ，(25): 4-5 

苅部治紀， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(31):オオセスジイトトンボ オオモノサシトンボ 9

月3日付け神奈川新聞

苅部治紀， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(32) アオハダトンボ 9月4日付け神奈川新聞

苅部治紀， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(33) ヒヌマイトトンボ 9月5日付け神奈川新聞

苅部治紀， 1996 追われる生きもの 地球博物館特別展から(35) コオイムシ 9月7日付け神奈川新聞

苅部治紀， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(36):タガメ :9月10日付け神奈川新聞

苅部治紀， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(37) ゲンゴロウ.9月11日付け神奈川新聞ー

佐麓武宏 (さとうたけひろ) 動物学(無脊椎動物)
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総説

小出良幸 ・山下浩之 ・佐藤武宏， 1997.惑星進化論へのアプローチ 要因と概要神奈川県立博物館研究報告(自然
科学)， (26): 1-25. 

著作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等

平田大二 ・小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏， 1996 地球環境学習ニーズに応える新しい博物館活動

神奈川県の環境学習実態調査報告書(1995)から一神奈川地学，(75): 38-44. 
普及的著作等

佐藤武宏 ・松島義章， 1997，ミュージアムブック レット(3)貝からの伝言一員殻に残された情報から貝類の進化・

環境の変化を探る • 64pp 神奈川県立生命の星 -地球博物館，小田原.

小出良幸 ・平田大二 ・新井田秀一 ・111下浩之 ・佐藤武宏， 1996 生命の星 ・地球物語(7)酒匂川地学散歩一石の
巻ー. 32pp オールプランナー，小田原.

佐藤武宏 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・小出良幸 ・平田大二， 1996生命の星 ・地球物語(17): 酒匂川地学散歩一地形
の巻一.32 pp オールプランナー，小田原.

佐藤武宏，1996巻貝の不思議.ガニメデ， 1996年12月号:7-8. 

地球環境学習プログラム開発グループ(小出良幸 ・平田大二 ・111下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏)， 1997石 ・大

地・地球をみる一地球講座 45pp.神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原.

佐藤武宏， 1997早すぎた海の王者の登場.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46

信、年， pp.42-43;天然、のタイムカプセルーコハク 同書，pp.54-55;生き残るための戦略同書， pp.130-131;進

化の生き証人ー同書， pp.132-133;黒潮に運ばれてきたタカラガイ 同書，pp.136-137.有隣堂，横浜

生出 智哉 (おいづる としゃ) 植物学(非維管束横物)

著作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等

高木典雄 ・生出智哉 ・吉田文雄，1996.コケの世界 箱根美術館のコケ庭.174pp東方書林，東京.

生出智哉， 1997蘇苔類大磯町史9]J1j編自然データ集 pp.45-49;地衣類 同書， pp.50-51.大磯町，大磯

吉田文雄 ・生出智哉 ・児玉規子 ・乙昨啓太郎，1997.植物相とその特色，蘇苔類 ・地衣類.神奈川県公園協会 -丹沢

大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書， pp559-564神奈川県環境部，横浜

吉田文雄 ・生出智哉 ・児玉規子， 1997.丹沢山地の辞苔類・地衣類神奈川県公園協会 -丹沢大山自然環境総合調査

因企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録， pp.383-389.神奈川県環境部，横浜

普及的著作等

生出智哉， 1996大気汚染を知る リトマス試験紙“ウメノキゴケ" アウ トドア， 162: 103. 

生出智哉， 1996.生命をはぐくむ「ゆりかご」ミズゴケ湿原アウ トドア， 163: 87 

生出智哉，1996.私たちの身辺から姿を消しつつある「レyドデータ」生物.アウトドア，164: 87 

生出智哉，1996箱根のコケ 自然科学のとびら，2(4): 30. 

生出智哉， 1996有機物を分解するきのこ一木材腐朽菌 化学と教育， 45(1): 14-15 

生出智lijt，1996 ブータ ンのきのこ ブータン， 54: 313-316 

生出智哉， 1997.生態系を支える菌類.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編 3 地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp160-161有隣堂，横浜.

生出智哉， 1997.ブータン王国で食べられている野生きのこ くさびら， 19・9-11.

高橋昭善 ・生出智哉， 1997生命の星 地球物語(18):神奈川の海藻.32pp.オールプランナー，小田原

勝山 輝男 (かつやまてるお) 植物学(維管束植物)

総説

勝山輝男 ・高橋秀男 ・城川四郎 ・秋山 守 .133ヰI徳久， 1997植物相とその特色，種子植物・シダ植物神奈川県公

園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書， pp.543-558 神奈川県

環境部，横浜.

短報

田中徳久 ・勝山輝男， 1997神奈川県から発見された帰化植物ヌカイトナデシコについて.神奈川自然、誌資料，(18) 

23-25 
著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

勝山輝男， 1996神奈川県産スゲl胃植物図解 4pls.+82pp.神奈川県立生命の星 ・地球博物館， 小田原
!勝山輝男，1996.植物相と植生の研究史植物相大和市編，大和市史8(上)日Ij編自然、，pp.117-119;神奈川県の植

物相と大和市ー 同書， pp.124-130;注目すべき植物同書， pp.136-146;絶滅種同書， pp.146-148;帰化植物.

同書， pp.148-151;大和市の動植物目録維管束植物同書， pp.379-414大和市，大和J.
勝山輝男 ・高橋秀男 ・城川凹郎 ・秋山 守 ・田中徳久 1997.丹沢山地の種子植物 ・シダ植物神奈川県公園協会 ・

丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録，pp. 331 

382.神奈川県環境部，横浜.
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勝山輝男 ・木場英久・高橋秀男 ・田中徳久， 1997.植物相神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一曽我谷津弓張の滝地区一，pp. 31-70 神奈川植物研究会， 小田原

勝山輝男 ・木場英久 ・高橋秀男 ・田中徳久， 1997.植物相神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書 入生田吾性沢地区一，pp. 37-90 神奈川植物研究会，小田原.

勝山輝男， 1997 維管束植物標本データベースの標準化科学博物館における標本資料データベースの標準化に閑す

る調査研究委員会編，標本資nデータベースの標準化に関する調査研究報告書， pp.7-9;フランスとイギリスの
ハーバリウムにおける植物標本資料のデータベース化。同報告書， pp.50-52 全国科学博物館協会，東京

普及的著作

勝山輝男， 1996.自然、と人間のおりあい方.まなぶ， (450)・57-63. 

)}:持山輝男 ・木場英久 ・田中1!a久， 1996.生命の星 ・地球物語(9)一箱根の花…夏.33pp オールプランナー， 小田原
)JJf山輝男 ・木場英久 ・田中徳久， 1996.生命の星 ・地球物語(10)守箱根の花…秋 32pp.オールプランナー，小田原
勝山輝男， 1996 ヌカボ一週刊朝日百科植物の世界， 10(118): 298-299;ノガリヤス.同誌，10(118): 299-301. 

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男， 1996 レッドデータ植物図鑑 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追

われる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が語るもの，pp. 12-32.神奈川県立生命の星地球博物館， 小

田原

l路山輝男， 1996 水辺と草地の植物が危ない神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち 神奈川

県レッドデータ調査が語るもの， pp.34-35 ;神奈川県植物誌2000計画と植物分布のモニタリング 同書， pp.12 

0-121 神奈川県立生命の星地球博物館，小田原.

勝山輝男， 1996.ヒナチドリ 自然科学のとびら， 2(3):17. 

勝山輝男， 1996.森の図鑑植物記(15)樹幹に咲くラン森の友，(17): 6. 

勝山輝男， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(2):キキョ ウ.7月24日付神奈川新聞

l勝山輝男，1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(3)ーヤブムグラ.7月25日付神奈川新聞

!f:益山輝男， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(8):オオモミジガサ 8月1日付神奈川新聞

勝山輝男， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(9):ミクリ .8月2日付神奈川新聞ー

!勝山輝男， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(13) ホシクサ 8月8日付神奈川新聞.

勝山輝男， 1996.神奈川県のレッドデータ植物京浜分化， 38(1): 13-21 

勝山輝男， 1996.コキツネノボタンお玉ケ池に健在 FLORAKANAGAWA， (43): 470 

勝山輝男， 1996.神奈川県植物誌の改訂，自然科学のとびら， 2(4): 27 

勝山輝男， 1997.冬芽の観察 16pp 神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原

勝山輝男， 1997.熱帯多雨林を象徴する板根神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から

46億年， pp.88-89;熱帯多雨林で繁栄したラン科植物.同書， pp.90-91;草原に広がるイネ科植物.同書， pp.94-

95;フォ ッサマグナ要素の植物同書， pp.144-145;消える水草。同書，pp.168-169.有隣堂，横浜

学会発表等

田中徳久 ・勝山輝男 ・木場英久・高橋秀男.神奈川県から近年報告された日本新産の帰化植物 日本植物分類学会

第27回大会， 1997年3月21~ 23 日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館ー

勝山輝男・木場英久 ・田中徳久 -高橋秀男ー神奈川県植物誌2000について 日本植物分類学会第27回大会，1997年3

月21~ 23 日，神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

木場英久 (こばひでひさ) 植物学 (維管束植物)

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

l勝山輝男 ・木場英久・高橋秀男・田中徳久， 1997 植物相神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一曽我谷津弓張の滝地区一， pp. 31-70神奈川植物研究会， 小田原

勝山輝男 ・木場英久 ・高橋秀男 ・田中徳久， 1997 植物相神奈川植物研究会編， 小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一入生田吾性沢地区一， pp. 37-90 神奈川植物研究会，小田原.

普及的著作

木場英久，1996.新収資料紹介:カーティスのボタニカル ・マガジンー自然科学のとびら， 2(2):16 

木場英久， 1996.スズメノ カタピラ.週刊朝日百科植物の世界， 10(118):314. 

木場英久， 1996.ウシノケグサー週刊朝日百科植物の世界， 11(121): 2-3. 

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久， 1996.生命の星・地球物語(9)箱根の花…夏.33pp オールプランナー，小田原

勝山輝男 ・木場英久 ・田中帯、久， 1996 生命の星 ・地球物語(10)箱根の花…秋 32pp.オールプランナー， 小田原。

木場英久， 1996.神奈川のレッ ドデータ植物神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち 神奈川

県レッドデータ調査が語るもの，pp.10-11;標本を作ろう 同書，p.122 神奈川県立生命の星地球博物館， 小田

原.

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男， 1996.レッドデータ植物図鑑.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追

われる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が語るもの， pp. 12-32 神奈川県立生命の星地球博物館，小

田原.
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木場英久， 1996追われる生きもの 地球博物館特別展から(4):オキナグサー 7月26日付け神奈川新聞

木場英久， 1996 追われる生きもの一地球博物館特別展から(5):ヤシャイノデ¥7月27日付け神奈川新聞

木場英久， 1996追われる生きもの 地球博物館特別展から(6):クマガイソウ.7月30日付け神奈川新聞

木場英久， 1997 海から陸上に進出した植物神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの缶詰一誕生から

46億年， pp.50-51;陸上植物の進化.同書， pp.52-53;草原に広がるイネ科植物.同書， pp.94-95 有|燐堂，横浜ー

学会発表等

木場英久 ・星野卓二 ネパール産イチゴツナギ属植物(イネ科)の染色体数。日本植物分類学会第27回大会， 1997年3

月21~ 23 日，神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

田中徳久 ・勝山輝男 ・木場英久 ・高橋秀男 神奈川県から近年報告された日本新産の帰化植物 日本植物分類学会

第27回大会， 1997年3月21~23 日， 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

勝山輝男・木場英久 ・田中倍、久 ・高橋秀男。神奈川県地物誌2000について 日本植物分類学会第27回大会， 1997年3

月21~ 23 日，神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

田中徳久 (たなかのりひさ) 植物学(生態)

総説

勝山輝男・高橋秀男 ・城川四郎・秋山 守・田中徳久， 1997植物相とその特色，種子植物 ・シダ植物利l奈川県公

園協会・丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編3 大山自然環境総合調査報告書， pp.543-558 神奈川県環境

部，横浜

短報

田中徳久・勝山輝男， 1997神奈川県から発見された帰化植物ヌカイトナデシコについて神奈川自然誌資料， (18) 

23-25. 

著作 ・著書 ・調査報告書 ・資料集等

田中徳久， 1996植物相と植生の研究史植生.大和市史8(上)別編自然， pp.119-120;植生の概要同書， pp. 13 

0-131;代表的な植物群落同書， pp.131-136;下鶴間公所地区植物同書， pp.194-233;上草柳泉の森植物

同書， pp.265-297;上和田野鳥の森植物同書， pp.323-334;大和市の動植物目録植物群落.同書， pp.414-418. 

大和市，大和

勝山輝男・高橋秀男-城川四郎・秋山 守・田中徳久， 1997.丹沢山地の種子植物・シダ植物.神奈川県公園協会 ・

丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書，丹沢山地動植物目録， pp.331 

382.神奈川県環境部，横浜.

勝山輝男 -木場英久 ・高橋秀男 ・田中徳久， 1997植物相判l奈川植物研究会編， 小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一曽我谷津弓張の滝地区 ， pp.31-70神奈川植物研究会，小田原

田中徳久， 1997植生神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報告書一入生田吾性沢地区 ， pp.6-36 

神奈川植物研究会，小田原

勝山輝男 ・木場英久・高橋秀男 ・田中徳久， 1997植物相神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一入生田吾|生沢地区一，pp.37-90神奈川植物研究会，小田原.

普及的著作

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男， 1996 レッドデータ植物図鑑.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追

われる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が語るもの， pp. 12-32.神奈川県立生命の星地球博物館， 小

田原

田中徳久， 1996治水で消えるカワラノギク.神奈川県立生命の星・地球博物館編3 追われる生きものたち.神奈川

県レッドデータ調査が語るもの， pp.36-37;レッドデータ生物調査その後一植物の場合一.同書， pp.46-47.神奈川

県立生命の星 ・地球博物館， 小田原

田中徳久， 1996.タンポホ。のはなし.教材ニュース， (1725)付録:1-4 

田中徳久， 1996.生命の星 ・地球物語(6):雑木林の植物.31pp オールプランナー， 小田原.

勝山輝男・木場英久 ・田中徳久， 1996.生命の星・地球物語(9):箱根の花…夏 33pp.オールプランナー， 小田原

勝山輝男・木場英久・田中徳久， 1996生命の星・地球物語(10) 箱根の花…秋 32pp オールプランナー，小田原.

田中徳久， 1996追われる生きもの 地球博物館特別展から(11) カワラノギク 8月6日付け神奈川新聞.

田J:t徳久， 1996.追われる生きもの 地球博物館特別展から(12):キ:ソエビネ.8月7日付け神奈川新聞ー

問中徳久， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(14):ヤマブキソウー8月9日付け神奈川新聞

田中徳久，1996.生命の星・地球博物館のボランティア 自然科学のとびら， 2(3):19 

田中徳久・高橋秀男，1996.神奈川の植物は今.プランタ， (49): 9-14. 

田中徳久， 1997.大空を滑空する種子神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp.92-93;氷期を生き抜いたブナ林同書，pp.142-143;水田から森林への選移同書， pp.150-151;治水で消え

るカワラノギク， 同書， pp.170-171 有隣堂，横浜

学会発表等

田中徳久・勝山輝男・木場英久・高橋秀男.神奈川県から近年報告された日本新産の帰化植物.日本植物分類学会
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第27回大会， 1997年3月21~23 日，神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館.

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男神奈川県植物誌2000について 日本植物分類学会第27回大会， 199711三3

月21~23 日 ， 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

松島義章 (まつしまよしあき) 古生物学(貝類)

本論文

松島義章， 1996. 7也子遺跡群NO.1-B地点の海成沖積層貝化石とその14C年代測定ーかながわ考古学財団報告書，11. 

池子遺跡、群 No.1-C地点，pp.443-452.かながわ考古学財団，横浜ー

近藤康生 ・鎮西清高 ・菅野三郎 ・松島義章， 1996鮮新統池子層のシロウリガイ類群集の種組成，産状とタフォノミー.

化石， (61): 55-58. 

松島義章， 1996.員類群集による完新世の環境変選一横浜南部金沢八景の平潟湾を例としてー.関東平野， (4):11-

24 

田口公則 ・松島義章， 1997.大磯丘陵における大磯層及び鷹取山喋岩層産の員化石 神奈川自然誌資料，(18): 13-

22 

松島義章， 1997 池子遺跡群No.6地点Gトレンチの海成沖積層産貝化石ーかながわ考古学財団報告書， 26.池子遺跡

群 NO.6地点， pp.21-36.かながわ考古学財団，横浜

松島義章， 1997 池子遺跡群No.7東地点東地区第45井戸壮(中世末 -戦国時代16世紀)出土の異類 かながわ考古

学財団報告書，26 池子遺跡群 NO.7地点， pp.37-38.かながわ考古学財団，横浜

著作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等

松島義章， 1997.大須賀川低地の沖積層に見られる員化石群集ー大栄町史編さん委員会編，大栄町史自然編， pp.312-3 

19.大栄町，千葉.

松島義章，1997.池子遺跡群No.l-B地点の海成沖積層貝化石とその14C年代測定.かながわ考古学財団報告書， 11

池子遺跡群 NO.1-C地点，pp.443-452.かながわ考古学財団，横浜

松島義章.7賓田隆士 ・大島光春樽 創・板橋義美 ・田口公買1]， 1997.棋井欽一コレクシション標本目録第 1集

化石~地質時代を彩る化石標本神奈川県立|専物館資料目録(自然科学)， (10): 20pls. +pp.3-106 神奈川

県立生命の星 ・地球噂物館， 小田原

青池 寛 ・門田真人 -末包鉄郎 相川弘二 ・松島義章 ・川手新一・ 山下浩之・栴沢俊一 ・今永 勇， 1997 丹沢山

地ならびに周辺域の地質.神奈川県公園協会 ・丹沢大111自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境

総合調査報告書，pp.24-63神奈川県，横浜

普及的著作等

松島義章， 1996 化石は語る一県立地球博物館特別展から(6):ホタテガイ 海岸線は愛川町付近.4月23日付け神奈

川新聞

松島義章， 1996 最終間氷期から現在まで 小池一之 ・太田陽子編，変化する日本の海岸.pp.22-41 古今書院，東

京

町田 洋 ・松島義章，1996 隆起した完新世段丘tjt積物中の鬼界アカホヤテフラー神奈川県中村原一日本第四紀学

会第四紀露頭集編集委員会編，第四紀露頭集 日本のテフラ p.lO.日本第四紀学会s東京.

松島義章， 1996博物館紹介 神奈川県立生命の星 ・地球博物館.じっき ょう理科資料， (40): 12-14 実教出版，

東京

長谷川善和・松島義章 -伊藤 慎， 1996. (座談会)神奈川県愛J[1 [町・中津層の化石にみる 250万年前の自然と生
きものたち.有那， (347): 1-3 有隣堂，横浜ー

松島義章， 1996.新収集資料紹介. 標井コレク ションの魅力~地質時代を彩る化石標本~ー自然科学のとびら， 2(4) 

32 

菅原喜雄 ・真鍋俊照 ・松島義章 ・五十嵐耕一 ・鷲塚泰光， 1997.(座談会)全国博物館大会を振り返って博物館研

究)32(1)ー 4-12.

佐藤武宏・松島義章， 1997，ミ ュージアムブック レット(3):員からの伝言 貝殻に残された情報から員類の進化 -

環境の変化を操る-.64pp 神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原.

松島義章， 1997.湯河原沸石 神奈川県教育月報， 378(23): 1，神奈川県教育庁，横浜

松島義章， 1997.粘板岩のなかの四億年前の生きもの.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一

誕生から46億年，pp.44-45;アンモナイトの壁。問書)pp.46-47;南の海からやってきた丹沢.同書， pp.1l4-1l5; 

神奈川にもゾウがいた同書， pp.122-123;豊かな縄文時代の海同書，pp.126-127;深くて大きかった相模湾.

同書， pp.128-129.有隣堂，横浜.

松島義章， 1997.奥伊勢湾のハイガイ.新修名古屋市史編集委員会編，新修名古屋市史 8，自然編， pp.182-183 名

古屋市，名古屋

学会発表等

松島義章.横浜南部の金沢八景平潟湾低地における地形発達史 日本地質学会第103年学術大会，1 996~三4月 3 日 ，東

北大学
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松島義章.貝類からみた完新世における日本列島沿岸環境の変遷.j:ft積学研究会1996年春季研究集会， 1996年5月11
日，神奈川県立生命の星 ・地球博物館

松島義章 日本列島沿岸に生じた7500年前のイベントー第14固化石研究会学術講演会， 1996年6月1日，神奈川県立生

命の星・地球博物館

松島義章.温暖種からみた日本列島沿岸の縄文海進に伴う環境変選一7500年前に注目して 日本第四紀学会，1996年

8月23日，東京大学

太田陽子 ・鈴木康弘 ・渡辺満久 .I峯 祥 ・松島義章・鹿島 薫 ・松原彰子・ 叶内敦子 ・吾妻 崇 ・小林真弓・金

幸隆.佐渡田中平野南西部における沖積層のボ リング調査と予察的考察.1997年度日本地理学会秋季学術大

会， 1996年10月5日，岐阜大学.

松鳥義章温暖系種が示す7500年前の日本列島沿岸の自然環境.日本古生物学会1997年年会， 1997年2月1日，京都

大学.

樽 創 (たるはじめ)古生物学(晴乳類)

本論文

Taru， H.， 1997. The comparison of scapula and humerus of Stegodonαurorae with p，αJαeoloxodon nαμmαnn~， 

Odontology ( 1 ): 58-60 

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

松島義章 ・1賓田隆士 ・大島光春-樽 創 ・板橋義美 ・田口公則， 1997 概井欽一コレク シション標本目録第 l集

化石~地質時代を彩る化石標本~ 神奈川県立博物館資料目録(自然科学)， (10): 20pls. +pp.3-106 神奈川

県立生命の星 ・地球博物館3 小田原.

普及的著作

僧 官1]， 1997 パレオパラドキシアとデスモスチルス 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一

誕生から46億年， pp.120-121;ヒトに食べられたマストドンゾウー同書， pp74-75; ゾウの牙は進化の産物.同

書， pp.72-73 有隣堂，横浜

縛創， 1997 学芸員研究ノート・ 化石動物群 自然科学のとびら， 3(1): 2. 

樽創， 1997.ミュージアムブックレッ ト(2 ):絶滅した生物 パレオパラドキシアとデスモスチルス- 51pp.神

奈川県立生命の星 ・地球博物館， 小田原

大島光春 (おおしまみつはる) 古生物学 (11南乳類)

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

松島義章 ・1賓田隆士 ・大島光春 ・樽富IJ.板橋義美 ・田口公則 1997.t~井欽一 コレクシション標本目録第 1 集

化石~地質時代を彩る化石標本~ 神奈川県立博物館資料目録(自然科学)， (10): 20pls. +pp.3-106 神奈川

県立生命の星 ・地球博物館，小田原

普及的著作

大島光春， 1996.化石は語る 県立地球博物館特別展から(4)ー絶滅したウミガメ 4月21日付け神奈川新聞.

大島光春， 1996.化石は語る 県立地球博物館特別展から(5):5メートルの巨大ザメ 4月22日付け神奈川新聞

大島光春， 1996.北アメリカ東部の博物館を訪ねて 自然科学のとびら， 2(2): 11. 

大島光春， 1997.足跡は生態の情報源.神奈川県立生命の星・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生から46億年，

pp.48-49;巨大な肉食恐竜・ティラノサウルス 同書，pp.60-61;魚竜は「向虫類版イルカJ.同書，pp.62-63; 
よく見れば鳥じゃない「翼竜J.同書， pp.64-65有隣堂，横浜.

今永 勇 (いまながいさむ) 地質学(岩石)

短報

今永勇 ・杉山 茂夫， 1997.山北町丸山から産出した奈|プチロール沸石神奈川自然誌資料， (18): 9-11 

著作・ 著書 ・報告書 ・資料集等

青池寛 ・門田真人 ・末包鉄郎 相川弘二 ・松島義章 ・川手新一 ・山下浩之・梅沢俊一 ・今永勇， 1997 丹沢山地な

らびに周辺域の地質.神奈川県公園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合

調査報告書， pp.24-63神奈川県環境部，横浜.

普及的著作等

今永 勇， 1996.学芸員研究ノート:酒匂川上流のリップルマークー自然科学のとびら， 2 (3): 18 

平田大二 (ひらただいじ) 地質学(岩石)

著作 ・著書 ・調査報告書 ・資料集等

Hirata， D.， H. Yamashita， H. Taniguchi， T. Nishikawa， K. Aoike， M. Suzuki， N. Saito， K. Suga and M 

Arima， 1997. Evolution of a volcanic edifiωin the Izu-Ogasawara (Bonin) arc: Lithological characteristics 

of a 1500 meter cor巴samplein I-Iachijojima. Bull. Kanagawa prefect. Mus. (Nat. Sci.)， (26): 57-88. 
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平田大二 ・小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏， 1996.地球環境学習ニーズに応える新しい博物館活動一

神奈川県の環境学習実態調査報告書(1995)から一 神奈川地学， (75): 38-44 

平田大二 ・猪俣道也，1997.朝鮮半島北部の先カンブリア系調査全地球史物理的地球環境の日常性とイベント(科

学研究費補助金重点領域研究I:I~ 間報告書 ) ， 24-31 

普及的著作等

小出良幸 ・平田大二 ・新井田秀一 ・山下浩之 ・佐藤武宏， 1996. 生命の星・地球物語(7):酒匂川地学散歩一石の

巻 32pp オーjレプランナー，小田原

佐藤武宏 ・山下浩之 ・小出良幸・新井田秀一 ・平田大二，1996 生命の星 ・地球物語(17):酒匂川地学散歩一地形

の巻 32pp オールプランナー， 小田原

地球環境学習プログラム開発グループ (小出良幸・平田大二 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏)， 1997.石 ・大

地 ・地球をみる一地球講座 45pp.神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原.

平田大二，1997曹長石.自然科学のとびら.3(1):1. 

学会発表等

平田大二 ・猪俣道也 朝鮮半島の地殻進化について-Peak(1995)論文の紹介を中心に一.日本地質学会第103年学術

大会， 1996:4三4月3日，東北大学川内北キャンパス

Taniguchi， H.， K. Suga， D. Hirata， H. Yamashita， K. Aoik巴 andT. Nishikawa. Evolution of a volcanic 

巴dificeon the Izu-Bonin Arc: Description of 1500m all cored boring samples in Hachijo-jima. IBM 

arc system workshop， g巴ochemicaland geophysical studies of the Izu-Bonin-Mariana arc system: 

cooperativ巴 studi巴sbetween Japan and the United States， 27-28 July 1996， Hayama Syonan Villag巴.

平田大二 ・山下浩之 -谷口英嗣 f菅香世子・西川正・ 青池寛・有馬 曇・鈴井正和八丈島東山火山の深層

ボーリングコア岩相記載、伊豆一小笠原弧火山島の成長発達史を探る.日本火山学会1996年度秋季大会， 1996年

10月6日，東京都大島町大島総合開発センター

平田大二.太古代TTGの実験岩石学ー全地球解読計画とる班 -とけい班合同集会， 1997年2月16日，東京工業大学本

官官.

平田大二 ・広瀬敬・丸山茂徳ダイアモンド法を用いた角閃岩融解実験-K-rich花首l岩質メ jレトの形成一.地球

惑星科学関連学会1997年合同大会，1997年3月26日，名古屋大学東山キャンパス

平田大二 ・山下浩之・谷口英嗣 ・西川 正 ・青池寛 ・鈴井正和・斎藤紀子 ・菅 香世子 ・有馬 員伊豆一小笠

原弧火山島の成長発達史を探る 八丈島東山火山の深層ボーリングコア (N2-HJ-4)岩相記載地球惑星科学

関連学会1997年合同大会，1997年3月25日，名古屋大学東山キャンパス.

小出 良幸 (こいでよしゆき) 地質学(地球化学)

総 説

小出良幸 ・山下浩之 ・佐藤武宏， 1997 惑星進化論へのアプローチ:要因と概要 神奈川県立博物館研究報告 (自

然、科学)， (26): 1-24 

本論文

Sano， S.， K. Tazaki， Y. Koide， T. Nagao， T. Watanabe and Y. Kawachi， 1997. Geochemistry of dike rocks 

in Dun Mountain Ophiolite， Nelson， New Zealand. New Zealand Journal of Geology and Geophysics， 

40: 124-136 

著作 ・著書 ・調査報告書 ・資料集等

平田大二 ・小出良幸 ・山下浩之・新井田秀一 ・佐藤武宏，1996 地球環境学習ニーズに応える新しい博物館~神奈

川県の環境学習実態報告書 (1995)から~ 神奈川地学，75・38-44

普及的著作

山下浩之 -小出良幸， 1996 生命の星 ・地球物語(5)伊豆 ・箱根 ・丹沢の火山 32pp オールプランナー， 小田

原.

小出良幸・平田大二 ・新井田秀一 ・山下浩之 ・佐藤武宏， 1996. 生命の星 ・地球物語(7):酒匂川地学散歩一石の

巻一.32pp.オールプランナー，小田原.

小出良幸.1996 生命の星 ・地球物語(14) 誕生石の図鑑 32pp.オールプランすー，小田原.

佐藤武宏 ・山下浩之 ・小出度幸 ・新井田秀一 ・平田大二，1996 生命の星・地球物語(17):酒匂川地学散歩一地形

の巻 32pp オールプランナー， 小田原.

小出良幸 -新井田秀一，1996 海底の化石ーオフィオライト 自然科学のとびら， 2(2):13 . 

小出良幸， 1997 地球を作る. ガニメデ， 1997年2月号・ 7-8

地球環境学習プログラム開発グループ (小出良幸 ・平田大二 ・山下浩之・新井田秀一 ・佐藤武宏)， 1997.石 -大

地 ・地球をみる一地球講座 45pp神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原

新井田秀一 (にいだしゅういち) 環境科学(海洋光学)

著作・ 著書 ・調査報告書 ・資料集等
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新井田秀一，1996 地球観測衛星ラン ドサッ トから見た神奈川神奈川地学， (75):表紙.

平田大二 ・小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一 ・佐藤武宏， 1996.地球環境学習に応える新しい博物館活動一神奈川

県の環境学習実態調査報告書(1995)からー.神奈川地学，( 75): 38-44. 

普及的著作

小出良幸 ・新井田秀一，1996 海底の岩石ーオフェオライトー自然科学のとびら， 2(2): 13 

新井田秀一，1996. 1 9 9 4年の神奈川 ・地球観測衛星ランドサット 自然科学のとびら， 2(4): 25. 

新井田秀一，1996. C G解説神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち.神奈川県レッドデータ

調査が語るもの， pp.5; CG 解説同書， p.9.神奈川県立生命の星 ・地球博物館， 小田原

新井田秀一，1997生きものどうしのつながり 神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，地球と生きもの85話一誕生か

ら46億年， pp.158-159;人類の短い歴史同書， pp.l62-163;地球観測衛星.同書， pp.l64-165.有隣堂，横浜

小出良幸・平田大二 ・新井田秀一 ・|上|下浩之 ・佐藤武宏， 1996 生命の星・地球物語(7)酒匂川地学散歩一石の

巻 32pp オールプランナ一，小田原

佐藤武宏・ 山下浩之 ・小出良幸-新井田秀一 ・平田大二，1996.生命の星 ・地球物語(17): 酒匂川地学散歩一地31~
の巻 32pp オーjレプランナー， 小田原

新j:1凶田秀一 ・山下浩之， 1996 ミュージアムブックレツ ト(4)・地球SOS一地球環境を考える一.56pp 神奈川県

立生命の星 地球博物館， 小田原

地球環境学習プログラム開発グループ(小出良幸・平田大二 ・111下浩之・新井田秀一 ・佐藤武宏)， 1997.石・大

地 ・地球をみる一地球講座-.45pp神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原

山下 浩之 (やましたひろゆき) 地質学(岩石)

総説

小出良幸 ・山下浩之 -佐藤武宏 1997惑星進化論へのアプローチー要因と概要神奈川県立博物館研究報告(自然

科学)， (26): 1-25 

短報

山下浩之， 1996西丹沢に見られる貫入岩類.神奈川地学， (75): 27-29 

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

Hirata， D.， 1-1. Yamashita， H. Taniguchi， T. Nishikawa， K. Aoik巴， M. Suzui， N. Saito， K. Suga， M. Arima， 

1997. Evolu tion of a volcanic edifice in the Izu-Ogasa wara (Bonin) arc: Lithological characteristics 

of a 1500 meter cor巴samplein Hachijojima. Bull. Kanagawa pref巴ct.Mus. (Nat. Sci.)， (26): 57-88 

青池寛・門田真人 ・末包鉄郎 ・相川弘二 ・松島義章 ・川手新一 ・山下浩之 ・栴沢俊一 ・今永勇， 1997.丹沢山地な

らびに周辺地域の地質神奈川県公園協会・丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総

合調査報告書， pp.24-63 神奈川県環境部，棋浜

普及的著作

山下浩之・小出良幸， 1996 生命の星・地球物語(5):伊豆 ・箱根 ・丹沢の火山 32pp.オールプランナー，小田

原。

小出良幸 -平田大二 ・新井田秀一 ・山下浩之 ・佐藤武宏， 1996. 生命の星・地球物語(7)・酒匂川地学散歩一石の

巻一 32pp オールプランナー， 小田原

山下浩之， 1996新収資料紹介:ダイアモンド 自然科学のとびら，2 (3) : 24. 

佐藤武宏・ 111下浩之 ・小出良幸 ・新井田秀一 ・平田大二，1996 生命の星 ・地球物語(17) 酒匂川地学散歩一地形

の巻 32pp オールプランナ一，小田原

新井田秀一 -山下浩之，1996.ミュージアムブックレット(4)地球SOS一地球環境を考える一。56pp.神奈川県

立生命の星 ・地球博物館，小田原

山下浩之， 1997.神奈川の自然シリーズー岩石の宝庫 酒匂川.自然科学のとびら，3 (1) : 6. 

学会発表

Taniguchi， H.， K. Suga， D. Hirata， H. Yamashita， K. Aoike and T. Nishikawa. Evolution of a volcanic 

edific巴 onthe Izu-Bonin Arc: Description of 1500m all cored boring samples in Hachijo-jima. IBM 

arc system workshop， geochemical and geophysical studi巴sof th巴 1zu-Bonin-Marianaarc system: 

cooperative studies b巴twe巴nJapan and the United States， 27-28 July 1996， Hayama Syonan Village. 

平田大二 ・111下浩之 ・谷口英嗣 ・菅香世子・西川 正 ・青池寛 ・有馬 異 ・鈴井正和.八丈島東山火山の深層

ボーリングコア岩相記載、伊豆 小笠原弧火山島の成長発達史を探る.日本火山学会1996年度秋季大会， 1996年

10月6日，東京都大島町大島総合開発センター
平田大二 山下浩之 ・谷口英嗣 ・西川 正 ・青池寛・鈴井正和 ・斎藤紀子 ・菅 香世子 ・有馬 虞.伊豆一小笠

原弧火山鳥の成長発達史を採る 八丈島東山火山の深層ボーリングコア (N2-HJ-4)岩相記載 地球惑星科学関

連学会1997年合同大会， 1997年3月25日，名古屋大学東山キャンパス

高橋秀男 (たかはしひでお) 植物学(維管束植物)
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総説

勝山輝男 ・高橋秀男 ・城川四郎 ・秋山 守・ 田中徳久， 1997 植物相とその特色，種子楠物 ・シダ植物.神奈川県公

園協会 ・丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書， pp.543-558.神奈川県

環境部，横浜

著作 ・著書 ・調査報告書 ・資料集等

高橋秀男 ・堀川美哉， 1996. 20フラシの肖像画となったド ソシュールおよびド ・カン ドルについて横浜植物会年

報， (25) :93-95 

高橋秀男， 1996.横浜市金沢区野島のコハクサンボク (スイカズラ科) 横浜植物会年報， (25): 33-36. 

高橋秀男 ・平林国男 ・吉沢 健， 1996 白馬村の植物 (概説) 植物地理からみた白馬村， i白馬の歩み」編纂委員
会編， i白馬の歩みJ(白馬村誌)1自然環境編， pp.340-342;植物相分類 ・地理学的な新知見と特徴的な所産
植物の解説 同書， pp.345-352;植物相白馬岳の植物研究史 pp.352-358;長野県白馬村植物目録同書， pp.42 

6-452.白馬村，長野

j勝山輝男 ・高橋秀男 ・城川四郎・秋山 守 ・田中徳久， 1997.丹沢山地の種子植物 ・シダ植物.神奈川県公園協会 ・

丹沢大山自然環境総合調査団企画委員会編，丹沢大山自然環境総合調査報告書丹沢山地動植物目録， pp.331-3 

82.神奈川県環境部，横浜

勝山輝男 ・木場英久 ・高橋秀男 ・田中徳、久， 1997 植物相.神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一曽我谷津弓張の滝地区 ， pp.31-70.神奈川植物研究会， 小田原.

j勝山輝男 ・木場英久 ・高橋秀男 ・田中徳久，1997植物相 神奈川植物研究会編，小田原市緑の環境保全地区調査報

告書一入生田吾性沢地区一，pp.37-90神奈川植物研究会， 小田原

普及的著作

高橋秀男， 1996 植物観察ノート (7)・アライト ツメクサ横浜植物会会報， 27(3)， 110 pagil1atiol1 

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 -高橋秀男， 1996.レッドデータ植物図鑑.神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追

われる生きものたち 神奈川県レッドデータ調査が語る もの， pp. 12-32 神奈川県立生命の星地球博物館，小

田原

高橋秀男， 1996.消えゆく海岸の植物神奈川県立生命の星 ・地球博物館編，追われる生きものたち 神奈川県レ ッ

ドデータ調査が語るもの，p.33 ;稀産植物を絶滅へ追いやる採取 ・売買の禁止を 同書， p.42.神奈川県立生

命の星地球博物館，小田原

高橋秀男， 1996 追われる生きもの 地球博物館特別展から(7):サツキ 7月31日付神奈川新聞.

高橋秀男， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(10):クゲヌマラン 8月3日付神奈川新聞

高橋秀男， 1996.追われる生きもの一地球博物館特別展から(15)・タヌキモ.8月10日付神奈川新聞

高橋秀男， 1996.植物観察ノート(8):ケイリュウタチツボスミ レ 横浜植物会会報， 27 (4)， 110 pagina tiol1. 

高橋秀男， 1996.ケイリュウタチツボスミレが記載された FLORA KANAGAWA， (43): 469;ニューフェイス

の浮草 ・ヒナウキクサ同誌，(43): 469. 

問中徳久 ・高橋秀男， 1996.神奈川の植物は今.プランタ， (49): 9-14 

高橋秀男， 1996. :t直物観察ノート(9): ツブラ ジイ 横浜植物会会報， 28(1)， 110 pagil1ation 

いがりまさし (高橋秀男監修)， 1996 山渓ハンデイ図鑑6 日本のスミレ 247pp.LLJと渓谷村¥東京

学会発表

高橋秀男.コウズシマヤマツツジの荷の裂開と花粉の稔生 日本植物分類学会第27回大会， 1997年3月21~ 23 日，神
奈川県立生命の星・地球博物館.

田中徳久 ・勝山輝男 ・木場英久 -高橋秀男ー神奈川県から近年報告された日本新産の帰化植物.日本植物分類学会

第27回大会， 1997年3月21~ 23 日 ， 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館ー

勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男.神奈川県植物誌2000について 日本植物分類学会第27回大会，1997年3

月21~23 日 ， 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館.

村岡健作 (むらおかけんさく) 動物学(無脊椎動物)

短 報

村岡健作，1996.チチユウカイミ ドリガニが東京湾で発見されたのはいつかーCANCER，(5): 29-30 

普及的著作等

村岡健作，1996.カニ類の幼生研究に思うこと.海洋と生物， 18(5)ー349

(5) 非常勤講師
地位、勤務先、担当者の順に記載した。

横浜国立大学教育学部非常勤講師 横浜国立大学松島義章 ・村岡健作

(6) 各種委員・役員

地位、依頼先、当館担当者の順に記載した。なお、 担当者の順は不問。
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日本鳥学会目録委員日本鳥学会 中村一恵

日本晴乳類学会移入動物対策作業部会委員日本晴乳類学会中村一恵

日本野鳥の会神奈川支部顧問日本野鳥の会神奈FII支部中村一恵
希少水生生物保存対策試験事業水鳥部会検討委員社団法人日本水産資源保護協会中村一恵

川111奇市青少年科学館協議会委員 川崎市青少年科学館仁|コ村一恵

千葉県史淘:生脊椎動物執筆委員千葉県 中村一恵

文化財保護審議会委員 厚木市教育委員会新井一政

神奈川県自然保護協会理事 神奈川県自然保護協会新井一政 ・高桑正敏 ・勝山輝男 ・;lIJ部治紀

神奈川県自然保護協会監事神奈川県自然保護協会松島義章

横浜市寺家ふるさと村四季の家管理運営委員 横浜市寺家ふるさと村新井一政

神奈川博物館協会自然部会長 十1¥1奈川博物館協会新井一政

日本鞘題学会編集委員 日本鞘遡学会高桑正敏

日本昆虫協会理事 日本昆虫協会高桑正敏

日本魚類学会庶務幹事 日本魚類学会 i相能宏
日本魚類学会評議員 日本魚類学会瀬能宏

平成8年度絶滅のおそれのある野生生物の選定 ・評価検討会(汽水 ・淡水魚類分科会)委貝 (財)自然環境研究
センタ一瀬能宏

平成8年度自然環境保全基礎調査検討会淡水魚類分科会作業部会検討員 環境庁 瀬能宏

大磯町史執筆委員大磯町生出智哉

川崎市文化財調査員 川崎市教育委員会生出智哉

神奈川キノコの会本部幹事神奈川キノコの会生出智哉

神奈川県植物ときのこの会庶務幹事神奈川県植物ときのこの会生出智哉

日本植物分類学会第27回大会会長日本植物分類学会勝山輝男

日本植物分類学会第27回大会準備委員日本植物分類学会生出智哉 ・木場英久 ・田1:1-1徳久・高橋秀男

神奈川県植物誌調査会運営委員や11奈川県植物誌調査会勝山輝男・木場英久 ・田中徳久 ・高橋秀男

神奈川県植物昔、2000作業委員 勝山輝男 ・木場英久 ・問中徳久 ・高橋秀男
神奈川県植物誌調査会事務局神奈川県植物誌調査会勝山輝男 ・木場英久-田中徳、久

札幌市博物館建設準備委員会施設環境専門部会委員札幌市教育委員会勝山輝男

科学系博物館における標本資料データベースの標準化に関する調査研究委員全国科学時t物館協会勝山輝男

データベース委員長ヒマラヤ植物研究会木場英久

東京大学総合研究博物館客員研究員東京大学総合研究博物館木場英久

横浜植物会運営委員横浜植物会田中徳久

生涯学習放送番組「神奈川再発見」企画会議委員 神奈川県教育委員会生涯学習課田中徳久

生涯学習ボランテイア活動推進委員 神奈川県教育委員会生涯学習説田中徳久

日本学術会議第四紀研究連絡委員 日本学術会議松島義章

日本学術会議古生物研究連絡委員 日本学術会議松島義章

日本第四紀学会評議委員 日本第四紀学会松島義章

日本第四紀学会会計監査 日本第四紀学会松島義章

鎌倉市文化財専門委員 鎌倉市松島義章

新修名古屋市史自然編執筆員会執筆委員 名古屋市松島義章

千葉県史編纂地形 ・ 地質編執筆委員会執室~委員 千葉県松島義章
千葉県大栄町史編さん自然部会地31~地質執筆委員 大栄町松島義章

神奈川県山北町史編さん資料調査委員 山北町松島義章 ・今永勇

福井県立恐竜博物館(仮称)展示企画ワーキンググループ委員 福井県教育委員会松島義章

目黒区目黒博物館(仮称)検討委員会委員 目黒区松島義章

イrllの沢流域管理指針等検討員会 神奈川県西部治山事務所 山下浩之
相模原市立博物館協議会委員相模原市立博物館高橋秀男

埼玉県絶滅危倶生物検討委員鳩玉県高橋秀男

日本動物分類学会選挙管理委員 日本動物分類学会村岡健作

日本甲殻類学会評議員日本甲殻類学会村岡健作

日本甲殻類学会編集委員日本甲殻類学会村岡健作

(7) 講演依頼等

演題、依頼先、日時、場所、担当者の順に記載した。

平成8年度 ・市民大学講座 〈生物と環境の科学〉その6 生物の多様性(外来生物の野生化とその影響) 逗子市
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教育委員会 1996年11月21日神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室 中村一恵
平成8年度自然保護講座 都市と帰化生物国立科学博物館附属自然教育園 1997年2月8日国立科学博物館附属自

然教育園 中村一恵

環境部県西地域の野猿を考えるつどい 西湘のニホンザルめ学術的位置づけと保護について 県西地域野猿の郷整

備実行委員会 1996年11月9日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室 広谷浩子
箱根のコケ 箱根を守る会 1996年6月28日 箱根町役場生出智哉

水辺環境を指標するコケ植物について 工業技術会 1996年10月25日 千代田区JC 1 1ピル生出智哉
コケ調査の進め方 多摩市文化振興財団 1997年1月29日， 2月26日パルテノン多摩生出智哉

自然、を楽しんでみよう(1) 植物の見分け方サンライフ横浜 1996年5月14日サンライフ横浜勝山輝男

ヒマラヤの植物横浜植物会 1997年3月16日横浜市こども植物園木場英久

Flora of Nepal database National Council for Science and Technology， Nepal 1996年8月16日 Tribhuvan

University， Kathmandu， Nepal 木場英久
自然を楽しんでみよう(1)r雑木林について」 サンライフ横浜 1996年4月23日サンライフ横浜田中徳久
自然を楽しんでみよう(I)r水辺の環境について」 サンライフ横浜 1996年5月27日サンライフ横浜田中徳久
相模川カッパ大学相模川の楠物市民ネットワーキング相模)111996年6月15日海老名市中央公民館田中徳久

理科テーマ別研修講座真鶴半島と箱根の植生神奈川県教育センター 1996年6月26日真鶴 ・箱根方面田中徳久

横浜国立大学社会教育主事講習神奈川県立生命の星・地球博物館におけるボランティア活動紳奈川県教育委員会

生涯学習課 1996年7月27白神奈川県立生命の星 ・地球博物館会議室田中徳久

理科教育研修コース神奈川の植物と植物群落川崎市総合教育センター 1996年7月30日 )1111崎市総合教育センター

研修室田中徳久

鎌倉市生涯学習推進員第l回研修会神奈川の植物群落について鎌倉市教育委員会生涯学習謀 1996年11月19日神
奈川県立生命の星 -地球博物館講義室田中徳久

神奈川県教育研究所連盟研究協議会特別部会身近な自然環境を考える神奈川県教育研究所連盟 1997年1月24日

神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室田中徳久

生涯学習ボランテイア活動推進研修会神奈川県立生命の星・地球博物館の博物館ボランテイアの受け入れについ

て 神奈川県教育委員会 ・生涯学習ボランテイア活動推進委員会 1997年1月28日神奈川県立歴史博物館講義室

田中徳久

神奈川県西部地域の地質と地震 神奈川県公立中学校研究会 1996年5月22日 藤沢市合同庁舎松島義章

第四紀の化石 あきる野市教育委員会 1996年8月23日 あきる野市ルピア樽創

博物館の仕事神奈川県私立中学高等学校協会 1997年3月26日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館樽創

動物の足跡からわかること茅ケ 11崎市立香川公民館 1996年7月茅ヶ崎市立香川公民館大島光春

恐竜の世界ウォッチング綾南地区センター 1997年3月8日綾南地区センタ一大島光春

たちばなの自然橘会 1996年6月22日国府津公民館今永勇

あしがらの自然環境を探る1南足柄市 1996年11月8日南足柄市中央公民館今永 勇
あしがらの自然環境を探る2南足柄市 1996年11月15日南足柄市中央公民館今永 勇
宇宙から地球を見る 文教大学 1996年5月17日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室 新井田秀一

水辺に親しむ親子環境教室大和市環境部環境総務課 1996年8月29日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室
新井田秀

「地球」環境問題とは 平塚市立中学校教頭会 1996年9月10日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館会議室 新井
田秀一

横浜国立大学社会教育主事講習博物館の歴史と神奈川県立生命の星 -地球博物館の概要神奈川県教育委員会生涯

学習課 1996年7月27日神奈川県立生命の星・地球博物館会議室奥野花代子

神奈川県立生命の星・地球博物館のボランティア活動足柄下教育事務所 1996年8月30日真鶴町町民センター奥
野花代子

博物館の歴史と神奈川県立生命の星 ・地球博物館の概要 小田原北ロータリ ークラブ 1996年9月4日 小田原市二
宮村l社奥野花代子

博物館とは ・・・ 「博物館の役割」と神奈川県立生命の星・地球博物館の概要藤沢市女性政策課 1996年10月30日
神奈川県立生命の星 -地球博物館会議室奥野花代子

神奈川県立生命の星 ・地球博物館の概要逗子市教育委員会生涯学習課 1996年11月21日神奈川県立生命の星 ・地
球博物館講義室奥野花代子

教養講座神奈川県の植物鎌倉市教養センタ-1997年2月3日 鎌倉市教養センター高橋秀男

生きがい大学海岸生物の進化相模湖[田中徳久1]町健康福祉課 1996年7月11日相模湖町老人福祉センタ一 村岡
健作

(8) 自然観察会講師等

名称、依頼先、日時、場所、担当者の順に記載じた。担当者の順は不問。
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春の自然観察会伊勢原市こども科学館 1996年4月14日伊勢原市内勝山輝男

朝日グリ ーンセミナ一 箱根の植物観察財団法人森林文化協会 ・朝日新聞社 1996年10月12日箱根浅間山 高橋秀

男 -勝山輝男・田中徳久

自然を楽しんでみよう(1)舞岡公園探訪サンライフ横浜 1996年4月28日舞岡ふるさと村勝山輝男 ・田中徳久

自然を楽しんでみよう(1)横浜自然観察の森探訪サンライフ横浜 1996年5月12日横浜自然観察の森田中徳久 ・

高橋秀男

地球ファミリ 一環境議会森林の垂直分布 小田原市環境総務課 1996年8月3日生命の星・地球博物館講義室・ 小田

原市入生田田中徳久

自然を楽しんでみよう(1I )舞岡公園サンライフ横浜 1996年10月19日舞岡ふるさと村

自然を楽しんでみよう(1I )八菅山山麓サンライフ横浜 1996年11月2日愛川町八菅山

日向活断層と足柄層群平塚市立博物館 1996年11月20日 山北町城111・日向 今永 勇

大磯付近の地質について 大磯町教育委員会 1996年11月29日 大磯町大磯海岸今永勇

相模川の河原の石相模原市立博物館 1997年2月 2日相模原市相模川高田橋今永 勇

三浦の海洋生物神奈川県ふれあい教育振興協会 1996年9月15日 三浦ふれあいの村村岡健作

(9) 学術交流

名称、日時、場所、担当者の順に記載した。担当者の順は不同。

箱根燥の会例会 1996年6月15日 神奈川県立生命の星 -地球博物館講義室高桑正敏

神奈川昆虫談話会例会 1996年8月25日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室高桑正敏 ・苅部治紀

箱根燥の会例会 1996年10月19日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室高桑正敏

神奈川昆虫談話会例会 1996年10月20日神奈川県立生命の星・地球陣物館講義室高桑正敏 ・苅部治紀

神奈川昆虫談話会例会 1996年12月8日県政総合センター高桑正敏・ ;liJ部治紀

神奈川見虫談話会例会 1997年l月26日神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室高桑正敏 ・苅部治紀

神奈川昆虫談話会例会 1996年2月23日 神奈川県立歴史博物館会議室高桑正敏 ・jiJ部治紀

神奈川見虫談話会例会 1996年3月30日神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室高桑正敏・苅部治紀

日本植物分類学会第27回大会 1997年3月21~ 23日神奈川県立生命の星 ・地球博物館ミュージアムシアタ ーおよび

講義室 勝山輝男 ・木場英久・田中徳久 -生出智哉 -高橋秀男

化石研究会 1996年6月 1 ~ 2 日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室松島義章 ・樽 創・大島光春

IBMアークシステムワークショ ップ 1996年7月 27 ~ 29 日葉山国際会議場今永 勇

国際学術砂|究集会「伊豆一小笠原ーマリアナ島弧の地球化学的 ・地球物理的研究J 1 996年7 月 3 1 日 ~ 8 月 2 日 葉
山|可湘南国際村一・ 三浦半島・丹沢山地 ・箱根火山 今永 勇・平田大二 ・山下浩之

(10) 刊行物

「神奈川県立博物館研究報告(自然科学) 第26号」
〔発行日J1997年3月20日
〔内容〕

総説

小出良幸 ・山下浩之 ・佐藤武宏惑星進化論へのアプローチ.要因と概要

演田隆士情報化時代の自然史博物館

論説

Takakuwa Masatoshi: A New Necydaline Longicorn Beetle from Northern Thailand 

Kudo-Hirotani Hiroko: Social interaction in male hamadryas baboons (P，α:pw九αmαdryω)with special 
refer巴nceto social structure 

Karube Haruki: A New Species of the G巴nusOligoαeschnα(Odonata， Aeshnidae) from Sumatra 

短報

Senou Hiroshi: Redescription of a mullet， CheLon meLinopterus (Perciformes: Mugilidae) 

資料

Hirata Daiji， Yamashita Hiroyuki， Taniguchi Hidetsugu， Nishikawa Tadashi， Aoike Kan， Suzuki Masakazu， 

Saito Noriko， Suga Kayoko and Arima Makoto: Evolution of a volcanic edifice in the Izu-

Ogasawara (Bonin) arc: Lithological characteristics of a 1500 meter core sample in Hachijojima 

「神奈川自然誌資料-18J

〔発行日J1997年2月28日
〔内容〕

平田由紀子.堀木沢で見られる箱根火山の火山l噴出物
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今永 勇 ・杉山茂夫:111北町丸山から産出した斜プチローJレ沸石 ，

田口公則・ 松島義章:大磯丘陵における大磯層及び舟取山蝶岩層産の貝化石

田中徳久 ・勝山輝男-神奈川県から発見された帰化植物ヌカイトナデシコについて

新井一政金時山山麓{南足柄市)で発見されたモリアオガエル

田口公則 ・加藤千晴 1996年の神奈川県下におけるハシボソミズナギドリの大量艶死について
池田 等 ・倉持卓司 相模湾から採集された腕足類

岸 一弘神奈川県におけるアオハダ トンボ属の分布と生態

植田育男 ・萩原清司 ・崎山直夫:相模湾江ノ鳥で採集されたチチュウカイミドリガニ

西村 岡IJ・鈴木惟司 小山町およ び御殿場市周辺域(静岡県および神奈川県)におけるサワガニ体色変異集団の

分布

山田和彦・工藤孝浩:神奈川県三l崎魚市場に水揚げされた魚類 .VI 

木村喜芳 ・萩原清司 ・中根基行神奈川県産淡水魚5種の分布に関する新知見
i~項能 宏 ・御宿昭彦 ・反田健児 ・野村智之 ・松沢陽士:魚類写真資料データベース (KPM-NR)に登録された水

中写真に基づく伊豆半島大瀬崎産魚類目録
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4.データパンク機能
(1) 資料概況

① 平成9年 3月31日現在の収蔵資料登録実績

(単位点)

ノJスJ !Jff 
8年度登録 1Iコ5、 8年度 ム仁T
データ数 データ数 画像登録数 画像数

市1ft 夕国食: 東 2，310 169，644 O O 

コケ ・地衣 14 2，684 O O 

菌 類 2 2 O O 

海 藻 類 O O O O 

脊椎動物 65 1，497 O O 

軟体動物 l 3，391 O O 

殻 類 O O O O 

魚 類 733 1，579 O O 

魚類写真 3，492 11，085 6，190 14，036 

上Eヨじ 虫 817 27，656 O 798 

石1-'-1 石 492 492 99 99 

5広 物 O 181 O O 

化 石 3，477 5，697 639 3，738 

地質ボーリング l l O 

辺口、 11，404 223，909 6，928 18，671 

※登録データ数及び画像登録数は、博物館情報システ

ムに登録されている数字。

② 平成8年度購入資料

〔植物その他〕

-コスギゴケ拡大模型

-ネジクチゴケ拡大模型

1点

・ギンゴケ拡大模型 1点

・ウミトラノオ実物標本 l点

〔脊椎動物〕

・コヨーテ剥製 1点

・コヨーテ全身骨格 1点

・コイドック全身骨格 l点

.ホッキョクギツネ全身骨格

・オオミミギツネ剥製 1点

-ハイイロギツネ剥製 l点

-フェネック剥製 1点

・フェネック全身骨格 1点

・オオカミ頭骨 2点

・オオカミ毛皮 2点

.ニホンオオカミ全身骨

.カナダオオヤマネコ頭骨

・グズリ頭骨 1点

・アライグマE貝骨 1点

1 I 

l点

1点
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-ピューマ頭骨 1点

・ツキノワグマ頭骨・ 1 }~ 

-ヒ ョウ頭骨レプリカ

.北京原人頭骨模型

・ニホンマムシ剥製

l点

l点

1点

l点

-シマヘピ剥製 1点

.アオダイショウ剥製

.ヤマカガシ剥製 1点

.ニホントカゲ剥製 1 }~( 

・ニホンカナヘピ剥製 l点

〔魚類〕

・伊豆半島沿岸産サメ類 ・ エイ類 ・小31:~海産魚類標本

82点

〔昆虫〕

-キプリスモルフォ(蝶)標本

・クジャクアゲハ類 (蝶)標本

・世界のセミ類標本 268点

-日本のセミ類標本 250点

・コノハチョウ類標本 28点

・バッタ類標本 13点

-ビワハゴロモ類 (昆虫)標本

. jtE態見虫とそのモデル見虫標本

・ 大71~見虫類標本 75点

-世界の昆虫類標本 74点

24点

38点

20点

261点

. -Ill:界のアオカミキリ類標本

〔岩石〕

89点

-ブラウンフ ィールド慣石

-アカプルコ|噴石

.タタフ ィン|噴石

・エクロジャイト

-キンパーライト

1点

l 点

2点

2点

-カーボナイト 1点

-コーサイト L有

-パイロープ 1点

ラブラ ドル長石 1点

-テクタイト 2点

-斜長石 2点

・ネフェリン l点

l点

・斑状マイロナイト様花筒閃緑岩

・眼球片麻岩 l点

-黒雲母角閃石片麻岩

・花岡片麻岩 1点

-コマチアイ ト 1点

-ピクライト 1点

・藍閃石緑れん石片岩

・紅れん石片岩 1点

1点

l 点

1点



.ひすいt煉軍石藍石片玄武岩 l上}

.チヤ一ノ カイ ト 1 }点戸主、

・カンラン石 i 点

・ダイ ヤモンドを含むキンバレー石 l点

-現地性化学合成化石群集を含む地層剥ぎ取 り資料

2点

〔化石〕

レプタウケニア (11甫乳類)頭'自-化石 2点

イクトプス (11南乳類)頭骨化石 l点

・ゾウの歯の化石 3点

・マンモス幼体の f顎化石 l点

キュピエロニウス (ゾウ)下ijJ[化石 l点

アパ トサウルス (恐竜)の上腕骨化石 l点

-昆虫化石 (ゴキブリ 1点

・tI'I主li宅昆虫化石 (トンボ 1点

・イチョウの一種の化石 1点

③ 平成8年度寄贈資料

〔脊椎動物〕

・ホッキョクグマ剥製 1点

・ホッキョクギツネ l点

アフリカゾウ頭骨 1点

-ホッキョクグマ剥製 1点

・ツキノワグマなめしj支 l，r¥ 

・ニホンジカ頭骨 27点

・ニホンカモシカ頭骨 3 }¥ 

-タヌ キ宮[骨 5点

・ボルネオオランウ ータン♂死体

.ボルネオオランウータン♀死体

.ココノオビアjレマジロ♂死イ本

-シベリアオオヤマネコ♀死体

.マレーガピアル♀死体

-チョ ウセンオオカミの死体

トビ剥製 1点

・キジ剥製 1点

・チ ンパンジーの使用 した道具一式 24点

〔魚類〕

-アフ リカHrli魚 1点

・ポリプテルス 1点

-レッドテールキャッ卜フィッシュ l点

-アロワナ 2.点

〔魚類写真J(デジタルデータとして受入れ)

・プダイ属の i種水中写真 1点

-オキゴンべおよびアオサハギ水I-jJ写真 2点
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- ハセ'ì~1 魚類未記載極水司 1写真 l 点

-ピクチャー・ ドラゴネ ット水中写真 1/'!， 

-ノミノクチ水中写真 l点

-八丈島産魚類、水中写真 22点

琉f;~列島産ほか魚類水1=1:1写ー真 121点

-パリ島産魚類水中:与:真 54点

-八丈島産ほか魚類水中写真 17点

・ ? rl] ~:I:ll島産ほか魚類水中写真 277点

・キポ属の H量水中写真 1点

-八丈島産魚類水I:IJ写真 38点

-紅海産ほか魚類、水中写真 52点、

- 大瀬Ih~r産ほか魚類水中写真 640点

イソスズメダイ水槽内写真 1点

高知県産魚類水ヰ!写真 11点

八丈島産魚類水「ド写真 20点

・ヒレグロイットウダイおよびアデウツボ水11匂ー真

2点

・マレーシア産ほか魚類水中写真 25点

. クロ夕ダ白イ水仁ヰ中1=ド:コ!写真 1/ 

. 大瀬|附h崎l崎奇産丹魚l、IJ;鈴'kヰ中I}毛写=手:真 14点

コブブ浮ヌメリ水l十引l写真 1点点
‘ 

大WJ{lhi?r産魚類水lこ1-'写真 7 }¥ 
和歌山県産ほか魚類水中写真 15点

-大瀬Ih奇産魚類水中写真 16点

-伊東市富戸産魚類水中写真 3点

-クロイシモチおよびカミソ リウオ水11こl写真 2点

-大瀬|崎産魚類7J(~I] 'XJ:真 6点

-湯河原町二「歳川竹の沢産ヤマメ鮮時の写真 1 } 

-ウミテング、水tlJ写真 l点

-大瀬Ihi?f産ほか魚類水lこ1:1写真 42点

ヒトスジイシモチおよびハワイトラギス水rl=1写真

2点

-大権Ilhr，j産魚類7J(中写真 255点

・パラオ産魚類水中写真 187点

・マレーシア産ほか魚類水中写真 63点

， }:t良間諸島産魚類水1=1:1写真 4点

-琉球列島産ほか魚類水中写真 247点

-ソウシイザリウオ水"1.1写真 2点



-ウサギトラギス水中写真 1点

-伊豆海洋公園産ほか魚類水中写真 922点

-パリ島産ほか魚類水中写真 387点

-奄美諸島産ほか魚類水中写真 5点

- 琉J;~列島産魚類水中写真 276点

・琉球列島産魚類水中写真 35点

・シャープスノウ ト・ スネーク ・イール水中写真 l 

占

・ホホジロザメ頭部鮮時の写真および顎・歯の標本写

真 l点

-フチドリノ、ナダイ近似種水仁13写真 2点

-琉球列島産魚類水中写真 17点

-伊豆海洋公園産ほか魚類水中写真 7点

-モンキキンチャクフグおよびタコベラ水中写真 2 

占

・大瀬111奇産ほか魚類水中写真 110点

・大瀬|崎産魚類水中写真 14点

-大瀬l崎産ほか魚類水中写真 564点

井田産魚類水中写真 230点

-大瀬IIi*f産魚類水中写真 4点

・大瀬|崎産魚類水中写真 14点

・伊豆海洋公園産ほか魚類水中写真 260点

-アジアコショウダイおよびネズミフグ水中写真 2 

占

- サクラダイお よ びスミクイウオ水~I-J写真 2点 木

-大瀬111奇産魚類水中写真 18点

-奄美大島産魚類水中写真 43点、

・ベニイザリウオ水中写真 2点

大i救|崎産ほか魚類7J<. ~IJ写真 16点

〔見虫〕

・ミヤマクワガタ伊豆諸島亜種 2点 (holotypeを

含む)

・ミサミヤンマ 11，1:'?、 (holotypes，allotypes) 

-ホソコパネカミキリ 2点 (holotypes)

-ウエノヤクハナノミ 1点 (holotypes)

〔軟体動物〕
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-タカラガイ科巻貝標本 187点

〔化石〕

. i也子シロウ リガイ母岩っき 8点

〔岩石〕

・硬玉ヒスイ 27点

④ 平成8年度既存資料の加工

既存の資料を剥製にしたり 岩石資料を展示用にス

ライスして研磨を行った。

〔脊椎動物〕

・オランウータン剥製 I点

されたものを加工

-オオシロハラミズナギドリ仮剥製 l点

・クイナ科幼鳥仮剥製 l点

〔岩石〕

・封ト化木 l点

. *l，~S;1犬鉄鉱石 2点

-ストロマトライト 2点

・片麻岩 1点

⑤ 採集その他による資料

〔動物〕

・ニホンカモシカ 2点

〔植物〕

-小田原T打線の環境保全地区調査証拠標本 911点

-神奈川県植物誌2000標本 ・丹沢大山自然環境調査標

本ほか 1345点

〔魚類〕

・北海道産淡水・海水魚類 137点

・兵庫県産淡水魚類 2点

-福岡県産淡水魚類 9点

-福井県産淡水・海水魚類 27点

-東京都伊豆 ・小笠原諸鳥産海水魚類 89点

・静岡県産淡水 ・海水魚類 31点

-神奈川県産淡水 .iifj水魚類 436点

・新潟県産淡水魚類 15点

-滋賀県産淡水魚類 80点

・三重県産海水魚類 13点

・高知県産淡水魚類 6点

・京都府産潟水魚類 2点

-岩手県産海水魚類 4点

-沖縄県琉球列島産淡水・海水魚類 164点

・|音l山県産淡水魚類 19点

-愛知県産淡水魚類 7点

・紅海産海水魚類 l点



-国内産魚類産地不明分 10点

-ミクロネシア産海水魚類 4点

・インドネシア産海水魚類 10点

-オーストラリア産海水魚類 3点

・トンガ産海水魚類 3点

・フィリピン産海水魚類 9点

・中国産海水魚類 13点

-海外産淡水 ・海水魚類 7点

(2) 図書資料収集状況

今年度受け入れた和書の|冊数は、購入が586冊、 寄

贈が492~n であり、洋書については 、 それぞれ、 7+Hl 

と30.[聞であった。受入れ図書の合計は、 1，115冊であ

る。平成9年3月31日現在の所蔵資料総数は次のとお

りである。

-囲内刊行図書

-匡i外刊行図書

-購入国内雑誌

-購入国外雑誌

-寄贈園内雑誌

-寄贈国外雑誌

-ビデオソフト

. CD-ROMソフ ト

-マイクロフィルム

(3) 資料利用状況

① 資料特別利用

6， 1 2 6間ー

2， 2 6 211ll 

1 0タイト Jレ

3 9タイト Jレ

745タイトル

376タイトル

260巻

1 5タイト Jレ

3 4リール

博物館が収集し己資料を広く研究、教育普及に供す

るために特別利用の制度を設けている。利用しようと

する者は、特別利用承認申請書を提出し、承認を受け

れば収蔵資料の閲覧、計測、 撮影などができる。

〔資料特別利用状況〕

分野 撮影 f0f 究 掲載 合 計

動 物 1件 4点 1件 5点 2件221点 3件230点

植 物 34件 34件

古生 物 l件 7点 4件35点 5件 42点

地球環境 1件 5点 1件 5点

図 書お

合計 2件11点 39件40点 3件226点 43件277点

② 資料館外貸出

博物館が収集した資料を広く研究、教育普及に供す

るするために、館外貸出の制度を設けている。利用し

ようとする者は、館外貸出承認申請書を提出し承認を

受ければ収蔵資料を借りることができる。

〔資料館外貸出状況〕

分 野 館外貸出

動 物 31牛 3点

植 物 l件 3点

古 生 物 5件 170点

地球環境

図 書

u央 {象

写 真 2イ牛 74点

i仁b3、 11件 250点

(4) 資料爆蒸

博物館資料を永く良好な状況で保存するために、収

蔵資料の燥蒸を実施した。

〔期 間〕

平成 8 年 5 月 24 日 ~29 日 (準備、除去作業を含む)

〔内容〕

殺虫 ・殺菌を目的とする雷閉燥蒸

〔場所〕

-収蔵庫 1(動物 ・植物 ・古生物 ・地球環境標本)

・収蔵庫 2(見虫標本)

-昆虫標本製作室

(5) 刊行物

〔名称〕
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『神奈川県立博物館資料目録 (自然科学)第10号』

〔発行日〕

平成9年3月20日発行

〔内容〕

. i賓田隆士噌コレクターとコレク ション~まえがきに

代えて~

-松島義章 .i賓田隆士 ・大島光春 ・樽創・板橋義美 ・

田口公則.棋井欽ーコレクション標本目録第 l集

化石~時代を彩る化石~

-松島義章 .i賓田隆士 ・大島光春 ・樽創・板橋義美・

田口公則。桜井欽一コレクション標本目録第 1集

化石



5.学習支援機能
県民の生涯学習意欲が高まる中で、その受け皿と し

ての一翼を担う博物館への期待も大きくなっている。

この県民のニーズに応えるため、当館の特質を生かし

た学習支援事業を展開する。

この事業は(1)入門者から研究者までを対象として、

それぞれのニーズと習熟度に応じた学習機会を提供す

(1) 自然科学講演会等

[自然科学講演会]

事 業 名

化石研究会との共催講演会

「先カンブリア時代の生きものたち一動物の起源と進化一」

特別展講演会

「神奈川県の自然の危機を告げるレッドデータ生物」

特別展講演会

「桜井コレクションの魅力」

開館2周年記念講演会

る「自然科学講演会等」、 (2)学校教育と連携した体験

的な学習に充てられるよ う、児童生徒とその家族を対

象とした「学校週5日制対応講座等」、 (3)博物館の仕

事に興味を持ち、館活動の参加を望む人達を対象と し

た「博物館ボランティア育成講座等」、 により構成L

ている。

開催日
参加者 Z帯 自f!i 等

場所

6月2日
79名
大森昌衛

講義室 (麻布大学名誉教授)

8月17日
105名
浜口哲一

講義室 (平塚市博物館学芸員)

3月1日
58名 j賓田隆士

講義室

浜口哲一
3月20日

r3年目を迎える博物館の新しい活動一友の会の発足を中心にして一」
講義室

86名 (平塚市博物館学芸員)
「博物館をこんなふうに活用してみませんか一友の会活動のヒントー」 j賓田隆士

[研究テクニック講座]

事 業 名
開催 日

参加者 5青
場 iW 

師 等

地形の見かた
5月3日

24名
小田原市一夜城歴史公園

山下浩之 ・佐藤武宏・平田大二

植物分類 ・生態講座 5月18日・19日
「スゲ学入門」 実習実験室 ・湯河原町

41名 勝山輝男・木場英久 ・田中徳久

図鑑を作ろう一魚編一
7月7日.14日

11名 瀬能宏
実習実験室

9月21日.22日

植物分類 ・生態講座 実習実験室 54名 田中徳久
箱根町駒ヶ岳

地形観察会 10月10日
KOZUウォーキング 小田原市国府津地内

29名 小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一

図鑑を作ろうー魚、編一
10月13日・20日

13名 瀬能宏
実習実験室

図鑑を作ろう一魚編一
1月19日.26日

10名 iW!I能宏
実習実験室

2月2日.9日
地球科学講座 16日.23日
「石 ・大地・地球をみる」 実習実験室 ・小田原市一

49名 小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一

夜城歴史公園

植物分類・生態講座 3月1日・ 2日
「冬芽入門J 講義室 ・湯河原町

47名 勝山輝男・木場英久 ・田中徳久
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[自然科学講座]

4Ji- 業 名
開催日

参加者 講 師 等
士最 所

鉱物観察の仕方一入門編一
3月16日

54名 加藤昭(客員研究員)
講義室

鉱物観察の仕方一中*JM痛一
3月29日

66名 加藤昭 (客員研究員)
講義室

鉱物観察の仕方一入門編
3月30日

59~， 加藤昭(客員研究員)
講義室

[身近な自然発見講座]

事 業 名
開 催 日

参加者
場 所

講 師 等

第1回
4月17日
小田原市入生田

16名 勝山輝男 ・新井一政 ・高桑正敏

第2回
5月15日
小田原市一夜城歴史公園

27名 新井一政・木場英久・勝山輝男

〆

第3巨|
6月19日
小田原市入生田長興山

21名 新井一政 ・勝山輝男 ・田中徳久

第4回
7月17日
小田原市入生田周辺

30名 生出智哉・勝山輝男

第5回
8月21日
小田原市一夜城歴史公園

23名 勝山輝男 ・新井一政 ・田中徳久

第6回
9月18日
小田原市入生団長輿山

22名 !珠山輝男・ 生出智哉 ・新井一政

第7回
10月16日
小田原市一夜城歴史公園

34名 生出智哉・新井一政

第8巨l
11月20日
箱根町山崎

38名 今永勇

第9回
12月18日
小田原市早川・ 風祭

38名 中村一恵・田口公則(外来研究員)

第10回
1月15日 中村一恵 ・田中徳久

小田原市早川 ・風祭
31名
田口公則(外来研究員)

第11回
2月19日 中村一恵 ・新井一政

小田原市早川 -風祭
37名
田口公則(外来研究員)

第四回
3月19日
小田原市入生団長興山

30名 勝山輝男
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(2) 学校5日制対応講座等

[学校5日制対応講座]

事 業 名
開催 日

参加者 i背 。m i寸h告三
1~告 iW 

化石ウォッチング
4月13日

55名
松島義章 ・大島光春 ・樽創

大磯海岸 田口公買1](外来研究員)

水辺の動物ウォ ッチング
5月11日

37名 新井一政 ・瀬能宏 ・苅部治紀
松田町川音川

地層ウォッチング
6月8日

27名 大島光春 .111下浩之 ・田1-j::J徳久
三浦半島荒111奇海岸

水辺の昆虫ウォッチング
7月13官

26名 jlJ部治紀 ・高桑正敏
箱根町仙石原

きのこウォッチング
10月12日

38名 生出智哉 ・木場英久
逗子市村l武寺山一帯

秋の植物ウォッチング
11月9日

24~1 木場英久 ・勝山輝男 ・田中徳久
愛川JilT八菅山

鉱物ウォッチング
12月14日

43名
加藤H百(客員研究員)・山下浩之

山北町谷11駿・ 実習実験室 小出良幸

地形ウ ォッチング
1月11日

24名 山下浩之 ・新井田秀一 -小出良幸
箱根町駒ヶ岳

モンキーウォ ッチング
2月8日

22名
岡野美佐夫(野|生動物保護管理事務所). 

小田原市入生田 広谷浩子

早春の植物ウォッチング
3月8日

22名 勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久
南足柄市夕日の滝

[博物館スクール]

事 業 名
開{崖日

参加者 講 師 等
場 PJi-

博物館探検隊
4月2日

9名 田中徳久
|導物館内

7月21日.30日
標本を調べよう 8月24日 18名 苅部治紀・木場英久・ JJ券山輝男

実習実験室

干rlr部昭夫(千1[1田女学院)

7月23日.24日
藤田裕(愛川町社会教育課)

夜の見虫探検隊
厚木市鳶尾山

42名 松木慶一(神奈川昆虫談話会)
高桑正敏・ jlJ部治紀 ・田中徳久

大島光春 ・佐藤武宏

教員のための博物館教室
8月2日

67名
小出良幸 ・田中徳久 ・佐藤武宏

講義室 伊藤督

博物館探検隊
8月27日

113~1 田中徳久
博物館内
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(3) 博物館ボランティア育成講座等

[惇物館ボランティア育成講座等]

事 業 名 場開 催所日

1月10日.17日
ボランティア体験講座 22日・24日.31日

講義室ほか

[神奈川県民アカデミー]

4iJi 業 名
開催日
場 Fili' 

9月1日・ 7日.8日
15日・28日.10月5日

里山の自然を考える 講義室

横浜市戸塚区舞同公園

箱根町立湿生花園

(4) ミュージアムライフラリー

博物館2階にあるライブラリーでは、図書資料や自

然に関するビデオ、 CD-ROMソフトの利用や博物

館情報システムによる情報検索カf行える。

現在、県民の方々などから提供いただいた魚の写真

をデータベース化している。また、学芸員による学習

相談も毎日行っており、展示をご覧になっての質問や

相談にも応じている。

(5) 利用者サービス

より親しまれ、学習効率も高い博物館を目指して、

次の事業をスタートさせた。

① 博物館学習指導員の設置

小、中学校を中心とする団体利用が多いことから、

担当教諭への事前の利用案内と指導、 利用当日のガイ

ダンスなどを行う「博物館学習指導員j制度を発足さ

せた。指導員には元校長など教員経験者6名が就任し

今後、校長会などを通しての学校利用の促進、学校教

育との連携の強化などの効果が期待される。

② 博物館ガイダンスヒデオの作成

当館のあらましと特色を、分かりやすく映像化した

ガイダンスビデオ 2種類を作成した。県下の校長会な

どに配布し、各学校での事前学習に利用されているほ

か、当館の学習指導員による貸出も行っており、広く

成人団体や旅行代理庖にも利用されている。

-小学生向けビデオ

「ぼくら、地球博物館探検隊J15分 300本作成

-一般向けビデオ

「見て、触れて一生命の星 ・地球博物館J15分

200本作成
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参加者 5毒 ~i]í 等

野村幸雄(県立中央青年の家次長)

51名 演田隆士 ・勝山輝男 ・高桑正敏
i~!J[能宏 ・ 小出良幸ほか

参加者 講 自i]i 等

小林哲子(舞岡公園を育む会)

大沢敬志(向上)

30名 ヂ|上香世子(箱根町立混生花園)
石井実(大阪府立大学教授)

勝山輝男 ・高桑正敏 ・中村一恵ほか

③ 音声ガイドの作成

目の不自由な人にも展示を楽しんでもらおうと、携

帯音声装置30台を作製し、改札カウンターで貸出を始

めた。作成までに視覚障害者やボランティアの意見や

要望を取り入れた機器と内容で、展示場内13か所を館

長が録音解説し、これを聞きながら利用者は展示物に

触れ、感じることが出来るもの。

今後とも、 利用者の声を聞きながら改良を重ね、ま

た解説個所を増やしていく予定である。

(6) 開館2周年記念事業

3月20日の開館2周年を記念し、次年度に取り組む

課題等を整理するとともに、多くの利用者とともに祝

い、さらに充実発展させることをめざして次の事業を

行った。

記念事業
開催日

講師等 参加者場所

開館2周年記念講演会
3周年を迎える博物館

3月20日 演回|盗士
の新しい活動 浜口哲一(平塚市博 86名
博物館をこんなふうに

シアター
物館学芸員)

利用してみませんか

大下茂樹

開館2周年記念トークコ 3月20日 (ヴァイオリン奏者)
222名ンサート シアター 大久保雅子

(ピアノ奏者)

学芸員による展示レクチャー

ー多様な生物種 3月25日 新井一政
地球の生い立ち 3月268 小出良幸
神奈川の自然 3月27日 田中徳久 延べ

佐藤武宏 55名
巨大な本での実物体験 3月28日 生出智哉
地球sos 3月29日 新井田秀一

講義室及
び展示室



(7) 普及広報

開館2年目にあたり 、前年に引続き積極的な広報に

努めた。

① リーフレット等の作成・配布

次のとおり各種印刷物を作成し、来館者、小 ・中・

高・大学、県内外博物館園、図書館、県市町村の広報

窓口、観光協会、旅行代理庖、旅館保養所等に配布し

た。

干重 類 部数(部)

博物館案内リーフレット 350，000 

|専物館案内チラ シ 320，000 

シアターリーフレット 200，000 

施設概要 3，000 

年度カ レンダー 400 

f援物案内ポスター(年4回) 各 1，000

催物案内チラシ(年4回) 各20，000

② パフリシティー活動

東京を含む約100社の新聞 ・雑誌等情報紙誌に、毎

月定期的に当館の情報(催物案内、特別展、イベント)

を送り、様々な形で記事となり、当館とその活動を紹

介した。

〔新聞 ・雑誌等掲載件数〕

.紹介記事

新聞105、県市町村広報紙誌10、企業広報紙誌11、

雑誌22、単行本 7、タウン紙誌3、その他8

-催物案内

新聞3、県市町村広報紙誌29、企業広報紙誌1、雑

誌26、タウン紙誌31

〔テレビ ・ラジオ放送件数〕

.紹介番組ーラジオ 2

・催物案内ーテレビ21、ラジオ13

③ 神奈川新聞連載記事

特別展「中津層出土のサル化石Jr追われる生きも
のたち」の開催に合わせ、展示品とテーマについて当

館学芸員が分担執筆した。

「化石は語るJ

平成 8 年 4 月 17 日 ~23 日(全 6 回 )

「追われる生きもの」

平成 8 年 7 月 23 日 ~ 9 月 14 日 (全40回)

④ 各種広告

箱根登山鉄道、 小田急線、 JR東海道線の計53白駅へ

のポスター掲示のほか、匡|道 l号線沿い18か所に電柱

広告 (継続)、神奈川新聞など新聞 ・雑誌に各 2件の

広告掲載、箱根登山鉄道車内へのポスター掲出などを

行い、当館の周知に努めた。

(8) 博物館実習生受入状況

当館では自然系分野を専攻し、学芸員の資格を取得

しようとする学生を博物館実習生として受け入れてい

る。原則として一年間に20名以内の実習生を受け入れ

ることになっており 、平成8年度は18名の実習生を受

け入れた。実習は企画情報部企画普及謀が担当する 2

日間の一般実習および学芸部が担当する 6日間の実務

実習からなり 、その詳細は以下のとお りであった。

〔人数〕

18名

〔内訳〕

.大学別

東京都立大学理学部 l名

者[¥留文科大学文学部 2名

日本大学文理学部 l名

日本大学生物資源科学部 3名

立教大学理学部 l名

東海大学海洋学部 l名

東海大学工学部 1名

東海大学文学部 1名

横浜国立大学教育学部 6名

東京大学教養学部 1名

-男女別

男

女

13名

5名

-配属分野別

動物A (昆虫 ・哨乳類)グループ 3名

動物B ( ~J賞、)グループ 3名

名

名

名

A

q

A

斗

凋
4

植物グループ

古生物グループ

地球環境グループ

〔実施日と主な内容〕

.一般実習

9 月 12 ~13日

↑専物館の概要・展示 ・研究 ・位置づけに関する講義・

展示および収蔵庫等施設見学

-動物A(見虫・ 11甫乳類)グループ

9 月 17 ~ 1 9 ・ 24 ~ 26 日

ジャンボブック展示の模擬計画
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自然観察会への同行

見虫標本製作

11南乳類剥製の収蔵

-動物B(魚類)グループ

9 月 26~29 日 . 10 月 1 2 ~ 13 日

魚類標本の撮影

液浸標本の製作 ・収蔵 ・登録

・植物グループ

10月 1~4 日 ・ 10月 8 ~ 9 日

文献整理

襟本の整理 ・収蔵 ・登録

自然、観察会のコース設定

ジャンボブック展示のパネル作成

.古生物グループ

1 0月 1 ~ 6 日

化石標本の整理

概井コレクション標本の整理

ワークシー ト作成

-地球環境グループ

10月1~ 4 日 ・ 1 0月 8 ~ 9 日

鉱物標本の作成

岩石研磨標本の作成

萩原コレクションの整理

当館では大学の学芸員養成課程である博物館学の

環として、施設見学を中心とした博物館見学実習を受

け入れている。この実習は実務実習と異なり、専攻・

専門分野を問わず、広 く施設を公開している。この実

習は主に企画情報部企画普及謀が担当し、大学側から

の要請により学芸部が補助的に担当する。平成8年度

は7回の見学実習を受け入れ、その詳細は以下のとお

りであった。

実施日 大 学 人数 大学側担当教官 博物館側担当者

5月17日
文京大学

150名 I.U井雅彦助教授 木場英久
短期大学部

新井凹秀一 |

6月7日桜美林大学 8名 三島次郎教授 勝山輝男
佐藤武宏

8月2日麻布大学 73名 佐俣哲郎教授 松島義章

8月10日
大妻女子大学

21名 真家和生講師 佐藤武宏
短期大学部

9月4日
東海大学

28名 西iffi.二郎教授 新井田秀一
海洋学部

9月5日
東海大学

31名 西源二郎教授 新井田秀一
海洋学部

11月10日
日本大学

61名 奥谷喬司教授 大島光春
生物資源科学部

(9) 神奈川県立生命の星・地球博物館友の会

開館以来、友の会の発足にむけて、館内で検討を重

ねてきたが、今年度になって発足の動きが本格的なも

のとなった。11月に友の会準備委員会が設立され、友

の会組織のあり方、会員の種別や会費、友の会が行う

自主事業、事務局の体制や会則等について検討を重ね

た。

この結果、平成9年4月の発足をめざすこととなり、

1月中旬よ り友の会会員募集のチラシ50，000部を関係

各方面へ配布し、会員の募集を開始した。3月20日に

行われた開館2周年記念講演会では、友の会の発足を

にらんだテーマで、当館館長と平塚市博物館の浜口哲

一氏が講演し、 80名以上の参加者を集めた。講演の後

に友の会準備事務局が行なった友の会についての説明

に対しては、様々なご質問 ・ご意見をいただいた。来

年度早々に発足・交流会をおこなって、今後の友の会

のあり方について話し合うことになった。

平成8年度末までの入会申込者は374名となり 、会

員証と共に友の会の連絡誌第 1号を発送した。

(10) 刊行物

新収資料、 研究ノー ト、 自然や博物館に関する情報

等を紹介する広報誌「自然科学のとびらJを年4回発

行し、中 ・高校、大学、図書館、全国博物館等に配布

を行っている。

『自然科学のとびら第 2 巻第 2 号 (通巻第 5 号 )~

〔発行日〕

平成8年5月15日

〔内容〕

-中村一恵.巻頭:クロサギ(黒色型)
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・広谷浩子 :学芸員研究ノ ー ト:サルの群れの「父子

関係J

-大島光春-北アメリカの博物館をたずねて

・鈴木智明 博物館情報システム Q&A

-新井田秀一 ・小出良幸.海底の化石ーオフィオライ

トー

-門田真人 .神奈川の自然シリ ーズ1・丹沢のサンゴ

礁

-土屋定夫:ライブラリー通信.マラコフイラテリーっ

て何だ 7

・木場英久:新収資料紹介 カーティスのボタニカル

マガジン

『自然科学のとひら第 2 巻第 3 号 (通巻第 6 号 )~

〔発行日〕

平成8年8月15日



〔内容〕

・勝山輝男巻頭 ヒナチドリ

・今永勇 学芸員研究ノート 酒匂川|上流のリップル

マーク

-田中徳久 生命の星 ・地球博物館のボランテイア

-浜口哲一 神奈川県の自然の危機を告げるレッドデー

タ生物

-瀬能宏 .神奈川の自然シリーズ2 相模湾の魚類花ト

研究の現状と今後

・土屋定夫 ライブラリー通信 ファーブルあれこれ

・111下浩之 新収資料紹介.ダイヤモンド

『自然科学のとひら第 2 巻第 4 号 (通巻第 7 号 )~

〔発行日〕

平成8年11月15日

〔内容〕

-新井田秀一 .巻頭 :1994年の神奈川

-苅部治紀:学芸員研究ノート 照葉樹林を舞うミナ

ミヤンマ

・勝山輝男ー神奈川県植物誌の改訂

-土屋定夫 :ミュージアムライ ブラ リーについて

-小山正仁 ・多田昌弘・槻菜穂子 ・田村太郎 ・井上恵

美 ・鈴木秀明・佐藤武宏 博物館実習を終えて

-生出智哉:神奈川の自然シリーズ3・箱根のコケ

・土屋定夫 ライブラリー通信博物画家の伝記

-松島義章 新収資料紹介:t~井コレクシヨンの魅力

~地質時代を彩る化石標本~

『自然科学のとひら第 3 巻第 1 号 (通巻第 8 号 )~

〔発行日〕

平成9年2月15日

〔内容〕

-平田大二 巻頭・曹長石

. ，憎創-学芸員研究ノート:化石動物群ユ

-潰田隆士:棲井欽一博士とその足跡一出逢いと運命一

.加藤昭ー特別展で展示される桜井鉱物標本の内容

. 111下浩之:神奈川の自然シリーズ4 岩石の宝庫一

酒匂川

-土屋定夫 ・ライブラリー通信:I主|ったときの標井文

庫

-中村一恵.新収資料紹介 オオカミの頭骨
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6 博物館情報システム
(1) システムの概要

博物館情報システムは、当館が目指す

・高度情報化における自然、 ・文化の情報センター

・映像資料等、新しい形態、の資料の収集、保存と活用

の拠点

-他の博物館、 学習文化施設等とのネッ トワークの拠

占

となる新しい博物館を支える基盤システムとして整備

さhることとなった。

このシステムは8つのサブシステムより構成され、

これらが有機的に機能することにより 、博物館業務の

柱である資料の収集 ・管理、 研究、展示、広報 ・普及

活動を、コンピュータをはじめとする最新の情報機器 -

基盤により支援する。

なお当システムは、当館と県立歴史博物館が共同で

開発を行い、平成7年度より「収蔵資料管理システム」

と「展示情報システム」が稼動している。

(図 1. 博物館情報システムの概要)

〔機器構成〕

博物館情報システムの機器構成(平成8年度末)は、

表1の通り 。なお、各機器は10BASE-5，TによりTCP

/IP手順で接続されている。

(2) サブシステムの紹介

博物館情報システムは、8つのサブシステムより構

成されるが、財政事情により 、平成8年度は以下の 2

つのサブシステムのみ稼動している。

① 収蔵資料管理システム

収蔵資料管理システムでは、今まで分野や個人ごと

にパソコンやカード等で管理されていた収蔵資料の情

報を、 サーバと呼ばれるコンピュータで一元管理する

とともに、資料の画像情報の管理も行う 。博物館情報

システムの中核となるシステムであり、資料の受入か

らラベル等の印刷やダウンロードまでをカバーする。

当サブシステムは、館外資料の情報を格納するデー

タベースや、ダイパーや釣り人などが撮影した魚の写

真を属性情報とともにデータベース化した『魚類写真

データベースjなどを含め、22のデータベースから構

成される。

これらの情報は、研究への利用は勿論、一部ではあ

るカ人ミュージアム ・ライブラ リやインターネッ トな

どにより外部に公開している。

② 展示情報システム
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ミュージアム ・ライブラリにおいて、展示室で見ら

れる資料や解説文からさらに深く踏み込んだ学習への

欲求を持つ利用者に対して、研究に基づく博物館独自

の新鮮な情報を、検索システムにより表2のメニュー

で分かりやすく提供する。

当サブシステムは、毎年メニューを追加しており 、

平成8年度は、『神奈川の自然、ーコケ』と『画で見る

歴史と文化 関東大震災』が追加された。

(3) インターネットの利用

平成7年10月よ り、小田原市と共同で、ホームページ

を開設し、博物館に関する様々な情報を提供している。

(URLは.www.city.odawara.kanagawa.jp/museu 

m/g.html) 

.メニュー

What's New 

-アクセス -利用案内

・展示ガイド

-魚類写真データベース

-館報『自然科学のとびらJ

.研究活動

・職員紹介

.友の会

FAQ 
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表1・機器構成表(平成9年3月)

場所
機種名 メモリ

機器名
数

使用 os，ソフト等 ディスク容量
Eヨ 備考
主呈

収蔵サーバ
富士通 S/4・1000 128t'v但

Solaris2.2・Informix5 25.2GB 
l 収蔵資料情報の管理

展示サーバ
富士通 S/4・1000 64MB 

Solaris2.2 'Informlx5 4.2GB 
l 展示検索情報の管理

CPUノレーム

研究用 WS
富士通 S/4・20 96MB 衛星画像処理や分布

Solaris2.2・Informix5 18.9GB 図の作成など

職員用端末
富士通 FMV・590DE他 40MB 

Windows3.1 ' VisuaIBasic2 720MB 
2 

来観者用端末
富士通 FMV-590DE 40J¥四

ミューシeアム・ライフヲリ
Windows3.1 'VisuaIBasic2 720MB 

3 

職員用端末
富士通 FMV・590DE 401届

Windows3.1 ' VisualBasic2 720MB 

研究室他ノウクヤド 職員用端末
富士通FMV-5133DE3他 48MB 

Windows3.1・VisualBasic2 1.2GB 
11 

画像入力用
富士通 S/4・20 96MB 

試料分析室
Solaris2.2・Informix5 3.15GB 

画像データの入力

職員用端末
富士通 FMV・5133DE3 48MB 

Windows3.1 ' VisuaIBasic2 1.2GB 

表2:平成8年度提供メニュー

タイトjレ メニュー 概 要

，鳥
神奈川に生息する烏， 215種の画像や解説文，分布図や鳴き声を

提供します.

植物
神奈川に自生している植物約 2.000種の画像や解説文を提供し

神奈川の自然
ます.

チョウ 神奈川に生息するチョウ， 119種の画像や解説文を提供します.

トンボ 神奈川に生息するトンボ 80種の画像や解説文を提供します.

相模湾の魚 相模湾の代表的な魚，約 300種の画像や解説文を提供します.

コケ 神奈川県で‘よく見かけるコケ 66種の画像や解説文を提供します.

収蔵資料
博物館の豊富な収蔵資料について，色々な検索方法により情報を

学習支援情報
得ることが出来ます.

神奈川の自然に関 神奈川の自然に関する文献を著者やキーワードなどから検索するこ

する文献 とが出来ます.

県立歴史博物館が保有している約 7，000の浮世絵のコレクションか

浮世絵 ら，時代や作者，地域などのテーマごとに選択した浮世絵 200点を

画で見る歴史と 紹介します.

文化 絵馬 各地の絵馬，約 120点を紹介します.

関東大震災
関東大震災によって支けた神奈川県下の被害を，ァーマごとに写

真等で紹介します.
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7 連携機能

(1) 神奈川県西部地域の博物館 (園)長等の意見

交換会

開館1年を経過し、当館漬田隆士館長がこれからの

新しい博物館のつながりゃありかたを考えていこうと、

小田原市をはじめ箱恨町、真鶴町、南足柄市などの県

西部地域にある博物館や美術館など45館固によびかけ

「神奈川県西部地域の博物館(匡1)長等の意見交換会」

を開催した。会議では多種多様な博物館がある中で、

お互いの共通点である「広報活動=情報交換」と「学

習支援活動=生涯学習」を中心に話しあわれ、 今後ど

うマネージメントできるか、ネットワーク化へ向けて

意見がまとまった。

なお、平成8年度の本会の開催状況は次のとおりで

ある。

〔開催状況〕

開催日 場所 5ま 題

〔議題〕

平成8年
会議室 「神奈川県西部地域の博物館(閏)

7月11日
等の情報交換」

〔報告〕

「神奈川県西部地域の博物館(園)

等相互の広報活動及び学習支援

(教育・普及)活動の協調事業に

ついて」のアンケート調査結果

平成9年
会議室 〔議題〕

1月17日
「今後の神奈川県西部地域の博

物館(園)等の連携・協力につい

て」

「観光地における新しい博物館

のありかた」
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(2) 地域交流

① サロン・ド・小田原

文化情報の発信基地として、月 l回程度、館内外の

専門家による講演会を実施。

通算
開催日 タイト Jレ 議 師

参加
回数 者数

ヨーロッパの博物館の標本

11 
平成8年 調査について ーやっぱり

苅部治紀 48名5月23日すごかったヨーロ yパの博
物館一

12 6月27日 ヨルダンの人と自然
田口公目Ij

29名
(外来研究員)

相模川のカワラノギク群落
13 7月25日一神奈川県版レ yドデータ 田中徳久 37名

植物群落の必要性一

14 8月23日
ガラパゴス諸島の自然を

中村一恵 50名
訪ねて

オーストラリアの現生の イ7十津野群平
15 9月26日ストロマトライト形成に (放送大学自然40名

ついての新知見 の理解専攻)

16 10月24日ネパール椴物調査旅行記H木場英久 44名

ヒルゲンドルフの人と業
矢島道子

17 11 月21日1責
(東京大学総合 24名
研究1専物館)

平田由紀子

18 12月12EI箱根火山の火山発達史 (温泉地学研究46名
所)

19 
平成9年

日本のゾウ 梢l富1) 34名
l月23EI 

20 2月27日
博物館と映像 一博物館m野聡子 30名
での映像の使い途 (東京大学)

② 感謝のタベ「トークコンサート」

日l翼の博物館活動に対する感謝の意を込めて、地域

の方々及び関係者をお誘いして、 トークコンサートを

実施。

〔開催日〕平成8年 9月21日、平成9年 3月20日

〔演奏者〕大下茂樹、大久保雅子

③ 当館を会場に実施された主な催し

シンポジウム「世界の観光地から見た日本J

〔内容〕

世界の観光地から見た箱根 ・小田原を考え、来場者

にも参加していただく、トークセ ッション。



④ 入生田地区環境整備協議会

地元自治会と入生田地区の環境美化を推進するため

の協議会を、平成9年6月17日に開催。

⑤ 鈴虫の会

地元入生田鈴虫愛好会による鈴虫の配付を、平成9

ij三8月10日に実施。

(3) 館内施設等の状況

① ミュージアムショッブ (1階)

コンセプトは、大きく分けて 2つ。

「教育の場」としてのミュージアムショップ。扱う

商品は、できるだけ展示品と同様な物を世界中から取

り寄せている。例えば、中国遼寧省やアメリカユタナ|、!

の化石。アメジス ト、水晶、メノーはブラジ、ル。モル

ダバイ トはタイからなど、展示資料を意識した商品を

収集している。

もう一つは、「ふれあいのやさしい空間のクリエイ

ト」。博物館の来館者が、その感動や驚き を持ち帰り 、

また行ってみようと思って頂けるための空間づくりを

実施。

また、博物館とショップ業者との定期ミーティング

を通して、博物館における ミュージアムショップの存

在意義の検討を行った。

その結果、当館学芸員の執筆による博物館刊行物の

発行や自然科学系書籍の充実、オリ ジナル商品の開発

などの成果をあげ、た。

② レストラン「フォーレ'J(3階)

博物館レストランは、見学による「博物館疲労」を

癒し、感動や驚きの余韻を語り合う空間として重要で

あり、利用者サービスの一翼を担っている。

メニューは軽飲食を中心に、女性 ・子ども向けメニュー

を用意。本年から和食とケーキ類のメニューに改良を

加えた。

利用状況は、日曜日 ・祝祭日 ・春、夏休み等の学校

の休みの日に利用者が多く混雑するが、 夏季期間中に

テラスの部分を利用した野外席を用意し、混雑の緩和

を図った。

今後は、博物館及び地域のレストランとしての特色

をだすため、 利用者のニーズを意識し、博物館側と レ

ストラン職員との定期的な意見交換会を実施し、内容

の充実と明るい雰囲気の良いレストランを目指してい

く。

③ ともしびショップ「あーすj (1階)
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「ともしびショップ」は、障害者の社会参加の促進、

就労の場の確保の視点から、障害者の働ける場として

設置されており 、県内では14)吉目である。

ショップでは、市内の入所施設・作業所等での自主

製品の販売及び喫茶を行っており、今年度は、新しい

試みとして、オ リジナルTシャツの作成、販売を実施

した。

今後も、利用者、館員、ショップ職員の交流会等の企

画を検討しながら、交流の輪を広げていく 。



E参考資料

1.条例・規則

神奈川県立の博物館条例

(趣旨)

昭和41年10月7日

条例第43号

第l条 この条例は、神奈川県立の博物館の設置、管

理等に関し必要な事項を定めるものとする。

(設置)

第2条博物館法(昭和26年法律第 285号)に基づき、

次のとおり神奈川県立の博物館(以下「博物館」とい

う。)を設置する。

名 称 f立 置 目 的

神奈川の文化及び歴史に

関する資料の収集、保管

神奈川県立歴史博
横浜市中区南

及び展示並びにこれに関

物館
イql通5丁目60

する調査研究、情報提供
番地

等を行い、県民の学習活

動を支援すること o

地球及び生命の営みに|調

する資料の収集、保管及

神奈川県立生命の 小田原市入生 び展示並びにこれに関す

星 -地球博物館 田499番地 る調査研究、情報提供等

を行い、県民の学習活動

を支援すること。

(J隊員)

第3条博物館に、事務職員、技術職員その他の所要

の職員を置く 。

(観覧料の納付)

第4条 博物館に展示している博物館資料を観覧し

ようとする者は、別表に定める額の観覧料を納めな

ければならない。ただし、公開の施設に展示してい

る博物館資料の観覧についてはこの限りでない。

2 前項本文の規定にかかわらず、特別な企画の展覧

会を開催する場合の観覧料は、神奈川県教育委員会

(以下「教育委員会」という。)がその都度定めるこ

とができる。

3 前2項の観覧料は、前納とする。

(観覧料の減免)

第5条 前条第1項本文及び第2ユ頁の規定にかかわら

ず、教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する

者については、観覧料を減免することができる。

(1)教育委員会が開催する行事に参加する者

(2) 教育課程に基づく教育活動として入館する児童及

び生徒の引率者

(3) その他教育委員会が適当と認めた者

(観覧料の不還付)

第6条既に納付された観覧料は、還付しなし、。ただ

し、教育委員会が災害その他特別の事情により還付
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するのを適当と認めたときは、この限りではない。

(資料の特別利用)

第7条 博物館資料を学術上の研究のため特に利用し

ょうとする者は、教育委員会の承認を受けなければ

ならなし、。

(利用の制限)

第8条 教育委員会は、博物館の利用者が次の各号の

し吋£れかに該当する場合には、その利用を制限する

ことカfできる。

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反した

とき。

(2) 他の利用者に著しく迷惑をかけるおそれがある

と認めるとき。

(3) 施設、博物館資料等を損傷するおそれがあると

認めるとき。

(4) その他教育委員会が必要と認めるとき。

(博物館協議会の委員の任期)

第9条 附属機関の設置に関する条例 (昭和28年神奈

川県条例第5号)第2条の規定に基づき設置された

神奈川県博物館協議会の委員の任期は、 2年とする。

ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期

は、前任者の残任期間とする。

2 委員は再任されることができる。

(委任)

第10条 この条例に定めるもののほか、博物館の管理

等に関レ必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附 買平成6il三12月26日条例第50号)

l この条例は、平成7年1月1日から施行する。

2 附属機関の設置に関する条例(昭和28年神奈川県

条例第5号)の一部を次のように改正する。

別表教育委員会の項神奈川県立博物館協議会の項中

「神奈川県立博物館協議会」を「神奈川県|朝胤割窃議会」

に、「神奈川県立博物館」を「神奈川県立歴史博物館及

び神奈川県立生命の星 ・地球博物館」に改める。

附 員平成9年3月25日条例第2号)

1 この条例は、平成9年4月1日から施行する O

別表 (第4条関係)

!区 分 ↑国 A 20人以上の団体

20歳以上の者
l人につき 300円 l人につき 2叩円

神奈川県立 (学生を除く)

歴史博物館 20歳以上の者
Iii] 200円 同 150円

学 生

20歳以上の者
同 510円 |司 4∞円神奈川県立 (学生をl除く )

生命の星
20歳以上の者

同 2∞円地球博物館 同 300円
学生



申請考 1 学生とは、学校教育法(昭和22年法律第26

号。以下 「法」という 。)第 1条に規定する

大学及び高等専門学校、法第82条の 2に規定

する専修学校並びに。法第83条第 pmに規定す

る各種学校に在学する者をいう。

2 学齢に達しない者、 65歳以上の者並びに法

第l条に規定する小学校、中学校、高等学校、

盲学校、聾学校及び養護学校並びにこれらに

準ずる教育施設に在学する者は、無料とする。

神奈川県立の博物館組織規則

昭和41年11月18日

教育委員会規則第10号

(趣旨)

第1条 この規則は、神奈川県立の博物館の札織に関

し必要な事項を定めるものとする。

(部等の設置)

第2条 神奈川県立の博物館に、次の部及び課を置く。

管理部

管理課

経理課

企画情報部

企画普及諜

情報資料課

学 芸部

(管理課の事務)

第3条 管理課においては、次の事務 (神奈川県立生

命の星 ・地球博物館にあっては、第6号に掲げる事

務を除く 。)を分掌する。

(1)公印に関すること。

(2) 文書の収受、発送、保存、閲覧等に関すること。

(3) 個人情報の開示、訂正、是正等に関すること。

(4) 人事に関すること。

(5) 財産の管理及び館内の秩序の維持に関すること。

(6) 神奈川県博物館協議会に関するこ と。

(7) その他他部課の主管に属しないこと。

(経理課の事務)

第4条 経理課においては、次の事務を分掌する。

(1) 予算の経理に関すること。

(2) 観覧料の徴収に関すること。

(3) 物品の調達及び処分に関すること。

(4) 寄贈品の受納並びに寄託品の受付i及び返納に閑

すること。

(企画普及課の事務)

第5条 企画普及謀においては、 次の事務を分掌する。

(1)博物館活動の企画及び調整に関すること。
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(2)博物館活動の普及及び広報に関すること。

(3) 博物館活動に関する講演会、講習会、研究会等

の開催に関すること。

(4)他の博物館その他教育、 学術又は文化に関する

施設、団体等との連絡、協力及び情報の交換に関

すること。

(情報資料課の事務)

第6条 神奈川県立歴史博物館の情報資料課において

は、次の事務を分掌する。

(1) 人文科学等に関する図書等の収集、整理、保管

及び閲覧に関すること。

(2)博物館情報システムの運用に関すること。

2 神奈川県立生命の星 ・地球博物館の情報資料課に

おいては、次の事務を分掌する。

(1) 自然科学等に関する図書等の収集、整理、保管

及び閲覧に関すること。

(2)博物館情報システムの総合的企画及び調整並び

に運用関すること。

(学芸部の事務)

‘第7条学芸部においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館資料の収集、製作、整理、保管、展示、

解説及び指導に関すること。

(2)博物館資料の専門的及び技術的な調査研究に関

すること。

(委任)

第8条 この規則の施行に関し必要な事項は、 神奈川

県教育委員会教育長が定める。

附則

(平成6年12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年1月1日から施行する。

神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

昭和41~三 11 月 1 8 日

教育委員会規則第9号

(趣旨)

第l条 この規則は、 神奈川県立の博物館の利用等に

関し必要な事項を定めるものとする。

(権限の委任)

第2条 次に揚げる神奈川県教育委員会の権限は、神

奈川県教育委員会教育長 (以下「教育長jという。)

に委任する。

(1) 神奈川県立の↑単物館条例 (昭和41年神奈川県条

例第43号。以下「条例」という。)第4条第 2項

の規定により観覧料を定めるこ と。

(2) 条例第5条の規定により観覧料を減免すること。

(3) 条例第 6条ただし書の規定により観覧料の還付



を認めること。

(4) 条例第7条の規定により利用を承認すること。

(5)条例第8条の規定により利用を制限すること。

(休館日等)

第3条 神奈川県立歴史博物館及び神奈川県立生命の

星 ・地球博物館(以下「博物館」という 。)の休館

日は、次のとおりとする。

(1)月Ujlil日

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第 178

号)に規定する休日の翌日

(3) 1月1日、同月 3日、同月 4日及び12月28日か

ら同月31日まで

(4) その他教育長が定める日

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要がある

と認めるときは、臨時に博物館を開館することがで

きる。

(開館時間等)

第4条 開館時間は、次のとおりとする。

名 称 開 自白 時 間

午前9時30分から午後5時まで。

神奈川県立歴史博物館 ただし、午後41侍30分以降は入

査官することカfできなしミ。

神奈川県立生命の星
午前9時から午後4時30分まて、。

ただし、午後411守以降は入館する
地球博物館

ことができなし、。

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要がある

と認めるときは、これを変更することができる。

(観覧券の交付)

第5条教育長は、博物館に展示している博物館資料

を観覧するため、条例第4条の規定により観覧料を

納めた者に観覧券を交付するものとする。

(観覧料の減免申請)

第6条 観覧料の減免を受けようとする者は、あらか

じめ、観覧料減免申請書を教育長に提出し、観覧料

減免承認書の交付を受けなければならない。

(観覧料の還付申請)

第7条 観覧料の還付を受けようとする者は、観覧料

還付申請書に観覧券を添えて教育長に提出し、観覧

本|還付承認書の交付を受けなければならない。

(資料の特別利用)

第8条 条例第7条の規定により博物館資料の特別利

用の承認を受けようとする者は、特別利用承認申請

書を教育長に提出し、特別利用承認書の交付を受け

なければならない。

(利用の方法)

-65 

第9条博物館を利用する者は、博物館の管理上必要

な事項を守り 、職員の指示に従わなければならない。

(資料の館外貸出し)

第10条 次に掲げるものは、教育長の承認を受けて1専

物館資料の館外貸出しを受けることができる。

(1) 国立の博物館、博物館法(昭和26年法律第 285

号)第2条第l項に規定する博物館及び同法第29

条の規定により文部大臣の指定した博物館に相当

する施設

(2) 社会教育法(昭和24年法律第 207号)第21条に

規定する公民館

(3) 国立の図書館及び図書館法(昭和25年法律第 l

18号)第2条第lJ頁に規定する図書館

(4)学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条に規

定する学校

(5) その他教育長が適当と認めるもの

2 前項の規定による承認を受けようとするものは、

館外貸出承認申請書を教育長に提出し、館外貸出承

認書の交付を受けなければならない。

(館外貸出しの期間)

第11条 博物館資料の館外貸出しの期間は、 30日以内

とする。ただし、教育長は、特に必要があると認め

るときは、これを延長することができる。

2 前項の館外貸出しの期間は、博物館が当該博物館

資料を引き渡した日から起算してその返還を受ける

日までの日数により算定するものとする。

3 教育長は、館務の都合により必要があるときは、

博物館資料の館外貸出しの期間中であっても、当該

博物館資料の返還を求めることができる。

(館外貸出しをした資料の利用方法)

第12条 博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当

該博物館資料を、承認を受けた利用の目的又は場所

以外の目的又は場所で、利用してはならない。

(資料滅失等の届出)

第13条博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当

該博物館資料を滅失し、又は損傷したときは、直ち

に資料滅失(損傷)届出書を教育長に提出しなけれ

ばならない。

(寄託を受けた資料の利用の制限)

第14条 寄託を受けた博物館資料の館外展示及び館外

貸出しは、寄託者の承諾がある場合のほかは、行な

うことができない。

(委任)

第15条 この規則の施行に関レ五、要な事項は、教育長

が定める。



附員IJ

(平成6年12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年 1月1日から施行する。

神奈川県博物館協議会規則

昭和41年11月18日

教育委員会規則第11号

(趣旨)

第l条 この規則は、神奈川県博物館協議会の組織及

び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

(会長及び副会長)

第2条 神奈川県博物館協議会(以下「協議会jとい

う。)に、会長及び副会長を置く 。

2 会長及び副会長は、委員の互選とする。

3 会長は、協議会を主宰し、会務を総理する。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき

又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

(招集)

第3条協議会の会議は、会長が招集する。

(議事)

第4条協議会は、委員の過半数が出席しなければ会

議を聞くことができない。

2 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、

可否同数のときは、会長の決するところによる。

3 前項の場合において、会長は、委員として議決に

加わることができない。

(庶務)

第5条協議会の庶務は、神奈川県立歴史博物館にお

いて処理する。

(委任)

第6条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に

関し必要な事項は、会長料品議会にはかつて定める。

附則

(平成6年12月27日 教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年1月1日から施行する。
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2.入館者状況

〔平成8年度〕 (単位人) 〔特別展〕 (単位ー人)

開
有 料 入 F官 者 主正 宇ト 入 自富 者 有 料

館 1閤 人 団 f本
合計

l日 f固 人
月

①+② 
平均 構成比 前年上ヒ 小言十 主I!'料 合計

日
同左で 同左で

小宮十① 図児 小学生 中学生 高校生 65歳以上 1;蹟害者 その他 小計② (人)

数
成 年

特展のみ
未成年

~寺展のみ
成年 未成年 成年 未成年

4月 25日 15，623 。 365 。 756 213 16，957 1，629 9，391 1，701 1，449 6.200 622 2曾957 23，949 40，906 1，636 10.4% 74.5% 25，732 25，732 

5月 27日 14，418 。 464 。 1，785 28 16，695 1，613 11，295 4，210 4，904 5.071 505 3，205 30，803 47，498 1，759 12.1 % 91.9% 16，736 16.736 

6月 25日 9，930 。 231 。 1，949 20 12，130 1，225 4.427 2，758 924 5，092 786 2，800 18，012 30，142 1，206 7.7% 80.4% 

7月 26日 10，733 279 338 7 1，754 。 13，111 2.092 9，611 1，517 773 3.467 1，028 2，963 21，451 34，562 1.329 8.8% 87.1% 3，410 78 3，488 7，317 10，8051 

8月 27日 25，248 1，027 918 36 1，092 38 28，359 5，086 14，485 4，244 1，367 4，236 993 2，560 32，971 61，330 2，271 15.6% 92.8% 12，540 417 12，957 19，079 32，036 

9月 27日 10，232 419 632 23 2，261 87 13，654 1.453 5，413 883 626 3，943 1，441 2，101 15，860 29，514 1，093 7.5% 97.6% 2.425 141 2，566 7，079 9，645 

10月 25日 8，175 。 243 。 2，554 22 10，994 974 9，726 1，017 1，412 5，077 764 3，864 22，834 33，828 1.353 8.6% 90.3% 

11月 27日 10，205 。 279 。 3，838 。 14，322 1.800 4，320 898 1，520 6，634 1，139 3，191 19，502 33，824 1，253 8.6% 96.2% 

12月 23日 6，134 。 240 。 1.496 23 7，893 936 2，241 253 164 2，871 316 699 7，480 15，373 668 3.9% 106.1% 

l月 22日 6，199 。 179 。 445 20 6，843 1，243 1，896 2691， 208 1，908 177 890 6，591 13，434 611 3.4% 70.3% 

2月 22日 8，457 。 352 。 1.805 。 10，614 2，012 2，910 673 225 3，689 509 1，302 11，320 21，934 997 5.6% 94.8% 

3月 25日 13，008 。 701 。 935 45 14，689 2，353 5，177 1，653 558 4，567 711 1，879 16，898 31，587 1，263 8.0% 72.3% 14，897 14，897 

合計 301日 138，362 1，725 4，942 66 20，670 496 166，261 22，416 80，892 20，076 14，130 52，755 227.671 393，932 1，309 100% 86.9% 18，375 636 19，011 90，840 109，851 

l日平均(I人) 460 6 16 。 69 2 552 74 269 67 47 175 30 94 756 1，309 

構成比 35.1% 0.4% 1.3% 。% 5.2% 0.1% 42.2% 5.7% 20.5% 5.1% 3.6% 13.4% 23% 7.2% 57.8% 100% 
※1 r中津層出土のサル化石」
開催期間8.3.1-8.5.12

前年比 78.3% 92.1% -1 110.3% 78.9% 82.5% 82.9% 89.8% 86.4% 114.5% 106.2% 85.3% 73.3% 90.5% 86.9% 

-入館者数最高平成8年 5月 5日(祝) 5，007人 平日平均入館者数(238日間)1，152人
※2 r追われる生きものたち」

-入館者数最小 平成8年12月初日(火) 147人 -日曜日、祝日平均入館者数(63日間)1，899人
開催期間8.720-8.9.23

〔一般公開開始(平成7年3月21日)からの累計J(開館日数608日)
※3 r桜井コレクションの魅力J
開催期間9.3.1-9.5.11

累計(人) 325，665 1，725 10，808 66 39，592 1.148 379，004 51，529 176.907 44，403 26，941 104.252 19，761 68，719 492，512 871，516 

l日平均(人) 526 3 18 。 65 2 623 85 291 73 44 171 33 113 810 1，433 

構 成比 37.4% 0.2% 1.2% 0% 4.5% 0.1 % 43.5% 5.9% 20.3% 5.1% 3.1% 12.0% 2.0% 7.9% 56.5% 100% 

ー入館館者者数数最高 平成成7年年 5月 4日((祝) 6，152人
入 最小平 8:9'-12月24日火 147人
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〔入館者状況〕
(単位:人〉

'" 
『句 " ー.圃" ，〆¥L、
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E 

70.000 
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20. 000 
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¥〈 ー-・4
:J〆 J¥¥ト¥¥.

， -~ ーー-ーーもー K 

， 
〆

， 

0 

4月 5月

以 館者内訳1(料金区分)J 

(24. g) 

(5.7) 

03.4) 

6月

20歳以上 (学生を除く)
小学往 (無料〉

11111 65齢斗土(鮒羽

織 園児 (無料)

口その他

7月

(35. 5) 

以館者内訳2(有料・無料区分)J 

郁ヰ者
(42.2) 

無料者

(57.8) 

8月 9月

68-

¥ ジ/
¥ トー ---

10月 11月 12月 1月 2月 3月

〔特別展入館者状況〕

展示名 期間 日数

中津層出土 8.3. 1 
63 のサJレ化石 8.5.12 

追われる生 8.7.20 
58 

きものたち 8.9.23 

i桜井コレクショ 9.3. 1 
61 ンの魅力 9.5.11 

個人 (有料)

20歳以上 初歳未満
地検()学 生

18，375 636 

8年度入館者総数
7年度入館者総数

(単位:人)

ノj、言十 無料 合計

68，517 68，517 

19.011 33，475 52.486 

40.848 40，848 

※「中津層tI:¥土のサlレ化石J、と「捌コレクションの魅力jは観覧*4!酬。



3.職員名簿

〔平成9年3月31日現在〕 〔平成9年5月1日現在〕

町並 員 氏 名 専 門分野 Jfl~ 員 氏 名 専 門 分 野

館長(非常勤) j質問 |後士 古生物 -地球環境 館長(非常勤) i貧困 |径土 古生物・地球環境
副館長 本間正幸 副館長 高橋俊雄

管理部長 広田 {変 管理部長 広田 {変

管理課 管理課
課長 白岩正l珂 謀長 池谷 公民主

副主幹 萩谷信仁

主任主事 長谷川 浩

主事 羽目E 紀子
非常勤事務|属託 磁田典子

副主幹 坂井 謙
主任主事 長谷川 浩
主事 羽j克紀子 (産休中)

非常勤事務嘱託 船橋あゆみ (産休代替)

非常勤事務嘱託 i~1J上友美子

経理課 経理課

課長 古谷久夫 謀長 古谷久夫

副主幹 金井 一雄 主査 春口清Iを
主任主事 高縁健二 主任主事 高縁健二

主主長 河野 智子 主事 河野智子

技術担当部長 風間春夫 技術担当部長 風間春夫

企画情報部長 加藤憲一 企画情報部長 町田 達哉

企画普及課 企画普及課

課長 ※ 中村 一恵 動物 (鳥類) 課長 ※ 山口 佳秀 動物 (1精乳類)

副主幹 桐山 正夫 副主幹 萩谷信仁

主任学芸員 ※ 奥野花代子 博物館学 主任学芸員 ※ 奥野花代子 博物館学

主任研究員 ※ 小出良幸 地球化学

学芸員 ※ 田中 徳久 植物生態学

技師 ※ 佐藤武宏 動物(海洋1!!¥脊椎動物)
非常勤学習指導員 EfJ谷武士
。 伊藤

ク 石渡裕之
。 小淳良昌

主任研究員 ※ 小I:B 良幸 地球化学
主任学芸員 ※ 広谷浩子 動物生態学

技師 ※ 佐藤武宏 動物 (海洋無脊維動物)

非常勤学習指導員 石渡裕之
イシ 小樽 良昌
ク 和田 frt 
// 瀬戸治三
4ン 成石 昭三

4シ 榊凹 靖久 イシ 今村 義自1¥。 和田 1¥盆 非常勤事務嘱託 江口 孝
非常勤事務l照託 江口 孝 ク 鈴木 暁子

情報資料課 情報資料課

課長 上松 啓示 謀長 上松 啓示

主任学芸員 ※ 勝山輝男 植物 (維管束植物) 主査(司書) 土屋定夫

主査(司書) 土屋定夫 主事 鈴木智明

主事 鈴木 智l明 学芸員 ※ 新井田秀一 海洋光学

学芸員 ※ 新井田秀一 海洋光学 技師 ※ 木場 英久 植物(維管束植物)

学芸員 ※ 大島 光春 古生物 (古脊中H~動物 ) 学芸員 ※ 大島 光春 古生物 (古脊椎動物)

非常勤司書 磯111奇藤江 非常勤司書 磯崎 藤江

学芸部長 松島義章 古生物 (ï!J?~\脊椎動物 ) 学芸部長 中村 一恵 動物 (鳥類)

動物 ・植物担当 動物・植物担当

専門学芸員 山口 佳秀 動物 (崎乳類) 専門学芸員 生出 智哉 植物(非維管束植物)
。 生出 智itえ 植物 (非*IE管束植物) 。 新井 一政 動物 (両生・ J随虫類)
。 新井 一政 動物 (両生 ・j随虫類) 主任学芸員 高桑 正敏 動物 (昆虫)

主任学芸員 高桑正敏 動物 (昆虫) 。 勝山 輝男 植物 (品It管束植物)
イン 広谷 浩子 動物生態学 主任研究員 司自tiE 宏 動物 (魚類)
主任研究員 瀬能 宏 動物 (魚類) 学芸員 苅]部治紀 動物 (昆虫)

技師l 木場英久 植物 (維管束植物) 。 田中徳久 植物生態学

学芸員 ~lï部 i台紀 動物 (昆虫) 非常勤学芸員 高橋 秀男 植物 (*IE管束植物)
非常勤学芸員 高橋秀男 植物 (維管束槌物) 。 村岡 健作 動物 (海洋無脊椎動物)

4シ 村岡健作 動物 (海洋?!!f，脊椎動物) 古生物・地球環境担当

古生物・地球環境担当

専門学芸員 今永 勢 地学(岩石)

主任学芸員 平田 大二 地学(鉱物)

学芸員 樽 kllJ 古生物 (古脊惟動物)
技師 山下 浩之 地球化学

専門学芸員 今永 勇 地学(岩石)
主任学芸員 平田大二 地学(鉱物)
学芸員 樽 宮リ 古生物 (古脊椎動物)
技師 山下 i告之 地球化学。 田口 公則 古生物 (古無脊椎動物)
非常勤学芸員 松島義章 古生物 (古無脊椎動物)

非常勤学芸員 加藤 日召 古生物 。 加藤 Hg 古生物

※学芸部を兼務 ※学芸部を兼務
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4.異動等の状況

時期|区分

転出

'" 

転入

とン

。

内部異動

平成8年
'" 

4月1日
'" 
イン

雇用開始

ク

。

。

イシ

4月30日 | 雇用終了

雇用開始
5月1日 。

6月30日 | 雇用終了

氏 名(Jf'nX名)

飯塚異康(管理部長)

塩川 孝治(副主幹)

広田 優 (管理部長)

上松啓示 (情報資料課長)

萩谷信仁(副主幹)

瀬fiB 宏(主任研究員)

新井田秀一 (学芸員)

山下浩之 (技師)

佐藤武宏 (技師)

石渡裕之(非常勤学習指導員)

小津良昌( 。

江口 孝(非常-勤事務嘱託)

磯崎藤江 (非常勤司書)

平野 暁子 (非常勤事務嘱託)

掛札 宏道(非常勤学習指導員)

枠11田 靖久 (非常勤学習指導員)

和田 隆 ( イン

平野暁子 (非常勤事務I属託)

加藤 昭一(非常勤学芸員)
7月l日 | 雇用開始 | 

平成9年

3月31日

退職

雇用終了

ク

薩田 典子 (非常勤事務嘱託)

本間正幸(副館長)

l 松島義章 (学芸部長)

甲谷武士 (非常勤学習指導員)

伊藤 督( 。

| 加藤 昭 (非常勤学芸員)

| 薩田 典子(非常勤事務嘱託)
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(平成8年4月1日~平成9年3月31日)・

キ且 織

新所属 術l南地区行政センタ一

新所属環境部環境整備課

旧所属 がんすさンター

旧所属 生涯学習部生涯学習課

旧所属 小田原青少年会館

情報資料謀ニコ 学芸部

学芸 部コ情報資料課

企画普及謀コ 学芸部

学芸 部ニコ企画普及諜

企画普及謀

。

ペシ

情報資料課

管理謀

企画普及課

イシ

是!.ヨ士立p
寸」コズ百1)

管理課



5.平成8年度 「来館者動向基礎調査Jの集計結果
(1) はじめに

今年度のアンケート調査は、平成 7年度に行なった来館者動向基礎調査と同様のものを継続して実施した。今回

は春夏秋冬の季節ごとに実施し、各 250件、総数 1，000件を得ることができたのでその集計結果を報告する。対象

は、昨年同様、 当館に来館する個人および家族、 小グループとし、 3階常設展示室からジャンボブック展示室への

通路に机を置き、 直接見学者に呼ぴ、かけてその場で記入してもらう方法をと った。家族やグループの場合はその中

の一人にした。

(2) 調査日と調査件数 :延べ14日、 1，000件

集計結果は、以下に示すとおりである。(単位 人数:人、比率 :%) 

※ アンケート項目①および②は、家族、グループの代表者が記入のため、その数値はあ くまでもめやすである。

① 性別は

男性 女性

人数 537 463 

比率 53.7 46.3 

② 年齢は

小学生 中学生 高校生 大学生 20代 30代 40代 50代 60代 65歳以上

人数 156 56 22 35 129 236 199 83 34 50 

比率 15.6 5.6 2.2 3.5 12.9 23.6 19.9 8.3 3.4 5.0 

(参考)調査した日々の入館者状況とその内訳

有 キ，. 主任 キ↓

人数 13，362 14，391 

比率 48.1 51.9 

11Q1 人 団 体

内訳

20歳未満 20歳以上 20歳未満 20歳以上

人数 399 12，180 40 743 

比率 3.0 91.1 0.3 5.6 

(無料内訳)

園児 小学生 中学生 高校生 65歳以上 障害者 招待券 優待券 その他

人数 1，777 6，081 1，366 435 2，473 357 427 4 1，471 

比率 12.3 42.3 9.5 3.0 17.2 2.5 3.0 O 10.2 

-71-



③ 住所は

画
県内 県外 国外

人数 727 270 3 

比率 72.7 27.0 0.3 

※国外からの来館者は、通訳がついているか日本語のわかる

外国人が対象となったために数値はおさえられている。

④ この博物館には誰と来られましたか

友人 ・ 先生や学 子供会等 観光コー

ひと りで 家族と 知人と 校の仲間 の11¥]問と スの仲間

と と

人数 35 623 155 26 38 4 

比率 3.5 62.3 15.5 2.6 3.8 0.4 

⑤ 今日はこの博物館へ何で来られましたか

市民講座

-市政教

室の仲間

8 

0.8 

貸切りパ 自家用車 自宅から 路線パス

電車で スで で 徒歩 ・自 で

転車・パ

イクで

人数 285 87 616 2 3 

比率 28.5 8.7 61.6 0.2 0.3 

⑥ この博物館を何でお知りになりましたか

当館のポ 県のたよ 新聞 ・ テレピ 学校 ・ 家族 ・

PTAの 自治会や 職場の仲

仲間と 老人会の 間と

仲間と

2 32 71 

0.2 3.2 7.1 

観光タク ホテルか

シーで らの送迎

車で

1 2 

0.1 0.2 

通りがか 旅行会社

スター・ りや市町 雑誌 ラジオ 職iiき 知人から りで 観光案

チラシ 村広報紙 内所

人数 68 166 119 28 101 369 73 53 

比率 6.8 16.6 11.9 2.8 10.1 36.9 7.3 5.3 

72 

その他

6 

0.6 

その他

4 

0.4 

その他

23 

2.3 



⑦ この博物館に来られたきっかけは何ですか

新しい博 人にすす 観光のつ 見学コー 当館の講 天候によ 市町村主 PTAの 自治会 ・
物館がみ められて いでにき スに入っ 座 ・研修 って 催の講座 会合・砂|老人会等 その他
たいから た ていた 等に参加 -研修等 修等で の研修で

人数 392 218 186 70 O 12 5 7 21 89 

比Z存 39.2 21.8 18.6 7.0 O 1.2 0.5 0.7 2.1 8.9 

⑧ この博物館の見学の目的は何で‘すか

自然や科学 学習相談を 学習の場と 博物館 ・美 趣味や教養 話題のひと 仕事 ・実務

に関心があ 受けたい して活用し 術館が好き を深めたい っとして の参考とし その他

る たい だから て

人数 410 6 88 208 115 119 23 31 

比率 41.0 0.6 8.8 20.8 11.5 11.9 2.3 3.1 

⑨ この博物館に来られたのは何回目ですか

初めて 2回目 3 illl目 4回以上

人数 752 177 38 33 

比率 75.2 17.7 3.8 3.3 

⑪ この博物館を見学 (滞在)した時間、または予定時間はどれ〈らいですか

30分以内 1時間以内
1 時間30分

2時間以内
2時間30分

3時間位 半 日 1 日
以内 以内

人数 10 207 251 234 93 122 65 18 

比率 1.0 20.7 25.1 23.4 9.3 12.2 6.5 1.8 

(3) おわりに

この結果は今後のPR、展示、学習支援活動や博物館運営等に活かし、継続して実施する。なお、詳細な分析結

果については別途報告する予定である。

一73-



6. 日誌抄

年月日 出来事

王平II成8 年

3 月 1 日 ~I 特別展
5月12日

4月1日 |人事異動

4月 | シンボjレマーク制作

4月17日 |入館者50万人達成(開館321日目)

5 月 24 日 ~I 資料懐蒸

5月29日

6月1日 |博物館学習指導員による団体サービ

ス(ガイダンス)充実

6 月 8 日 ~I r新収集資料展」開催
6月23日

7月11日 8年度第 l巨!神奈川県西部地域博物

館 (園)長意見交換会

7 月 2加0 日ト~I 特別展「追われる生きものたちJI~開月
9月23日

9月 | ガイ ダンスピデオ制作

10月24日 I 8年度第 i回神奈川県博物館協議会
10月26日 |防災訓練(第l回)

12月20日 l論集「これからの自然史(誌)博物
館」刊行

間20 日 ~I rゆく年くる年展」開催
l月31日

平成9年

1月17日 I 8年度第2回神奈川県西部地域博物
館 (園)長意見交換会

2月20日 |防災訓練(第2回)

3月1日 |エントランスガイダンス開始

3 月 1 日 ~I 特別展「楼井コレク シ ョンの魅力J

5月11日| 開催

3月12日 I 8年度第2回神奈川県博物館協議会
3 月 13 日 ~I 博物館研究発表会

3月14日

3月20日 |開館2周年記念講演会

lバリアフリー音声ガイドサービス開始
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7.シンボルマーク・ロゴタイプ
博物館活動を展開していく上で、利用者に対して望

ましいイメージを効率的に伝え、県民に親しんでいた

だくために、シンボjレマーク ・ロゴマークをffjlJ定。

刊行物、封筒、 ミュージアムグッズ等に利用。

(1) シンボルマーク

25% 

〔説明〕

18% 

{。
8% 

生命の根源 (DNA)を表す.スパイラルをイメー

ジしている。

スパイラ ルとは「時の流れ」を表すものであり、

脈々として地球の営み、生命の進化の足跡、をた

どるものであり、また同時に、「我が銀河系」地

球とそこに生きるもの全てが属している宇宙の

形をシンボル化 している。

(2) ロゴタイプ

神奈川県立生命の星・地球博物館
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 

〔説明〕

視覚的、感覚的に訴求する力が強く、他との区

別イヒを図る シンボルマークとの言明日をイ呆ち、ニュー

トラルで読みやすいものとした。



8.施設概要
(1) 土地・建物

〔土地概要〕

本 自官 連絡橋EV練

所在地 小田原市入生田499番地

敷地面積 41.792m' 153m' 

i也 lヨ宅地 宅地

)羽 地/、i 1!!~指定(一部住居地域) 住居地域

建ぺい率 70% (住居60%) 60% 

容積率 400% (住居200%) 200% 

現 1兄 国道一号線と早川とにはさまれ、

自然環境に恵まれた位置

〔建物概要〕

本 長官 連絡橋EV練

構 1、丘旦二 鉄骨鉄筋コンクリート造り 鉄骨コンクリート造り

j阻 f英 地下1階地上4階建て 地上2階建て

建築面積 8，l65m' 31m' 

延床面積 19，020m' 44m' 

(地下駐車場4，800m'含む)

最高高さ 23.25m 

〔各階別面積)(本館)

面 積 ヨミ 要 ニg1zユ

地下1階 5，852m' 駐車場、機械室等

l F皆 7，427m' 
エントランスホール

ミュージアムシアター

常設展示室、特別展示室

収蔵庫、 講義室等

2 I{皆 2，l66m' ミュージアムライブラ リー

事務部門等

3 1I背 3，017m' 常設展示室
ジャンボブック展示室

レストラン、 実習実験室等

4 [(管 506m' 機械室等

塔屋 52m' 

合計 19，020m' 

〔用途別面積)(本館)

エン トランススペ ース 984m' 

展 刀て ス ノ¥内 一 ス 5，075m' 
メ寸主t 習 ス J¥ a ス 846m' 
II:R 蔵 ス J¥ a ス 1，433m' 

初f 究 ス /¥ 内 ス 804m' 
タE会r- 理 そ σ〉 他 5，078m' 

地 下 駐 車 場 4，800m' 

メIコ'>- 言十 19，020m' 

〔建物仕上)(本館)

外部仕上げ

屋 根 (勾配屋根)カラーステンレス
(陸屋根)アスフアルト防水下地押えコンクリート

外 壁 御影石ジ、エツ トバーナー仕上げ、 二丁掛け磁気質タイル
及びカラーアルミタイル張り

建具 カラーアルミ-+Jッシ、ステンレスサッシ、スチールサッ
ン

内部仕上げ(主な箇所のみ)

エントうンスホール
床 御影石ジ‘エツ トバーナー仕上げパターン張り
壁 大理石本磨き及びカラーアルミパネル張り

天 井 カラーアルミ吸音パネル
展 乃t 室
床 カーペットタイル敷
壁 PB下地ガラスクロスEP

天 チ十 メッシュ天井
シアター
床 カーペットタイル敷
昨二宝二一 銘木練付けCL及び有孔ケイカル板張り

天 :)1ニ 繊維強化石膏ボード貼り
I1又 lF.&: 庫
床 コンクリート金ゴテ下地エポキシ樹脂塗り
壁 コンクリート下地吹きつけコート

天 井 デッキプレートOP

〔設計 ・施工)(本館)

到1氏し三自1

建築 臥)国設計

設 備 似)国設計
展示 (株間ー青社

造成 中野設計工務株式会社

施工監理

建築 保)国設計
設備 (附国設計

展示 。!オ)日本科学技術振興財団

造 成 中野設計工務株式会社

施工

建築 清水 ・小田急・渡辺 ・田中特定建設工事JV 
電気 東芝プラント -安部・増子特定建設工事JV 
二7工¥::ニ 苛F切司明 トーヨコ理研・ナミレイ ・新陽特定建設工事JV 
衛生 ダイセツ ・トウカイ特定建設工事JV
昇降機 (附日立製作所
展示 附丹青杜
造 成 (布H手山組・(附若林組・箱根建設株式会社
(附IJUii組・(仰吉沢組・日本鋼管工事株式会社
(附火山組

外構 土谷建設株式会社、(有関原建設
植栽 (附加藤造園・(有株谷造園
栄立造園土木・緑栄造園土木特定建設工事JV 

工事期間

建築工事 平成4年10月10日~平成6年12月20日
展示工事 平成4年10月10日~平成7年 3月 1日
'---Lーーー

(連絡橋昇降機棟)
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(2) 設備

〔電気設備〕

受配電設備 受電電圧 3相3線式 6.6kV 50Hz 
変圧器容量 2，375kVA (ljlZ式モーJレド形)
進相コンデンサ- 327kvar 
高圧母線 5系統
低圧幹線 98系統

自家発電設備原動機ガスタービンエンジン
360PS (48，738叩m)

発電機ブラシなし交流発電機

300kVA PfO.8 (1，500rpm) 
起動方式直流電動機起動式

蓄電池設備 種 類 シール形ポケット式アルカリ電池

公称電圧 103.2V(86セJレ)
容 量 350Ah (5時間率)
用 途 受配電機器操作用、非常灯用

電話設備 交換機デジタル交換機

局線容量 72回線 (50回線実装)

内線容量 240回線(150回線実装)

電気時計設備親|時計水品発振式(出力2回線)
子1時計アナログ式29台
デジタル式 5台

ソーラ一時計l台

蛙車場管理設備 地下駐車場のìjli~ .空車表示 l式

その他 身障者警報呼出表示装置、避雷針設備

インターホン設備、テレビ共聴設備

〔空調設備〕

空調方式 中央式定風量 (CAV)単一ダクト方式
中央式 各階ゾーンユニット方式+2管式
FCユニット併用方式

パッケージ式個別空調方式 (特殊用途室)

熱源機器 ガスl吸収冷ifn'L7l<器 200R T 3台

空調機等 ユニット型空調機 16台
ファンコイルユニット 53台
ピルマルチエアコン 37台
パッケージエアコン 7組

換気設備 第l種及び第3種 給気ファン 7台

排気ファン 44台

自動iljlJ御設備 中央監視装置l式

〔衛生設備〕

受水槽 75 t 
雨水槽 300 t 
中水槽 28 t 
中央処理装置 5t/h 1台
加圧給水ポンプユニット 540 e /min 1組(上水用)
加圧給水ポンプユニット 1，470 e /min 1組(中水用)
汚水ポンプ 300 e /min 2台
雑排水ポンプ 300 e /min 2台
雨水ポンプ 1，000e /min 6台
雨水ポンプ 200 e /min 2台
湧水ポンプ 200 e /rnin 2台
ガス設備

〔昇降機設備〕

l号機 乗用 (展望用車椅子仕様) Bl，1，2，3F停止
13人乗り 45m/min (電動式)

2号機 乗用 (]j[椅子仕様) Bl，1，3F停止 11人乗り
60m/min 油圧式)

3号機 乗用(車椅子仕様) 1，3F停止 11人乗り
60m/min 油圧式)

4号機 荷物用 1，2，3F停止 3，000kg
30m/min 油圧式)

連絡橋 乗用(車椅子仕様) 1，2F停止 11人乗り
45m/min 油圧式)

エスカレーター (1200形、車椅子兼用) 1 ~3F 
30mノmin(電動式)

〔防災設備〕

自動火災報知設備

受信機 P型l級 70回線

防災連動制御盤 40回線

熱感知器、煙感知器 1式

消火設備
屋内消火栓 40箇所
屋内消火ポンプユニット 140 e /min 1台
屋外消火栓 6箇所
屋外消火ポンプユニット 700 e /min 1台
泡消火設備 (地下 l階駐車場)
薬剤量 600 e 
抱ヘッ ド 696個
抱消火ポンプユニット 1，120 e /min 1台
移動式粉末消火器 (駐車場他) 9台
連結散水設備 (地下1階部分) ヘッド数 12個
誘導灯設備(避難口、通路、階段 166台
ガス漏れ警報機検知器12個受信機 1台

非常用 ・業務用放送設備 (非常用電源内蔵)

電力増幅器 360W 2台

電力増幅器 120W 2台

スピーカー 2321固

排煙設備

排煙機 (廊下系統 15，800m3/h 1台

排煙機 (一般系統 38，000m3/h 1台

ITV設備
本館監視用
固定カメラ 8台
可動カメラ 8台
モニターテレビ 14型4台x2箇所
連絡橋エレベーター監視用

固定カメラ 3台
モニターテレビ 14型3台x2箇所

〔その他の設備〕

自動扉設備

8台 エントランスホーjレ等の出入口に設置

自動散水設備(人口地盤植栽部分の濯水用)
東側前庭8系統
3階テラス 3系統

地下l階に都市ガス (6B)を引き込み、ガス吸収 冷温水 カスケード設備 (人工滝)
関口 24m、高さ 3m、水量2.5m3/min、照明付き器、カフェテリア、ともしびショップ等に供給

-76-



(3) 面積表

〔エントランススペース〕 〔収蔵スペース〕

~品一t:語4一、- 名 面積 (ポ) 至 名 面積 (ば)

エントランスホール 782 収蔵庫 l 1，260 
(赦誰室) (15) 
(幼児室) (13) 

収蔵庫2 77 

(ミュージアムシ ョップ) (26) 
(ともしびショッ プ) (35) 
(ロッ カ一室) (17) 

液浸標本収蔵庫 96 
小計 1，433 

カフェテリア 202 〔管理スペース〕

小言「 984 室 名 面積 (m2) 

〔展示スペース〕 館長室 47 
第 l会議室 42 

室 名 面積 (m') 第2会議室 42 

ミュージアムシアター 467 
1階総合展示室 2，348 
(ラボラトリ ー) (32) 
3階総合展示室 1，245 
(コンピュータ一室) (93) 

管理部事務室 91 
(副館長室) (13) 
企画情報部事務室 83 
総合案内員室 34 
協力支援組織事務室 49 
学習情報室 39 

ジャンボブック展示室 581 電話交換室 13 
(編集室) (45) 更衣室 13 
特別展示室 434 警備員室 29 
(準備室(1 )) (74 ) 
(準備室(2 )) (44) 

5，075 

(簡易宿泊室) (14) 
友の会事務室 21 
湯沸室 11 
清掃作業室 24 

〔学習スペース〕
中央監視室 29 
機械室 ・電気室等 1，824 

ニ~ユe、. 名 面積(m') 

講義室 306 

倉庫 119 
トイレ 332 
荷1作室 70 

(講師控室) (16) その他(廊下、階段等) 2，166 
実習実験室 139 ノj、計 5，078 
ミュージアムライフゃラリー 281 
書庫 120 〔地下駐車場〕

846 ニ安ヒ 名 面積 (ば)

〔研究スペース〕
地下駐車場 4，800 

(乗務員控室) (32) 
室 名 面積 (111') 

(トイレ) (59) 
学芸員室 246 

共同研究室 39 
試料分析室 74 

(機器室) (34) 

4，800 

化学分析室 44 
(化学天秤室) (5) ※ カッコ内の数字は内数

クリ ーンルーム(1 ) 12 
クリ ーンルーム (2 ) 8 
標本製作室 173 
くん蒸室 11 
乾燥室 9 
見虫標本製作室 17 

本館延床面積 19，020m' 

冷凍乾燥室 39 
大型標本製作 72 
薬品処理室 13 連絡橋EV棟 44m2 
手唱配7 日E日~!百平信 13 
写場 18 I 
暗室 16 

言十 804 
総延床面積 ~ 
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(4) 配置図・平面図

〔配置図 〕
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Cl階平面図〕
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( 3階平面図〕
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9.利用案内

。開館時間 9:00~ 1 6 : 30(入館は 1 6 : 0 0まで)

O休館日 月曜日(祝日、振替休日は開館)

祝日の翌日(火 ・土 ・日曜日にあたるときは開館)

。観覧キ|

館内整備点検の日(偶数月の第3木曜日、但し8月は除く)

1 2月28 日 ~ 1 月 4 日

区 分 引自 人

20歳以上(学生を除く) 510円

20歳未満 ・学生 300円

高校生以下 ・65才以上

Oミュージアムシアター上映時間

団体 (20人以上)

400円

200円

狙E 料

定時間帯に館の基本テーマ「生命の星・地球」のガイダンス映像や、観客参加型のインタラクティブ

映像を、 200インチのハイビジョンで上映。

番 キ丑 上 11央 時 間

生命の星 ・地球 第 l回 第2回

奇跡の旅立ち 9 : 30 ~ 9:45 14 : 00 ~ 14 : 15 

生命の星 ・地球 第 l回 第2回

生命の輪舞 10:30~ 10:45 15:00~ 15:15 

インタラクティフー 第 l回 第2回
怪;人ネイチャーランドの封住民J<. 11 :30 ~ 11: 50 13: OO ~ 13:20 

※ 学校の春休み、夏休み及び5月の連休期間には一部上映時聞を変更することがあります。

。交通

箱根湯本駅

片付1柑子供をへ同:円“斗竹町

神奈川県立 女

小田原駅

ぷ判官雨前市百'ffi[~~-:g;+~同至東京

国道1号線

百宗五三石f，0日高耳志認3可否耳、ω:<<“‘，~:<弘叫記=呼や;w 叫刷<<<:.怖協ω拘川沿岬町議ベL

生命の星・地球博物館
西湘バイパス

箱根登山鉄道「入生田(いりうだ)駅」より徒歩3分

。問い合わせ 神奈川県立生命の星 ・地球博物館

所在地。 干250-0031神奈川県小田原市入生田49 9 

TEL 0465 (21) 1515 

FAX 0 4 6 5 (2 3) 8 8 4 6 

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/museum/g.html 

※ 上記内容は、平成10年3月1日現在のものです。
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